


 

Ⅰ 
2000 年 11 月１日（水）13:30－16:00 

千葉市民会館・小ホール 

【主催】 財団法人 女性のためのアジア平和国民基金(アジア女性基金) 【後援】 総理府 

 



◇プログラム 

○13時30分～13時35分 開会のあいさつ 

○13時35分～13時50分 ＤＶ啓発ビデオ上映 

○13時50分～14時50分 報告 

 【報告者】 吉廣 紀代子（ノンフィクションライター） 

  山口 恵美子（家庭問題情報センター理事兼事務局長） 

  佐々木 祐生（まこと保育園園長） 

○14時50分～15時30分 パネルディスカッション 

 【パネリスト】 吉廣 紀代子（ノンフィクションライター） 

  山口 恵美子（家庭問題情報センター理事兼事務局長） 

  佐々木 祐生（まこと保育園園長） 

 【コーディネーター】 松田 瑞穂 （アジア女性基金業務部長） 

○15時30分～16時00分 質疑応答（会場からの意見・質問） 

 

◇プロフィール 

吉廣  紀代子（よしひろ きよこ）  ノンフィクションライター 

報知新聞記者を経て、1972年よりライター。「非婚時代」（三省堂、朝日文庫）をはじめ、

女性や夫婦、家族や子どもに関する著書多数。1997年に「殴る夫 逃げられない妻」（青

木書店）で、DVの実態を明らかにして以降、DVのさまざまなケースを追い、現在DVが子

どもに及ぼす影響について取材執筆活動中。 

 

山口 恵美子（やまぐち えみこ）  社団法人家庭問題情報センター理事兼事務局長 

家庭裁判所調査官歴7年。その後保育所の開設など地域の子どもの問題に取り組むか

たわら、東京都女性情報センター（現東京ウイメンズプラザ）主任専門員として女性問題

解決の援助に関わる。1993年（社）家庭問題情報センターの設立に参加し、以来臨床心

理士として相談などに従事。 

 

佐々木 祐生（ささき ゆうせい）  社会福祉法人 聖救主福祉会理事、まこと保育園園長 

長年外国人問題、特にフィリピンの女性や子どもに関わる問題に取り組む。 

 

松田 瑞穂（まつだ みずほ）   アジア女性基金業務部長 
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 報告１ 
吉廣紀代子 

（ノンフィクションライター） 

 

 こんにちは。私は最初の報告者で、次のお二人の報告者

が個別のケースについてお話しになるということなので、

被害を受ける女性と子どもにまずどのような複合的な影

響が及ぼされているかということを、日本だけではなく、

私が調べられた範囲でお話しさせていただきたいと思い

ます。 

 まず東京都の調査が、子どもへの影響を報告しています。

それは 1997 年 11 月に行われた面接調査から、被害者の母

親が、子どもにどういう影響を及ぼしているかを調査員に

話したことをまとめたものです。 

 その面接調査は、全部で 52 人の方が受けられたのです

が、子どもがいるという人が 45 件で、自分も被害を受け

ていながら、子どもにも暴力が及んでいるのが 29 件、割

合にすると 64％影響しているということです。 

 子どもが複数いる人の場合、全部の子どもに暴力が及ん

でいるかどうかというのはそれぞれでして、子ども全員に

及んでいるという人が 24 人、全員ではないという人が 5

人です。ですから 29 件のうち、子どもが複数いる場合に

全員が殴られている割合が８割を超えています。精神的な

暴力も含めてですが、そういう結果が出ています。 

 それからもう 1つ、日本で子どもとの影響を調べたもの

で、日本弁護士連合会（日弁連）が、80 年代の終わりく

らいから「女性の権利 110 番」という電話相談を年間、日

時を定めてやっているんですが、ドメスティック・バイオ

レンス（以下 DVと略す）の相談ケースが多くなったので、

94年から特別に DVの電話相談を受けるということを続け

ておりまして、その電話相談の中で、その子どもの影響に

まで及んだ話が大体半数以上、過半数を超えていたという

ことです。 

 お隣の韓国では、東アジアでは最初に暴力防止法案、家

庭内の暴力が犯罪であるという法律ができた国なんです

が、皆さんご存知のように、韓国というのは長い間封建制

が続きまして、私は韓国の女性から直接聞いたんですが、

「女とメンタイはたたくほうが味が出る」と言ういわれが

あるそうです。そのメンタイというのは明太子じゃなくて

干して干物にする、日本ではタラと言われている魚です。

これをたたけば味が出てくるというのを、女とタラを一緒

にしたような言い方をしていたような国なんですが、韓国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は大統領を直接選ぶので、大統領を代えるために女性運動

の活動家たちが、かなりいろいろなサポートをして、法案

を通したという歴史があります。韓国で、日本の厚生省に

あたるところが、子どもと被害者への影響がどのように及

んでいるかということを調査した結果がありまして、大体

暴力をふるう夫は過半数が子どもにも暴力をふるってい

るということが出ています。 

 それから、ある大学が行った調査によると、殴られてい

る母親の37％が、子どもを殴っているという報告もされて

います。それは被害者である妻がストレスから子どもを殴

って、子どもに対しては加害者になりうるということでも

あります。 

 今まで日本では児童虐待と DV は切り離されて考えられ

ていたわけですけれども、DV から子どもへの虐待という

ことを考察してみると、児童虐待が DV の中で、半数以上

行われているというのはアメリカでもイギリスでも公に

されているデータですので、家庭の中で DV が原因で児童

虐待につながる、つまり DV の家庭が児童虐待の温床にな

っているということが言えるのではないかと思います。 

 どのような影響が及ぼされているのかと言いますと、東

京都の調査の中で、母親が子どもにあらわれた問題や症状

として回答した中で、一番多いのが父への憎悪、恐れです。

これは父親になつかないとか、父親と思いたくないとか、

父親がいるとリラックスできない、緊張してしまうといっ

たことです。 

 2番目に多く挙げられたのが性格や情緒の歪みです。例

えば口をきかないとか、情緒不安定とか、ほかの子どもに

いばるとか、そういう問題点があらわれています。 
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 3 番目は不登校、学校に行かなくなる。4 番目が吐く、

おもらし、泣く、チックなどです。 

 それからノイローゼになったり、自殺を図る。本人が兄

弟、友人などに暴力を振るうようになる。あとは無気力と

か無感動とか、いろいろと挙げられていますが、こういう

問題が起こっているわけです。 

  アメリカでは、DVへの取り組みも日本より 20年くらい

先に進んでいて、児童虐待についても、60 年代の前半か

ら小児科の医師やカウンセラーが、児童虐待の実態を明ら

かにしています。90 年代になって、DV が連邦の法律とし

て施行されてからはどういう点が問題視されているかと

いうと、まず子どもが父親から殴られる、暴言を吐かれる、

存在を否定されるというより以前に、子どもが、自分の母

親が父親にひどく殴られていたり、おどされていたり、け

がを負わされたり、血を出させられたりしているのを目撃

すること自体が、被害者と同じような被害を受ける結果に

なるということがいろいろなところで報告されています。 

 例えば、マサチューセッツ州の最高裁判所では判例とし

て、DV を目撃する子どもは、その被害者と同様に深刻な

影響を受けるということが出ています。 

 東京都の調査は0歳以降のケースが対象の調査だったわ

けですが、アメリカでは生まれてくる前、つまり母親が妊

娠中に暴力を受けたことによって、生まれてくる子どもに

既に影響があらわれるという点も報告されております。 

 例えば、予定日より早く生まれる早産である、標準的な

体重まで育っていない、生まれたあと成長が遅いといった

妊娠中の胎児の影響まで報告されております。 

 アメリカの場合には暴力の件数がたいへん多いので、と

にかく世代連鎖をやめさせなければいけないということ

で、子どもへの対策もいろいろと行われていますが、小さ

いときから父親の暴力を目撃して育った子どもは、それを

深くインプットして、大人になった後、暴力をふるう側に

なるか、あるいは暴力を受ける側になるという可能性が非

常に大きいということが報告されております。 

 イギリスでは、歴史的に親指の法則というのがありまし

て、夫たるもの親指の太さ以下のむちで妻をたたいてもい

いという法律があった国なんです。家庭内の暴力には、警

察は立ち入らないという取り決めが行われていたような

国だったんですが、ここにきて急激に警察が取り組みを改

めまして、今は、イギリスの警察は民間の NGO と協力して

非常に積極的な取り組みをしております。イギリスの調査

報告によれば、DV を目撃することによって、子どもにも

たらされる精神的影響は過少評価されるべきではないと

認識されています。どういう問題が起こるかというと、抑

うつです。うつ病ぽくなったり、不安、活動亢進。活動亢

進というのは多動行動と言われている、じっとしてられな

いような行動や、集中困難、睡眠・摂食障害、攻撃性の促

進、ストレス障害というようなことが挙げられています。 

 イギリスの警察が作ったマニュアルには、親は子どもへ

の影響を隠す傾向にある、と書かれています。例えば通報

があって警察官が家庭に行っても「いや子どもは大丈夫で

す」というようなことを言う場合が多いそうです。しかし、

警察官はその親の言葉に惑わされないように、以下のうち

いずれかの兆候がないか見極めるべきであるというマニ

ュアルがあります。子どもがかんしゃく持ちであるかどう

か、学校で、あるいは兄弟間で恒常的なけんかをやってい

るかどうか、いじめっ子的気質を示しているかどうか、家

の内外で物にあたっているといった現象がないか、ペット

を残酷に扱っていないか、人をぶったりけったり首を締め

るなどして、何か自分に注意を向けようとしているような

傾向がないかどうか、子どもが非常に内気になっていない

か、子どもの前で大人が手を振りあげると、それに対して

自動的に反応して身をすくめてしまわないか。こういう兆

候が子どもにあらわれているかどうかということを警察

官がその場でチェックするようにということを取り決め

ています。 

 日本でも今まで児童虐待は児童虐待で、DVは DV という

対策が立てられてきたわけです。今年の 11 月から児童虐

待防止法が施行されるようになるわけですけれども、DV

と児童虐待は非常に関連しているわけですから、妻を救う

ことが、子どもを救うことにもつながるという方向で、今

後は DV に対応していく必要があるのではないかと考えて

います。とりあえず今の日本をはじめ対策が進んでいる国

も含めて、ご紹介させていただきました。 

 

 

 

 



 Ⅰセミナー（千葉市） 5 

 報告２ 
山口恵美子 

（社団法人 家庭問題情報センター・理事兼事務局長） 

 

 私どもの家庭問題情報センターは、相談を中心とした仕

事、特に女性の離婚問題を多く扱っています。個別の面接

相談と、女性を対象にした電話相談、そして面接交渉援助

と言って、離婚後、あるいは別居中の親と子どもがうまく

会えるようなお手伝いをしています。子どもには直接暴力

を振るっていないから、自分は子どもとはうまくいくと言

って、強固に自己主張なさる男性を、子が怖がらずに会え

るような父親に変えていくというようなお手伝いをする

ことがあります。 

 それから相談の他に鑑定といいまして、離婚問題が調停

で終わらずで訴訟になったような場合に、親権の
き

帰
すう

趨をめ

ぐって両者の対立が治まらないときに、親権の適正判断と

いうことを求められる仕事もしています。鑑定人として、

そういったことに関与していく中で、きょうのテーマに直

接触れるようなケースを数多く扱っていますので、後ほど

鑑定事例の分析の報告をさせていただきます。 

 またセミナーも開催しています。子どものいる夫婦の離

婚というテーマを取り扱って何年も経ちます。千葉でも何

回か支部が開催しておりますのでご存知かとも思います

が、これはいわゆる DV に局在しないまでも、離婚後も両

親が大人として成長して、親機能を発揮するようにならな

いとこの福祉が実現いたしませんので、親教育をお手伝い

するというようなことです。 

 ふだんそういうことをやっていることから、離婚問題を

抱えた女性たちを対象に、少し探っていこうということで

実態調査を行いました。今のようなふだんの活動がそうい

う動機になっていると同時に、離婚問題ということをテー

マの中心に据えることが妥当であるということは、たぶん

きょうビデオをごらんになってご理解いただけたと思い

ますが、DV は 3 本の柱でなっているというようなお話で

した。女性が申し立てを行う調停の離婚理由の 3つの柱も

大体同じなのです。離婚を体験する女性は少なからず DV

の洗礼は受けているわけです。 

 私どもが 3 年間にわたって行った調査の報告を少しさ

せていただきます。最初は平成 9 年度です。「家庭におけ

る女性の尊厳侵害」というテーマで、ずっと蓄積しており

ました個別面接の記録の整理分析を行いました。離婚のテ

ーマが DVの問題を分析するのにふさわしいかどうかと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いうことを探ったわけですが、侵害の形態を整理してみて

それはまさに当たっておりました。先ほど申し上げたとお

りです。 

 この分析作業を通じて、私どもが新たな注目をいたしま

したのは、3 つの柱と言われているようなことのほかに、

経済的侵害ということです。これは DV というのをどう定

義するかによって違ってくると思いますが、トライアング

ルから脱出できないのは経済的な不安によることがかな

りありますが、侵害状況としてもかなり経済的制裁を受け

ているという実態が注目されました。 

 それから、離婚をめぐって親族というのがかなり関与し

ており、商家の妻が土間に土下座をさせられて謝ったとい

うようなことがまだ現実にはあるということでした。 

 それからもう 1つ、次の年度の研究につながることです

が、被害者である女性には子ども時代に経験した、父とか

近親者からの暴力的、性的な被害体験がかなりある。それ

が夫との親密性の形成の阻害要因になっていて、親密感の

ある夫婦が形成できない。そして夫の暴力が出てくるとい

うようなときに、女性の対応の仕方が悪いからだと批判さ

れていて、男と女の関係から原因が出発しているけれど、

実は妻自身が子どもとして成長する過程で受けてきた経

験が既にそこに素地として存在するんではないかと。私ど

もの DV の世代を超えての連鎖や再生産に関する最初の注

目点は、ここから出発しています。 

 平成10年度になりまして、私どもは9年度の結果から、

子ども時代に被害を受けた女性としての母親、妻というの

に注目して、被害者でありながら同時に加害者になるとい

う役割を DV がしているんではないか、そういうことを中
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心に、女性が担っている負の遺産とは何だろうかというこ

とで分析をいたしました。 

 その結果として、きょうお伝えしておきたいことは 2点

ありまして、それは子への加害者としての気づきというの

は実は非常に難しい。隠すという話が吉廣さんからありま

したけれど、自分が被害者であるということに夢中になっ

ておりまして、気づきにくいということが非常に注目され

ました。特に子どもを抱え込んで、子どもとの過剰な一体

化をしている場合には、被害者同盟となっているために、

自分が加害者であるということにいかに気づきにくいか

ということです。 

 それからもう 1つは、負の遺産そのものは一体どういう

ことなんだろうかということを、少し抽象的に整理させて

いただきました。それを 3つほど挙げますと、依存性、現

実否認、そして硬直性といったことになります。物事に対

応していく対処能力、問題解決能力としてデメリットにな

るような負の遺産を女性が生育過程の中から引き継いで

しまっている。それが問題解決を困難にしているんではな

いかと。 

 依存性というのはどちらかといえば支配型の父と、それ

に対して服従型の母、そういう両親をもつ家庭が目立つよ

うな感じでした。 

 現実否認というのは、判断基準が妻自身にあって、思い

どおりにならないことが被害であるということで、こうい

った現実否認をなさる方はどちらかといえば経済的に恵

まれて、父母の生きかたを肯定的に取り込んでいらっしゃ

る。自分が中心という方です。 

 硬直性という問題を抱えていらっしゃる方は、過去と自

分の心の傷へのとらわれがあまりにも強く、外に目を向け

ることができない。言ってみれば、PTSD（心的外傷後スト

レス障害）状態のようなものを引きずっているということ

だと思います。これは育った家庭でいえば、著しい機能不

全家庭の方が目につくと、分析されております。 

 最後に平成 11 年度の報告ですが、ここでは 2 つのこと

をお伝えしておきたいと思います。1つは、同じような状

況に直面した場合に、それを乗り越えていける女性と、や

はりつまずいたまま乗り越えていけない女性、その違いは

どこからくるんだろうか。これを私ども、シェルターをも

たない相談機関として、やはり見極めていきたい、援助の

方法をそこから探っていきたいということがあって、1つ

そういうテーマを追いました。 

 これにつきましては、妻とその実家の親との関係から、

親子関係模倣型、親子関係克服型、親子関係再生産型、親

子関係希薄型、という４グループに分けることができまし

た。前 2年間はもっぱら離婚問題を抱えている方々を中心

に分析してきました。困難を乗り越えた女性たちに出会い

たいということから、離婚問題にかかわっていない一般の

主婦の人も加えまして、100人まではいっておりませんが、

かなりの数の対象者を分析しました。 

 第一の親子関係模倣型は、愛情とけじめの両方を兼ね備

えた父母が背景に存在しております。その中で育った娘が

夫婦として対応しているときに、かなりわからず屋の夫や

ひどい夫もありますが、けんかしたり落ち込んだりそうい

うことをしながらも、家庭ってそんなにいつもいいことば

かりはないものだ、というような見方ができて、親の有り

様をそのまま無自覚に繰り返しながらうまくいっている

というタイプです。 

 2番目の関係克服型というのは、実は先ほどから言って

いるような親の負の遺産を抱えた人たちですが、そのこと

に自分が気づいた後の取り組みがきちんとできていて、今

の夫婦関係が、実は 4つのグループの中では一番いい人た

ちです。この問題克服のできた女性たちの夫というのは家

事手伝いを形だけでなく誠意を込めてしてくださるとか、

言葉でもきちんと、妻を支える言葉を発することができる。

そういうようなすぐれた男性たちなんです。男性もそうい

う女性を見る目があるんであろうし、問題を克服できるだ

けの前向きな姿勢で生きている女性はいい男性にめぐり

合うことができるんではないかといえそうです。 

 3番目の親子関係再生産型は、負の遺産をそのまま再生

産しているというグループです。これは私たちが一番臨床

で出会っている人たちで、第 2のグループに近づけていく

ということが問題の解決になろうかというヒントを得た

と思っております。 

 4番目の親子関係希薄型は、ニューファミリーあたりか

らの家庭の中で見られる現象ではないかと思うのですが、

子どもから見ると両親は必ずしもけんかをしたりしてい

てうまくいってないとは見られていないのです。楽しく遊

ぶ、友だち家族、友達親子というような仲で、物事のけじ

めというのが一切教えられていない。快楽の快だけは伝わ

っているけれども、規則とかルールとかそういったものの

境界のない家族なんです。こういう両親の娘夫婦の場合に

は、夫婦間も非常に夫婦意識があいまいといいますか、他

にも多くの異性関係が発生しております。 

 私どもの調査アンケートは回答にかなりの記述能力を
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要しますので、第４番目はグループとしては存在しており

ますが、回答者数としてはそれほど多くありませんでした。

ただこれからの世の中の世相を考えていくと、第 4番目の

グループがだんだんふえていくのではないかと、気がかり

でございました。 

 最後に平成 11 年度の報告のもう 1 点でございますが、

これは私どもが鑑定に直接携わった事例から 15 事例ぐら

いを取り出しまして、母親があまり気づいていないけれど

も、離婚の紛争の中で、子どもは一体どの被害を受けてい

るのであろうかということを鑑定人という第三者の目か

ら見たことを分析したものです。 

 基本的人権の侵害と、発達心理的な侵害、そして身体生

理的な障害の 3つに分けました。基本的人権の侵害のとこ

ろでは、人格の否定と自由の否定。人格の否定というのは、

言ってみれば子どもを物扱いにしている。1週間ごとに奪

い合ったり、1カ月ごとに取りかえしたり、親族一同が車

で追突し合いながら取り戻してくるというようなすさま

じい物の取り合いを展開しています。 

 自由の否定というところでは、まず行動の制限を受けて

います。奪いかえしを当事者は非常に恐れておりますから、

3階建ての家の屋上でしか遊ばせてもらえないとか、学校

に行かせてもらえない、というような行動の自由も奪われ

ているケースがあります。 

 それから子どもですから、言論というよりは物を言う自

由ということになりますが、お父さんにはこう言わなけれ

ばだめとか、母が会いに来たらこう言ってやりなさいとか、

こういうことは言ってはいけないとか、そういう制約を非

常に受けております。 

 2番目は発達心理的な侵害でその中を 3つに分けており

ます。最初が心理的な外傷、列挙していきますと、母性の

剥奪、忠誠心葛藤、自罰感情、恐怖体験、過熟（育ち過ぎ）、

そしてその反対の退行や子どもに対する直接の虐待など。

次に発達的障害になっているようなものとして、生活習慣

の獲得の遅滞、社会性の発達の遅滞、同時に平行して知育

への偏重、大人だけの中に囲われていることで、こういっ

たことが起きています。３つ目が性同一性へのゆがみ、異

性への敵視、恐怖などです。 

 大別した 3番目は、身体的生理的障害などで、いろいろ

な心身症状を呈していることが認められます。その他には、

心的外傷の中で、適応障害とか情緒不安定などもあがって

います。 

 まとめとして、私どもが非常に気になったのは、離婚を

DV と非常に近い関係の問題事象としたときに、鑑定を受

けるような事例では、離婚の再生産率が 7割だということ。

そして特に母親と別離した息子が夫になったときに、女性

に対する怒り、敵視、そして子どもに対して理想の教育（子

育て）を強要する過熱現象が見られるということです。 
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 報告３ 
佐々木祐生 

（まこと保育園・園長） 

 

 私は今紹介にございましたように、いわゆる普通の保育

園の園長として仕事をしており、さきほどご報告をいただ

いたお二人のように、相談業務について専門的にやってい

るわけではありません。保育園で仮に子どもの虐待等があ

った場合、すぐ児童相談所というところにそのケースを送

りまして、児童相談所から然るべき施設、例えば児童擁護

施設等に依頼をして、といったケースが主で、いわゆる普

通の保育園の中で際立ったケースというものはそれほど

多くはないんです。私は今日は、近年少年犯罪等かなりシ

ョッキングな報告がありますが、ほとんど彼らは普通の子

だった、あるいは普通の子であるというようなことをお話

ししたいと思います。このことの関連で、実は私が勤めて

いるような普通の保育園でどんなことが起こっているの

かということ、それがどう関連があるのかということにつ

いて、少しだけお話ができるのかなというふうに思ってい

ます。 

 私は現在保育園の勤務以外に、ボランティアとして、キ

リスト教会がやっております外国人の人権擁護のかかわ

りの中で、ひとつ今請け負っているケースと、保育園に来

ている子どものケースの2つについてご報告をさせていた

だければと思っています。 

 まず第１番目のケースですが、夫日本人45歳、離婚歴あ

り。妻フィリピン人24歳、初婚。子ども、男児２歳。家族

３人都内のアパートに住み、両親ともスナックで働いてい

ました。就労中の育児は妻の友人に頼んでいた。２人の間

には喧嘩が絶えず、時には顔を殴打され仕事を休まなけれ

ばならないこともあったようです。原因は金銭、夫の浮気

とのことです。現在彼女は夫に内緒で子どもと共に某県に

いる姉のアパートにとりあえず避難しています。彼女自身、

何度も離婚をして子どもと2人でという希望はあったので

すが、もし彼女が離婚をすると、外国人であるということ

でまず問題になるのはビザ。今の日本人配偶者の妻という

資格のビザがなくなってしまう。それはつまり自分が自国

へ帰らなければいけないということにもなり、どうしても

踏み切れないということです。 

 もう 1つ、離婚をして彼女が日本にとどまるという選択。

彼女自身は、フィリピン本国にいる家族への仕送りも担っ

ている関係上、どうしても日本にとどまらなければいけな 

い。この場合に、いわゆるビザがないのでオーバーステイ

という形で、不法滞在という負い目を感じながら毎日を送

っていかなければいけないというようなことがあり、なか

なか決断ができない状況でした。実はこの夏に、ご主人の

先妻の18歳になるお子さんが出産したため、その赤ちゃん

もフィリピン人の女性に子育てを一緒にさせるというよ

うなことになりました。彼女は自分の子どもと先妻の娘さ

んの子どもの2人を育てなければいけないという状況です。

仕事を辞め、2人の子どもを育てるということが1か月ほど

続きましたが、夫からの約束である生活費及びフィリピン

の家族への仕送り、これがまったくなされない。毎日1,000

円から3,000円くらいの食費を与えられて、2人の赤ん坊を

育てるという状況になり、彼女自身はもうこれではだめだ

ということで私のところへ来て、とりあえず別居するとい

うことになりました。 

 このような日本人同士では考えられないような状況で

苦しんでいる女性、あるいは子どもたちがかなりいるとい

うこともひとつお伝えしたいなというふうに思って、ここ

へ参ったわけです。実は彼女自身が考えていた離婚をして

しまったらビザがなくなりオーバーステイになるという

ことは間違いでして、今は入管法等々で、日本人の子ども

を養育するお母さんは、外国人であっても永住ビザはもら

えるというふうになっています。その辺の情報がまだみん

なに伝わっていないというところで、非常に大きな不安を

抱えながら生活をしているわけであります。 

 このような状況の中で、2歳になる子どもがどのような

状況であるかということですが、今はまだ
なん

喃
ご

語、アーとか

ウーとかその喃語しかしゃべれないわけです。そして、多

動といいますか、落ち着きがなく、もう常時情緒不安定で

ありまして、このことについては、私は本当に心を痛めて

おります。 

 直接子どもに暴力、あるいは乱暴等があるわけではあり

ませんけれども、私が考えるには、やっぱり子どもが子ど

もとしてきちっと育つ環境、これを整えていないというこ

とはまさにバイオレンスです。このバイオレンスという語

句について辞書をひもときますと、害というのも含まれて

いるわけですけれども、つまり子どもが子どもとしてきち

っと育てられる環境を害する親たち。しかもそのことの気



 Ⅰセミナー（千葉市） 9 

づきがない親たちは、本当にお子さんに対するバイオレン

スではないかなということで、きょうご報告を 1点させて

いただきました。 

 それからもう 1点ですが、これは私どもの保育園に 3歳

になってから来た男の子のケースです。仮にＹ君と呼びま

すけれども、Ｙ君は私どもの保育園に入ってきたときは 3

歳で、大変行儀のよい、手のかからない子どもだったわけ

です。この子どもが 1年たったときにどうなったかと言い

ますと、クラスで一番の要注意人物になりました。彼は 3

歳のときから、年齢にふさわしくない、子どもらしくない

子どもといいますか、読み書きはもちろんのこと、言葉づ

かいも大人言葉でありますし、私たちに対しては本当に礼

儀正しいお子さんでありました。 

 しかしＹ君のそういう態度というものは大人にだけ向

けられたものなんです。子ども同士になると、たいへんな

トラブルメーカーで、好き嫌いが非常にはっきりしていま

す。自分が遊んでいるところへ自分の嫌いな子どもが仲間

に入りたいというようなときは、もう入れないという断り

だけではなくて、即相手の痛みをほとんど気にせずに徹底

的に殴るけるというようなことがあります。 

 ところが、この子どもが殴るけるをするときには、必ず

大人の目を見ます。先生あるいは保護者等がいるときは絶

対にしません。子ども同士のところ、大人の目の届かない

ところでそのようなことをするのです。そんな彼が、もう

そろそろ年長になるという頃に、夕方、園庭で遊んでいま

した。そこに発達遅滞の子どもが仲間に入れてほしいとい

うことで行きまして、一緒に遊んでいたそのＹ君以外のお

子さんが仲間に入れた。ところがＹ君は気に入らずに、彼

を突き飛ばして泣かせてしまった。しかしその子どもはど

うしても一緒に遊びたいということで、再び入ってきまし

た。そうなったときに、Ｙ君は部屋に戻って、工作用のは

さみを持ってきて、彼の頭の毛をジョキジョキザクザクと

切ってしまったというような、私どもとしては大変ショッ

クの大きい事件がありました。 

 この事件の顛末をご報告する時間はちょっとありませ

んが、このＹ君は、入園したときは、お父さんとお父さん

のお母さんとＹ君の 3人で生活をしていました。後になっ

ておばあさんから聞いてわかったことですが、おばあさん

の話では「だめな嫁だった」という一言でありました。そ

してだめな嫁と言われたお母さんは、Ｙ君が 2歳半のとき

に離婚をして、Ｙ君を夫のほうへ残し出ていってしまった

わけです。その後、Ｙ君はおばあさんに育てられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして先ほどお話がありました分析の中でも指摘はされ

ておりましたけれども、おばあさんといたしましては、知

識先行型といいますか、厳しいしつけと知識を与えるとい

うようなことの結果、先ほど申しましたように 3歳児でも

う読み書きができ、礼儀正しいふるまいはできるというよ

うな子どもになってしまったわけであります。 

 本来は、子どもにとって子育ちというのは順番がありま

す。これについて詳細は今申し上げられませんが、この子

どもも赤ん坊から順次育っていく過程の中で、本来の発達

順序をスキップしてしまうというような部分的に手順を

省いた結果、アンバランスな成長になったと考えられます。

このような形で、子どもたちにとっては、自分たちの育つ

環境がどうであるかということが一生つきまとってくる

ということの再確認をさせていただければと思った次第

です。 
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 パネルディスカッション 
 

 コーディネーター 松田 瑞穂（アジア女性基金業務部長） 

 パネリスト 吉廣紀代子（ノンフィクションライター） 

  山口恵美子（家庭問題情報センター理事兼事務局長） 

  佐々木祐生（まこと保育園園長） 

 

【松田】 きょうは雨の日で、その上お昼の時間帯にお集

まりいただきましてありがとうございます。アジア女性基

金では、女性の尊厳を守るためにどういうことができるか

という今日の女性が直面する人権侵害や暴力についての

事業をこの 4 年やっております。去年は DV についての啓

発活動やさまざまな取り組みをやってまいりました。そし

ていろいろな調査、研究を通しまして、やはり DV と子ど

もに対する暴力、これは切り離して考えられない問題であ

る上、それが子どもの虐待につながっているという結果が

見えてきました。そのため、きょうは、皆様に今実態がど

ういう状況にあるのかということについて、さまざまな角

度からお話しいただきました。 

 これから 30 分ほどの時間で、今ご報告いただいたこと

についてもう少し深めていって、地域、家庭、そして子ど

もに対して今何が必要なのか、あるいは自分の隣に DV で

被害を受けている女性がいた場合にどういう対応をする

のが最善かというようなことについて、皆様と一緒に考え

ていければと思います。 

今皆様のお話を聞いておりまして、やはり DV がある家

庭では、子どもが暴力を振るわれている、振るわれていな

いにかかわらず子どもへの影響があるということがいえ

ると思います。それについて、もう１度講師の皆様に、例

えばお互いの話を聞いた上で、こういうところをもう少し

議論したらというようなことを出していただけると思い

ます。吉廣さん、どうですか？ 

 

【吉廣】 山口さんにお尋ねしたいんですが、先ほど私が

マサチューセッツ州の最高裁で、DV を子どもが目撃する

ことは被害者と同じようなダメージを受けるということ

が判例として出されたということを述べました。それは日

本でいうところの先ほど山口さんがおっしゃった面接交

渉権に絡んでの問題なんです。つまり最高裁以前に、アメ

リカでは面接交渉権と言わないで身上監護権という言い

方をするんですが、DV が原因で離婚した場合、そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うでない離婚したカップルと同じように子どもに対して

面接交渉権を認めるのではなく、父親が加害者ですから、

父親に会わせるかどうかということを裁判所はもっと慎

重に検討すべきだということで、これは同じような被害を

うむ可能性があるということだったんです。 

それで、私も今回 10人以上の DVの家庭で育った子ども

を取材して、先ほど離婚した夫婦の父親にできるだけ子ど

もを会わせるような方向でいろいろカウンセリングをし

たりというようなことだったんですが、その DV が見られ

る場合と見られない場合というのは、ある程度 DV を考慮

した上でそれをやってらっしゃるのかどうか、ちょっとお

話をお聞きしながらどうなのかな思ったんですけれども。

その点、お答えいただけますでしょうか。 

 

【山口】 私は民間の相談機関という立場ですので、裁判

所の立場というのはちょっと今日は触れてはいけないん

じゃないかと思いますが、それでもあえて申しますと、日

本の場合は、全体の傾向としてはまだ共同監護の法文化が

ありませんので、全体としてはまだ父の権利というのが十

分に保証されていないという認識だと思います。 

 ただアメリカの先例が必ずしも共同監護の実践として

うまくいってないということも、今日本の状況の中にいろ

んな影響を与えておりまして、吉廣さんがご指摘していら

っしゃったような DV のあった夫婦の離婚後の面接交渉と
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いうのは、裁判所でも非常に慎重に取り扱っていることは

事実です。そして面接交渉は最終的に調停で 2人の間に合

意ができなければ、裁判所が判断して、審判という形で会

わせる、会わせないの判断を下しますので、そのあたりで

は慎重に判断されております。 

 私どもは、そういう中からかなり困難なケースでありな

がら、なおかつどうしても父親が会うことをあきらめない

といったケース、あるいは父親との関係で、母親とは別の

側面から見ればいい関係がありながら、母親との感情のト

ラブルで子どもと父との関係が切れていくようなケース

をお手伝いしています。ひとつ言えることは、被害があっ

たかないかということはもちろん大事なんですが、母親が

そういった感情からどれだけ立ち直れているかによって、

受け入れる能力が変わってくる。ですから、子どもがおび

えているかどうかは実はあまり大事ではなくて、母親が父

親をおびえているかどうか、そちらが非常に大事になって

きます。 

 私は現に今面接交渉を援助している 1例では、審判はノ

ーという判断を下したんです。ところが抗告がありまして

高裁に行きましたところ、その判断が十分な調査のもとに

行われているとは判断しがたいということで、面接交渉を

認める方向での棄却があったわけです。それで調停に戻っ

てまいりまして、私どもの機関が援助を依頼されましたの

で、この夏休みに実際に私が援助者としてサポートいたし

ました。 

 その中で、お母さんがどんなふうに変わっていくかとい

うのがちょっと参考になるかもしれません。初めは本当に

拒否と拒否のお手紙合戦をいただきました。ただ会うこと

にはとにかく合意しているので、私と一度ずつ会って、会

うことへの配慮を十分にするからと。いつでも中止するか

らというようなことで、お母さんの了解をとってお会いし

ました。結果的には 40 分の面接交渉を、ある水族館にお

連れしてできたんです。 

 その結果、お母さんから「お父さんのことはやっぱり嫌

いだ」と娘が言っていますとお話がありましたので、次の

ような助言をしました。「ああ、それはお母さんに言って

も大丈夫だと、子どもにとって安心だから口に出せたので、

そう言えるということはとってもいい方向ですね」と、

「それを受け取ったお母さんがびくびく反応しないで、聞

き流せるようになるとさらに子どもは安心できるでしょ

うね」、「だから子どもが言ったことに過敏になりすぎな

いようにしてください」と。すると母親は背後にいる両親

に、帰ったときに子どもの反応に過敏にならないようにと

いうことを両親に電話をしておきますとおっしゃったん

です。それだけもう主体的に行動が変わったんです。ここ

へ行き着くまでに、裁判の経過を含めて何年というプロセ

スがあるんですが、やはりエンパワメントという言葉で表

現したらいいかと思いますが、これが非常に大事だと思い

ます。 

それから裁判所では、本当にだめなときには罰則を課す

という形で、金銭的解決をしたりすることもままあります。 

 

【松田】 ただそのときに、お母さんのほうに拒否反応が

あるだけではなくて、今度は子どものほうの意思、つまり、

会いたい、会いたくない、ということについてどういうふ

うな対応をするのか。そこら辺は、日本ですと母親の意見

は重く聞かれるんですが、なかなか子どもさん自体、本人

の意思の確認というのがなかなかできていないと思いま

す。そこはいかがでしょうか。 

 

【山口】 子どもの意思の確認というのは一番難しい課題

です。公式には 15 歳になったらば権利として認められて

いますが、実務的に言いますと、私どもは少なくとも小学

校の中学年以上の子どもには聞いてあげていいのではな

いかと思っています。ただ聞き方は非常に難しいです。 

子どもは、例えば父に対する好意を母に遠慮しながら話

すときに、人間の話をしません。住みかの話に置きかえま

す。お父さんはどういうところに住んでいるんだろうかと

か、それから逆に親権を移されたくないときに、お母さん

が嫌とかお父さんが嫌とか言わずに、馴染んだこの家がい

いと言う、子どもは神経を使って両方に顔を立てる言い方

をします。そういったあたり、心理テストや何かいろんな

ものを重ねながら言語及び言語化ができない子どもの心

情を、私どもは推定していくわけですが、大変難しいのは

事実です。 

 

【松田】 たぶん保育園のお子さんですともっと年齢が低

いので、意思の確認などはなかなかできないんですが、先

ほどのお話の中にもあったように、母親と子どもが一体化

しすぎて、その母親の意思は全部子どもの意思だみたいな

表現の仕方というのは非常に多いと思うんです。保育園で

も暴力はないにしても、親の無意識の抑圧による子どもに

対する影響というのは今非常に大きな問題ではないかと

思います。そこら辺はいかがですか。 
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【佐々木】 今私のところでは、先ほど申し上げたケース

ではないんですけれども、離婚に当たって、たまたまお子

さんが 2 人いて、そのお子さんたちは 4 歳、5 歳ですが、

このお子さんたちに、どちらがよいのかということについ

て、親なり、あるいは裁判所なりでいろいろ調停中でした。

それについて、実は私どもへ依頼があったんです。つまり

直接当事者ではなくて、第三者的な保育園の保育士なり、

あるいは園長なりという立場でどちらがいいのか。ですか

ら、そこはつまり子どもの意思を確認するすべが大人のほ

うにはないわけです。大人のというのは、つまり当事者だ

けではなくて我々にも実はないんです。 

 その場合に、どういうふうに決めていくかということは、

じゃあ我々が見た子どもの育ち等でどちらがいいのか、そ

ういう判断をしてくださいみたいなのがあるんですが、そ

れはまったくできないことですよね。 

もうひとつ言えば、僕らは子どもに、お父さんとお母さ

んのどっちがいいのか、ということは、基本的にしたくな

い。つまり両方いいんです。 

 

【松田】 吉廣さんはたぶんマニュアル化されている、そ

ういう意味ではいろいろなケースをご存じだと思うんで

すがいかがでしょうか。 

 

【吉廣】 暴力があるなしにかかわらず、離婚は裁判所も

破綻主義をとっておりますから、地方裁判所までいけば 3

年間くらい別居の事実があったらこれはもう離婚という

のはスムーズにできるんです。ただ子どもがいる場合の離

婚は親権の奪い合いというのが非常に難しい。以前は子ど

もが小さいと大体母親に親権がすんなり認められていた

んですけれども、父親が子どもを養育したいという人が増

えているんです。裁判というのは、日本の欠点としてすご

く時間がかかるので、気が短い親というのは、主として奪

うのは父親なんですが、子どもを途中で誘拐しちゃったり

して連れ去るという例が拙著の中にも 1例あるんです。 

 そうすると、今山口さんがおっしゃったように、暴力を

受けた母親と子どもは父親におびえていますから、面接交

渉権を最初の段階で拒否したりして、それから誘拐されて

しまった子どもに会いに行った場合に、3カ月前まで母親

に甘えていた子どもが母親を拒絶しちゃうというような

ケースもあるんです。 

他の事例では、離婚する意志を伝えたら、2人いる子ど

もの下のほうを、夫が連れてアメリカに逃げちゃったとい

う相談も受けました。取り戻すのにはどうすればいいかと

言っても、パスポートを父親がもっていると、アメリカま

で母親が飛んで行って、子どもを連れて帰るというわには

いかないんです。パスポートがないと出国できませんから。

それで私は、場所がカリフォルニアだというので、カリフ

ォルニアのシェルターで活動している人や女性センター

とかの連絡先を、彼女に全部教えたんです。行っても今す

ぐに取り戻せないということが国内での調査でわかった

から、とりあえず今はまだ出られなくて、いろいろと違う

方法を考えてみるというようなことで、それ以降、私は交

渉をしていませんが、子どもをめぐる問題というのが非常

に夫婦間のトラブルを長引かせる。また逆に言うと、子ど

もにとっては生物学的な父親は関係はあったほうがいい

のかもわからないけれども、私が取材する範囲ではひどく

父親から殴られたり、ひどい暴力を見せられている子ども

はやはり父親に対して非常に否定的になっています。そう

いう事実を、心の奥底から、どこからか、私はそこまで人

の心の中には入っていけませんけれども、少なくとも、私

がインタビューするレベルでの言葉として返ってくるの

は、やっぱり父親に対しての否定的な感情には非常に強い

ものがあると思えます。 

 

【松田】 夫から暴力を受けている妻が、子どもに対して

暴力を振るうことがあります。その場合、子どもが母親に

向ける批判よりむしろ、その母親を殴る父親に対する批判

の方がより強いと言われています。これは、子ども自身が

その父親から身体的暴力や言葉による暴力を受けている

かどうかにかかわらず見られる現象です。山口さん、そこ

ら辺はどういうふうに見ていらっしゃいますでしょうか。 

 

【山口】 一言で言えばおっしゃるとおりだと思いますが、

子どもの年齢によって、親に対する見方というのが変わっ

てまいります。ですから、小さい頃には、母親の言うこと

が事実だと思っていたけれども、成人になって家庭をもっ

てみたらば、100％片方が悪かったわけではないとか、子

どもはそういう見方をするようになります。 

 それから吉廣さんが今お話になった中で、一つ補足させ

ていただければと思いますのは、子どもには、見捨てられ

不安による愛着、しがみつきという言い方をする行動があ

ります。一度どちらかに見捨てられた子どもは 2度は見捨

てられたくない。ですから、父親であろうと母親であろう

と、抱え込まれた方の親にはもう捨ててほしくないという
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ことで、親の喜ぶようなことを言います。ここにいるとほ

っとするなんていう言葉も本当に真実かどうかは本当は

わからないんです。別のところに行くと、必ずそちらを喜

ばせることを言いますから。それでその辺の読み取りが不

十分にしかできませんから、一定の限界の中で審判とか裁

判とかで判断された子どもでも、本当に自分の意に反して

いた場合には、海外には行けないとしても、子どもがみず

から移動します。 

 私自身が知っているケースでは、その時点で、鑑定では

子どもの意思に任せようということで、そのとき子どもは

「ここにいてみる」という言い方をしたんです。いたいと

は言わなかったんです。でもいてみるという子どもの選択

を尊重して、子どもの現状を肯定する報告書を出しました。

ただし、将来ともここにいるかどうかは子どもの選択であ

るとしましたら、3年後に弟妹 2人を連れて、母のところ

に移動いたしました。 

 そんなことで、子どもの心理というのは本当にはたから

は、佐々木さんがおっしゃるようにわからないです。とり

あえずの判断しかできません。そして、もうひとつ、つけ

加えさせていただけるとすると、どうしても加害者ですか

ら父親の分がわるいんです。私ども、この 3年間、女性の

サイドからずっと分析調査をしながら、どうして男性も人

間として成長、発達のための援助の手を差し伸べてもらえ

ないんだろうか。接近禁止とか対症療法的に処罰の対象に

はなるんだけれども、私の一番目の報告の最後にちょっと

触れましたように、例えば母に見捨てられた体験をもつ男

の子が夫になったとき、父になったとき、男性もやはり再

生産をしているわけです。そういうことを考えたときに、

私はぜひ男性のためのカウンセリングとか、そういうこと

が充実する社会システムが欲しいと思っています。法制化

といったときに、どうしても刑罰中心になるんですが、ア

メリカのいくつかの州では、執行猶予と引きかえに男性自

身が刑務所に行くか、カウンセリングのプログラムを選ぶ

ことができるそうです。私どものセンターにもハワイから

2 例ばかり、そのプログラムを選択したいんだけれども、

日本でそのプログラムを受けられるだろうかという問い

合わせを受けています。この点で、日本が非常に遅れてい

て残念だと思います。 

 そして、男性に対するそういったプログラムを施行する

のに、私はやはり女性よりも男性がよいのではないかと思

っているのですが、日本ではカウンセラーというのが自立

したひとつの職業として成り立つことが非常に難しい。身

分、待遇が非常に悪いです。ですから、多くは既婚の女性

が非常勤職とかボランティアとか、そういう形でしかして

おりません。 

ですから男性も女性も一個の職業として成り立つ職業

になるような形で、多数の男性がカウンセリングの世界に

参入できるようなシステムを構築してほしいと思ってお

ります。 

 

【松田】 山口さんのほうから、今日のお話を踏まえた提

言をいただいたんですが、他のパネリストの皆様からもそ

ろそろこういうふうにしたらいいんじゃないかというお

話を聞かせていただけたらと思います。佐々木さん、何か

保育園の園長さんとして。 

 

【佐々木】今、私のしたいこと、したいことというか、私

どもがすべきかなと思っていることをお話しするんです

が、その前に今山口さんのお話の中で、ちょっと気になっ

た見捨てられないための子どもの態度について。実は私ど

も、同じグループで、児童擁護施設をやっているのですが、

毎年研修会があるわけです。そのときに、児童擁護の保育

士さんの一番の悩みというのがあったんです。その保育士

さんが担当しているお子さんに、365 日本当に誠心誠意尽

くしているわけですが、お母さんは年に一度も面会に来な

いようなひどいひとだと、ふだんはそう言っているわけで

す。いざそのお母さんが施設に訪問に来たときに、もう本

当にその子どもは 365 日の保育士、あるいは施設関係のす

べて否定をして、唯一お母さんが最高というような、そう

いう態度があるんだそうです。 

 これは、現場にいる保育士としては一番つらいことだと。

しかし、それが子どもとして本音であれ、それから先ほど

山口さんがおっしゃったそのお母さんしかいないわけだ

から、このお母さんにはこびを売るというと変ですけれど

も、とにかく自分として最高の受け入れをせざるを得ない

かもしれないというところで、ちょっと現場としてその辺

を気づきましたので、お話をさせていただきました。 

 今私は保育園の園長という形でおりますけれども、実は

保育園、幼稚園、それから学童保育、そして特養を初めと

する高齢者施設を 1つの建物の中でやっています。これは

どういうことかと言いますと、当然、もう皆さんはよくご

存知のように核家族の中でしか育ちのないお子さんたち、

あるいは一人暮らしのお年寄り等々いらっしゃいますけ

れども、私たちは問題が起こる前に、やっぱりどのような
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住まい方、私たちにとって、人の育ちとしてよいのだろう

かということを考えまして、これはもうごく当たり前に、

オギャーと生まれた0歳から100歳にならんとするお年寄

りまで、すべての世代の方たちが共にそこにいるというこ

と。そしてその地域の方たちに自由にそこに出入りをして

いただいて、赤ん坊にとっていろんな世代の方たちが自分

のすぐそばにいるということ、このことの大事さをつくづ

く考えています。先ほど言いました保育園に来る普通のご

家庭のお子さんの場合、普通って何だろうというふうに考

えたときには、核家族でそのマンションの何階かにいて、

お隣にだれがいるかわからないような生活は、少なくとも

僕らが見る限りでは普通ではないというふうなところも

踏まえまして、昼間約 400 人を超える人たちが施設をひと

つの家という概念でとらえて、そこにはいつでも異年齢の

方たちが普通に暮らしている、そういうことを目指してい

るわけです。 

 ですから、何々をしてあげるとか、あるいは何々をすべ

きとかということではなくて、私たちはごく自然に人が人

としての営みができる環境づくり、これが非常に大事だな

と思っております。 

 先ほどのお話の中で、子どもの育ちにはやっぱり順番が

あるということを申し上げましたけれども、子どもの育ち

について順番があるのと同様に、大人が老いていく順番も

あるわけで、それらのすべてを自分の目で見て、そして触

って、話をして、わかってというような生活を目指したい

なと思っております。 

 私ども保育園といたしましても、保育園に来られている

お子さんたち、あるいはそのご家族たちだけの施設ではな

いということで、地域の家庭で育児をしていらっしゃるお

母さん、あるいは子どもたちの問題も、私たちが引き受け

ていこうと。そういう働きの中で、今現在子どもたちのよ

い育ちについて何が必要なのか、今後かなり課題は大きい

と思いますけれども、さらにその辺のところについて、で

きる範囲を広げてやっていきたいなというふうに思いま

す。 

私どもは普通の保育園ですので、問題があったら児童相

談所へと言いましたけれども、今児童相談所はとにかく件

数が多すぎてもう飽和状態、そして施設の問題、人手の問

題もろもろあります。最近は、児童相談所が我々のような

保育園に問題を逆に投げかけてくるというような時代で

もありますし、そんなことで言えば、地域で普通にみんな

がそれぞれ生活できたらいいなというふうに思っていま

す。 

 

【松田】 吉廣さんは何かありますか。 

 

【吉廣】 山口さんのご意見はとてもすばらしいと思うん

ですけれども、私が取材している範囲で実感するのは、日

本の加害者の男性に何が一番欠けているかというと、暴力

が犯罪的行為であり、暴力を振るうということは加害者に

なるという自覚がないんです。自分の妻を教育するために

殴るとか、おまえが何々するから自分がカッとなるんだと

いうような責任転嫁をして、暴力を振るうことがどこから

見ても関係を壊す絶対的に受け入れられるものではない

ということに対する自覚が足りないんです。その証拠に、

私はこの 4 月から実は加害者のほうのインタビューもし

たいと思って、いろいろ問題意識をもつような男性がアク

セスしてくるサイトに掲示板を出したり、100枚以上のビ

ラを男性が集まってくる集会で配ったり、さまざまな方法

をとって加害者のインタビューをお願いしたんですが、何

と応じてくれたのは 2人しかいませんでした。 

女性のほうから、別れた夫を紹介してくれるんですが、

連絡をとると個人的な問題だからあなたに話す必要はな

いという断られ方をするんです。今日こうやって見ると、

何人か男性の方がいらっしゃるので、加害者の人がもしか

していらっしゃいましたらこの機会に、自分は加害者であ

ると認めて、私のインタビューをぜひ受けるべく後でちょ

っと声をかけていただきたいんです。 

それとアメリカでは確かに山口さんがおっしゃったよ

うに、カウンセリングというのは 40 週有料で続くんです

けれども、カウンセリングを途中でやめてしまう人が多い

ことと、全部受けても暴力をやめるのは 10％くらいしか

なくて、またほとぼりが冷めたら暴力を振るってしまうと

いうような結果が出ているんです。 

 カウンセラー見解だと、病理という側面は確かにありま

す。その人の性格的な問題とか関係の上から出てくるので

はなくて、もう本当に生まれながらに暴力的体質がある、

私がインタビューした中にも恐ろしいような暴力性をも

った人もいました。 

ですから、そういう人はカウンセリングを受けたくらい

では絶対にだめで、まず暴力が犯罪であるということを自

覚してもらうためには、DV 防止法を成立させるというこ

とが非常に重要で、またそれもタイミングが熟してきてい

るので、皆さんもいろいろ DV に関して活動していらっし



 Ⅰセミナー（千葉市） 15 

ゃる議員さんにファックスを送ったり、自分の意見を述べ

るなどして、ぜひ実現させる方向に進めてほしいと思って

おります。 

 

【松田】 どうもありがとうございました。パネリストの

皆様から今、カウンセリングに重点をおくのか、防止法に

するのか、それとも子どもができるだけ子どもらしい普通

の生活ができるような環境を整えるのか、いろいろなご意

見をいただきました。この DV という問題は、家庭の中で

起こっていて非常に外にわかりにくい。そしてその当事者

である女性にしても、子どもにしても、なかなか外に助け

を求めたり相談するという行動を起こしにくい状況に追

い込まれる、あるいはほかに方法がないということで我慢

しているために、外から見えにくい問題になっていると思

います。そして、基本的には夫婦の間に会話がなく、女性

を物扱いする、子どもも物扱いするというようなことが根

底にあるのかもしれません。引き続き、DV を含めて、女

性が直面しているさまざまな問題に取り組んでいきたい

と思います。どうもありがとうございました。 

 



はじめに 
 

 

ドメスティック・バイオレンス（以下DVと略す）は、夫や恋人からの女性に対する暴力とい

う被害にとどまらず、その子どもへも影響し、さらには、暴力の連鎖や再生を生み出すこと

もあるというたいへん深刻な問題です。 

 

現在社会的にも大きな問題となっている児童虐待とDVは、それぞれ独立した問題として取り

上げられてきましたが、ふたつの問題には複雑な関係性があることも近年注目されるように

なってきました。 

 

暴力を親から直接受ける子どもたち、お父さんがふるう暴力を見聞きしている子どもたちは、

心身に深い心の傷を負っています。 

 

DVの被害を受けながらも、さまざまな理由でその暴力のサイクルから抜け出せないでいる 

多くの女性たちもまた、心身に深い心の傷を負っています。 

 

本セミナーは、身近に存在するドメスティック・バイオレンスという問題に、ひとりでも多

くの人に関心と認識をもってもらうこと、許されるべきでない暴力によって、心に深い傷を

負った女性と子どもが適切な社会的支援を受けられるようになること、そして、誰もが安心

して生活できる暴力のない社会が築かれていくことを願って、実現されました。 

 

本報告書は、平成12年度に全国6ヶ所で開催したセミナーをまとめたものです。セミナーで

は、さまざまな分野の専門家から、暴力を直接・間接に受ける女性や子どもの心身にはどの

ような影響が見られるのか、について報告がありました。 

 

あなたの身近にいる女性や子どもも、もしかしたらSOSを送っているかもしれません。大人

も社会も、それを見逃すことなくしっかりと受けとめ、当事者の立場に立って、問題を認識

し、支援につなげていくことが必要なのではないでしょうか。 

 

＊ 各会場で行われた参加者との質疑応答は、プライバシーにも考慮し、削除させていただきましたのでご了承ください。 
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Ⅱ 
2000 年 11 月７日（火）18:00－20:30 

東京ウイメンズプラザ・ホール 

【主催】 財団法人 女性のためのアジア平和国民基金(アジア女性基金) 【後援】 総理府 

 



◇プログラム 

○18時00分～18時05分 開会のあいさつ 

○18時05分～18時20分 ＤＶ啓発ビデオ上映 

○18時20分～18時50分 基調報告 

 【報告者】 信田 さよ子（原宿カウンセリングセンター所長・臨床心理士） 

○18時50分～20時00分 パネルディスカッション 

 【パネリスト】 信田 さよ子（原宿カウンセリングセンター所長・臨床心理士） 

  吉廣 紀代子（ノンフィクションライター） 

  米田 弘枝 （東京都女性相談センター心理指導担当係長） 

  倭文 真智子（東京都足立児童相談所臨床心理士） 

 【コーディネーター】 松田 瑞穂 （アジア女性基金業務部長） 

○20時00分～20時30分 質疑応答（会場からの意見・質問） 

 

◇プロフィール 

信田 さよ子（のぶた さよこ）  原宿カウンセリングセンター所長・臨床心理士 

お茶の水大学大学院で児童学修士課程修了。駒木野病院勤務、嗜癖問題臨床研究所

付属原宿相談室室長を経て、1995年に原宿カウンセリングセンターを開設、所長として

現在に至る。「アダルト・チルドレンという物語」＜文春文庫＞（「アダルト・チルドレン完全

理解」＜三五館＞を改題）「愛情という名の支配」＜新潮OH文庫＞など著書多数。 

 

米田 弘枝（よねだ ひろえ）  東京都女性相談センター臨床心理士 

東京都立大学人文科学研究科心理学修士課程修了。心理技術として東京都庁に入庁

後、品川児童相談所、練馬高等保育学院、心身障害者福祉センター、東京都女性相談

センター立川出張所などを経て、現職。 

 

倭文 真智子（しとり まちこ）  東京都足立児童相談所臨床心理士 

岩手大学教育学部教育専攻科教育心理学修了。家庭裁判所調査官を経て、東京都の

心理技術職となる。1979年より、東京都内の児童相談所に勤務。 

 

松田 瑞穂（まつだ みずほ）   アジア女性基金業務部長 
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 基調報告 
信田さよ子 

（原宿カウンセリングセンター所長・臨床心理士） 

 

 

DV と児童虐待と依存症 

 こんばんは。 

 私は、もともとは依存症の仕事をしていました。私は、

ドメスティック・バイオレンス（以下 DV と略す）の問題

を考えるときに欠かせないのは、やはり依存症に対する知

識だと思います。特に、虐待がそうなんです。虐待という

と、大体児童虐待ですね。それから、DV というと男から

女への暴力なんですが、この 2つについて講演するたびに

必ずつけ加えているのは、アルコール問題をよく知ってい

ただきたいということです。DV に目をとられちゃうと、

その夫が酔っての暴力なのか、しらふの暴力なのかが全然

わからなくなる。実は、これは大変重要な見分けのポイン

トです。そこをまず考えていただきたい。 

 それから、虐待の問題も、例えばお母さんの虐待なのか

お父さんの虐待なのか、それでお父さんはお酒を飲むのか

どうか、薬物をやっているかどうか、こういうことを考え

ないといけないのです。 

 依存症の治療というのは実に独特なものがあります。宣

伝になりますが、私の、文藝春秋から出ている文春新書の

『依存症』という本を読んでいただくと独特なアプローチ

がわかっていただけると思います。実は、そのアプローチ

は虐待に非常に有効である、そして DV にも有効であると

いうことなんです。 

 それはどういうことかといいますと、とりあえず目前の

危機をどう回避するか。理由はもうどちらでもいい。なぜ

暴力が起きたかとか、殴っている人がどうかとか、そうい

う問題はよくて、とりあえず目の前にいる人が殴られない

ようにするにはどうしたらいいか。虐待の場合も、死んで

しまうかもしれない子どもをどうやって安全な場所に保

護するかということを考える。こういう対応は、実は依存

症の対応としては当たり前のことなんです。それを「アデ

ィクション・アプローチ」というふうに呼んでおりまして、

「アディクション・アプローチ」という題名の医学書院か

ら出した私の本があります。何か宣伝が多くてすみません

が、ぜひ皆さん読んでいただければ、その辺はおわかりに

なっていただけると思います。 

 でも、今日はお父さんがお母さんを殴っているときに、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それを見るということが子どもにどういう影響を与える

かということについてですね。これはテーマの設定の仕方

としては非常にうまいなと思います。というのは、児童虐

待防止の運動と DV 防止の運動は、アメリカで別立てで進

行してきた。つまり、DV 側と児童虐待側は結構一致しな

かったんですね。別立てで運動してきて、つい最近合体し

たという話を聞いて、ああそうだろうなと思ったんです。 

 というのは、児童虐待というのは実に生々しくて、どん

な極悪非道な人でも、テレビで子どもが殴られて、たばこ

のやけどがいっぱいあって、やせ衰えて死んでいたという

と、大抵テレビのキャスターは「うっうっ」とか言って、

みんな泣くんです。それを見て泣かない人は人間じゃない

と、そういうものすごいファシズム的なものを感じるんで

すね。あれはヒューマニズムの強制というものです。です

から、児童虐待というのは実に簡単で、ヒューマニズムか

らやっていけるんです。 

ところが、なかなかおもしろいのですが、日本では同

時期にこの２つの問題は浮上してきたんですね。その火つ

け役になったのが、「アダルトチルドレン」「ＡＣ」という

言葉だと思うんです。 

 これはどういうことかというと、非常に虐待的な環境の

中を生き延びてきた人たちが、大人になって、そこそこち

ゃんと結婚して、ちゃんと家庭をつくる。その中で自分の

生きづらさを、自分が悪いわけではないと、あるいはあん

なひどい親のもとで育ったことが今の私の生きづらさに

つながっているんだという自己を認知することなんです。 

 こういう人たちが、私たちのセンターへカウンセリング
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を受けにやって来て、いろいろなことを思い出してお話に

なる。そうすると、これは本当に腰が抜けるぐらい驚くん

ですね。家族というのはこんなものだったのか、親という

ものはこうやって子どもを虐待してきたのかということ

を、もう何百人という方からお聞きする。 

 

DV の当事者性 

 激しく暴力をふるう夫の話を聞くとき、その男性に対し

ても非常に怒りを感じますが、私がもっと腹立たしく思う

のは、実は女性に対してなんですね。これは女性を非難し

ているわけではありません。つまり、そういう環境の中で、

女性もどういうふうに変化していくかと、いろいろと恐ろ

しいことを目の当たりにするわけです。 

 それはどういうことかというと、1つは逃げられないと

いうこと。逃げられないと同時に、もっと変なことがあり

ます。大体 DVの相談というのは、自分が DVの被害者だと

いう主訴ではやって来ないんですよ。どう言って来ると思

いますか。殴る夫を殴らない人に変えたいと言って来るん

です。これは、アルコール依存症の夫をもつ妻が、「夫に

酒をやめさせたいんです、先生」と来るのと同じですよ。

「私は当事者ではありません。当事者なのは日々私を殴っ

たり、暴言を吐く夫なんです。あの夫をどうやって変えた

らいいんですか」と来るんですね。これが、実は DV とい

う問題の当初の姿なんです。 

 「私は殴られているんです、DV の被害者です」なんて

言ってくる人はごくごく上質の部分。私たちはそういう人

が来たときに、あなたは被害者なんだ、夫は加害者なんだ

という枠組みを強引にその人に当てはめていかなきゃい

けない。 

 これは、実はアルコール依存症も同じなので、飲んでい

る夫をやめさせようとすることはできませんから、あなた

が対応を変えるしかないんですということを懇切丁寧に

私たちは学習していただくわけですね。ですから、DV 問

題というのは学習から始まると思っていただきたい。今日

のような集会は非常に意味がある。こういうビデオや私の

30 分ぐらいの話を聞いて、今まで当たり前と思っていた

私たちの常識が、頭の中でぐるぐると変わる。これが、実

は DV問題の解決の第一歩なんです。 

 しかし、なかなかそうは思っていただけない。例えば、

ある方は、私たちのところに来談して DVの話もしている。

その後、2週間ぐらい来なくなっちゃったんです。キャン

セルが続いて、どうしたんだろうなと思っていたんです。

私たちのところは有料ですから、大体 30 分で 6,000 円、

50分で 12,000 円というお金を払ってでも夫の暴力をやめ

させたいという人が来るんです。 

 彼女が 3週間目に再びやって来たときには、なんと青あ

ざがもうこの辺まで下がっている。2週間あれば、内出血

はそれぐらい下がりますからね。それを見て、ああ、あっ

たなというふうに私は思ったんですが、そのときに私は彼

女に逃げることをお勧めしたんです。シェルターだとかい

ろんなところがあるので、ぜひ家を出てくださいと。そう

したら、「先生、どうしても逃げなきゃいけませんか」と

言うわけです。彼女は「24 時間、いつもいつも殴ってい

るわけじゃない」と。それはそうでしょうね、寝ていると

きもお風呂へ入っているときもありますからね。「先生、

結婚当時は優しかったんです。ああいう夫に戻らないでし

ょうか」と言われるんです。つまり、彼女にとって問題な

人は夫で、自分ではないと思っているわけです。どうやっ

て自分は被害者なんだと、つまり当事者性を作り上げるか、

まずこれが私たちにとってはとても大変な問題なのです。 

 もうひとつは、夫たちを問題の人にして、「先生、私は

あの夫を立ち直らせたいんです」と、こう言う方ですね。

つまり、実は被害者なのに、被害者になれなくて、加害者

の救済者になってしまう。これは大変多いです。身体的暴

力ではなく言語の暴力を受けた方に非常に多い。夫があん

なふうになってしまったのはなぜかと、精神医学の本を読

んで、夫は AC(アダルト・チルドレン)じゃないかと言う

わけですよ。「夫は非常に虐待を受けてきました。だから、

あのように私にひどいことを言うんです。ですから、夫を

連れて来ますから、先生、夫の治療をしてください」とい

うふうに言うわけですね。それで、「どうしてあなたが自

分のケアを受けないのですか」と言ったら、「だって、先

生、かわいそうなのは夫なんです」と言うのです。 

 彼女は夫に何をされたかというと、戸籍も奪われて、夫

は愛人をつくって、愛人に子どもがいてという、話せば長

いんですが、そういう仕打ちを受けている。しかし、彼女

はそういうことに怒りを感じるどころか、自分にそういう

DV めいた、言語の暴力を与えた夫を救う側に回る。こう

いうこともしばしばあります。 

 何を最初に言いたかったかというと、DV というのは、

単純に殴られて痛い、PTSD（心的外傷後ストレス障害）が

発生する、だからシェルターに入れましょう、傷をいやし

ましょうなんていうものではなくて、その人たちが、私は

DV の被害者なんだというふうに自分をアイデンティファ
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イするまでに非常に手間がかかるということです。 

 

心理学の変遷 

 実は、これは虐待にも DV にも共通しているのです。21

世紀には年老いた親を子ども夫婦が虐待するという老人

虐待が、数多く出てくると思いますね。こういう家族の中

に発生する暴力的な問題に専門家がどうかかわっていく

かということが今後は重要になっていくと思います。そう

いうことを視野に入れた専門家養成が全くなされていな

いということなんです。 

 私は臨床心理士ですが、臨床心理士の養成のプロセスの

中に、このような暴力問題とどうかかわるかということが

抜けていると思います。 

 なぜ抜けているのでしょうか。これは非常に専門的なお

話になりますのでちょっと難しいかもしれませんが、今の

臨床心理学及び精神医学は、第 2次世界大戦後に日本に入

ってきた基本的な考えを大体もとにしてます。 

 それはどういうものかというと、近代的個人というもの

を前提にしています。近代的個人というのは自立していて、

そして自分を自分でコントロールすることがとてもいい

ことで、コントロールできないのはその人自身の問題であ

ると。いろんな問題を個人の問題に返していく、こういう

流れが一般的な心理学なんですね。 

 でも、DV というのはそういう問題でしょうか。虐待と

いうのはそういう問題でしょうかということを考えてい

ただきたい。虐待されている子どもは虐待されている子ど

もに原因があるのでしょうか。殴られている妻は、殴られ

ている妻が悪いから殴られているのでしょうかというふ

うに考えると、そんなことはないですよね。これは、そも

そもの前提が全然違うわけです。そうなると、これは大変

おもしろいことになってきますね。 

 ですから、私は、今の臨床心理学や精神医学がこういう

草の根から起こった DV や虐待の運動の影響を受けてどう

いうふうに変わっていくかということに、非常に期待をし

ています。残念ながら、私はその中枢部にいませんので、

ひがんでこういうことを言っているんですが、あなたたち

はどういうふうに変えていくの、と思って期待をしている

わけですね。 

 それは何を言いたいかというと、家族というものの見方

が、そもそも今の心理学は全然違うということです。それ

は育児書を見てもわかるでしょう。母性愛を前提にしてい

ますね。そして、お母さんはお父さんと愛し合っている。

家族というものは愛し合っている男と女が平等な基盤の

上に立って、ともに白髪の生えるまで、病めるときも苦し

いときも助け合いましょうなんて、うそばかりのことを言

ってつくっているわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし、その化けの皮がだんだん剥がれてくるわけです

ね。化けの皮が剥がれたというふうには思わない方がこの

中にはいらっしゃると思いますが、実はそういう表向きの

きれいな家族像の中にどんなことが起こっていたかとい

うことが、この虐待と DV という問題として現れてきたの

です。それは、力のある者が力のない者を所有し、力のあ

る者が力のない者を支配し、そうやって力を奪っていくと

いうのが、家族の中にごくごく普遍的にあったということ

です。ですから、私たちはそういう家族観を基本的に引っ

くり返さなきゃいけない。 

 私は、虐待の問題にかかわる人への 1つの危惧は、ヒュ

ーマニズムでかかわると、そこが抜けちゃうんですね。か

わいそうな子ども、母性愛のないお母さん、そのお母さん

はまたお母さんから虐待されていたなんていったら、これ

は女同士の闘いになります。DV だって、かわいそうな殴

られている人、そして殴っている男は変な男と、特殊ケー

スとしてとどめるのではなくて、よそから見てすごくいい

家族、2人で愛し合ってつくったはずの家族の中にも、程

度の差があれ、実は同じような問題が起こっているという

ことを考えなくてはいけない。 

 私は、少子化と結婚年齢が上がっているのは、すごくい

いことだと思っているんです。これは当たり前ですよ。だ

って、お父さんとお母さんを見ていたら結婚する気は起き

ないでしょう。それでしたいという人がいたら、おめでた

い話なんですけれども。 
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殴る人たち 

 それから、実は DV の始まるときが非常に象徴的なんで

す。婚約が成立した途端、新婚旅行から帰った途端、新婚

旅行の初夜、こういうふうにこの女を所有したと思ったと

きに始まるんです。もう、何とわかりやすい暴力。ですか

ら、男たちは所有することが愛であるというふうに思って

いるんじゃないかと思うのです。君は僕のものだよという

ことがね。実は、DVの起源はそこにある。 

 きっと男性たちは、君は僕のものだよといったときから、

所有の快感を味わっているんでしょうね。おまけに、その

所有した女性を徹底的に痛めつけることで依存する。 

 ですから、DV は非常に極端な現象ですが、実はあらゆ

る男女関係の原型は DV にあるというふうにすら思ってい

る。そう考えると、これはごくごく一部のかわいそうな奥

さんやかわいそうな女性の問題ではなくて、普遍的に今の

家族の中で起きている問題であると考えられます。 

 これを痛切に感じるのは、加害者の男性にお会いすると

きです。これは非常におもしろい。なぜかというと、その

人たちは、まさに今の社会で立派な男と言われている人た

ちです。職業は公務員、銀行員、先生など。これは本当で

すよ（笑）。そういう人たちが来る。そして、最初に私た

ちに名刺を渡す。おお、立派じゃないかとか思うんですが、

それで彼らが言うことは妻はかわいそうな女性だと。 

 たしか、堀ちえみのワイドショーがありましたね。私は

そのとき暇で、偶然見ていたんです。あそこで堀ちえみが

夫の暴力と言ったときに、夫の彼が言ったことはおもしろ

かったですね。それは茶碗に手が触れることはありますと

言ったんです。手が触れた途端にピンと飛んで妻に当たる

こともあるでしょうと。聞いていると、そうだよなと思う

んですね。つまり、加害者の側がしゃべる言葉というのは

非常に常識的な言葉。 

 私たちはどういうふうにそれにかかわるかというと、被

害者にかかわるカウンセラーと加害者にかかわるカウン

セラーを決して同じにしません。なぜなら、私たちが引き

裂かれてしまうからです。 

 これは、実は AC の場合も同じですね。本当に親からひ

どい仕打ちを受けて、ぜひお母さんにも来てほしいと言わ

れて、その親が来る場合もあるんですよ。そういう場合も、

親は貧しい中、本当に私はお茶断ちしてまでこの子を育て

たんですと涙ながらに言うと、そうだろうなという気がす

るんですよ。 

 つまり、加害者というのは会った瞬間にはバタラー（暴

力をふるう人）の顔をしていないんです。もうこの世の典

型、つまり勤勉なサラリーマン、仕事のできる人という顔

をしているんです。そうすると、私たちは加害者に会うこ

とと被害者に会うことを分けないといけない。どちらを信

じるようになるかというと、加害者の方を信じるようにな

るんです。つまり、私たちがよほどの武装をして、この男

を信じないぞとやっていない限り、バタラーの言うことを

信じるようになるということですね。 

 

被害者の立場に立つこと 

 最後に私が言いたいことは、こういう DV や虐待問題に

かかわるときの私たちのかかわり方の問題です。それはど

ういうことかというと、徹底的に被害者の立場に私たちは

立つということです。 

 こういうことは、今の臨床心理学や精神医学ではやりま

せん。なぜならば、中立であれということがあるからです。

中立というのは、あらゆる事柄に距離をとる。だから、DV

の被害者が夫はこんなにしたんですよと言ったときに、距

離をとって聞いているわけですね。 

 虐待はもっとすごい。例えば、35 歳の人が親にこうい

うことをされた。例えば、ここはやけどですよなんて見せ

られたときも、距離をとって聞いていると、うん、この人

はちょっと妄想があるかなとか、私たちでもそういう気が

してくるんです。つまり、中立で聞く、客観的に聞こう、

距離をとりましょうと思った途端に、被害者の発言は非常

に恣意的な妄想的な言葉になる。これは、私たちを巻き込

もうと思って言っているんじゃないかという気になるも

のなんですね。 

 特に、そういう態度は男性に顕著ですね。つまり、男の

人というのは小さいころから客観的でなきゃいけないし、

中立でなきゃいけないという訓練を、男という性を受けた

ときからやられているんです。ですから、DV や虐待の相

談に男性があんまり適切でないということは、生理的な問

題もありますが、非常にその面が不得手。やっぱり女性。

女性がいらしたときに、その人の立場で聞くということを

すると、非常に言葉が入ってくるんです。そして、何てひ

どいことを受けていたんだろう、この人の親はひどかった

んだなという気が、これは掛け値なしにわいてくるものな

んです。ところが、客観的に聞こうと思うとだめになる。 

 ですから、私たちが虐待や DV をはじめとする家族の中

の暴力問題にかかわるときのスタンスというのは、客観性

とか中立性を捨てなければいけない。これは専門的な話に
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なりますが、実はこれが、長い目で見ると、私たちの職業

の根底を揺るがすことになるんですね。そうなると、実は

私たちがやっていることは、弁護士やボランティアやルポ

ライターの方とかと同じことになるんです。そうなると、

私たちはどうしてお金をいただくことができるんでしょ

うかという問題が、私の個人的な問題です。でも、それが

問題になるのは 2005～2006 年かなという気もしています。

非常に難しい問題です。 

 この家族の中の暴力という問題は、個別的なケースにつ

いては、私は幾つかのノウハウがあります。それは後半の

シンポジウムでお話をしますけれども、全体的なかかわり

としては、今までの専門家の姿勢を根底から変えなければ

いけない問題だと思います。だから、これは、目の前にい

る人を援助する仕事に、ある日投げつけられた手榴弾のよ

うだ、こういうふうに思っています。 

 

家族愛と幻想 

 最後に、「加害・被害」という言葉を、今日私は何回も

使いました。例えば、今から 10 年前に家族の中の問題に

「加害・被害」という言葉を使う日が来るだろうかと、だ

れが想像したでしょうか。つまり、家族の中の問題という

のは、最後は「愛情」という言葉に還元されたんです。虐

待の問題だって母性愛を育てればいい、DVの問題だって、

これは夫から妻への愛情なんだと考えられていた時があ

ったんですよ。夫は寂しいからあなたを殴るんですと言う

人がいたんです。 

 これは、実はアルコール依存症も同じで、今から 20 年

前は、夫のアルコール問題で保健所に行くと、「あなた、

今日帰ったら、おかんの 1本でもつけてお酌してあげなさ

い。夫は寂しいから飲むわけで、そうすれば変な飲み方を

しませんよ」というアドバイスが公然と行われていたんで

す。 

 ですから、家族の中の愛情、家族というのは愛情で結ば

れているんだという幻想もなくなってきたということで

す。これは、私はなくなるべくしてなくなったんだと思っ

ています。 

 家庭内暴力でもそうです。家族の中の暴力のトップバッ

ターは、子どもから親への家庭内暴力でしょう。あのとき

に、親がもう一回、愛情豊かな親子関係をつくりたいと言

うので、私は「何を言うんだ、この親は」と思いましたね。

もう子どもが暴力を振るった時点で、あなたたち親子は終

わりなんですよということです。 

 DV も、いささかそういうところがありますね。再び暴

力を振るわない、仲睦まじい夫婦関係が復活するとは、な

かなか思えません。もしそれがあり得るとしたら、男性の

側がよっぽど自分の男としてのアイデンティティ、それか

ら自分がどういうように育ったかという問題に目を向け

て、週に 2回か 3回、自助グループに行って、ものすごい

努力をして、3年ぐらいたってから可能かもしれないかな

と思います。そうでなければ、私はもうその夫婦はできれ

ば終わったほうがいいのではないかという意見をもって

います。 

 ただ、その場合に、日本の民法というものは非常に女性

に過酷に、不平等にできています。私は、きれいにフィフ

ティ・フィフティに財産を分けるといったときに、今すぐ

日本でこういう民法の改正がなされたら、どれだけ多くの

妻が離婚するだろうかと思いますね。私たちはもう何人も

そういう女性にかかわってきて、特に夫の地位があればあ

るほど別れない。 

 

子どもへの影響 

 それで、私は聞くんですね。「どうして別れないんです

か」と尋ねると、じっと黙っていて、最後に「先生、生活

のためですよ」と言うんですね。「おおい、またかいの」

と私は思うんですが、そのときに私の切り札は今日のお話

です。そういう夫婦関係が子どもにどういう影響を与える

かということをあなたはご存知ですか、二親そろっていれ

ばいいというものじゃないんですよ、子どもは親のけんか

を見、殴られる姿を見て、どれぐらい多くの傷を負うかと

いうことですね。私は、目撃者のトラウマ（心の傷）とい

うものを、多くの方からいろいろと聞いてきました。 

 はっきりいうと、子どもは自分が直接虐待を受けたほう

がいいんですね。それは、お母さんが悪いとかお父さんが

悪いと思える。けれども、暴力を見ていると、自分が無力

な子どもとして何もできませんよね。その無力感というも

のは大変なものです。つまり、母も救えない、父にも立ち

向かえない。両方とも自分の親だ。そういう 2人が目の前

で髪の毛を引っ張ったりギャーッと言ったり、血を流した

りしている。そこにたたずんでいる子どもに与える影響と

いうものは、本当に大変なものがあります。 

 私は、その一番大きい影響は無力感というものだと思い

ますね。この無力感というものが、人生に立ち向かう気力

をそぎ、そしてパワーを奪い、それから自分にできること

は何にもない。何にもないどころか、自分が悪いのではな
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いかという罪悪感をもっていく。 

 自分が悪いと背負っちゃうということは、今いろんな本

に全部書いてある。けれども、無力感というものはすごい

ものがありますね。ですから、私は 1回殴られたら、もう

本当は離れたほうがいいかもしれない。そんな光景、子ど

もの生育する何十年の間に何回子どもに見せたら気が済

むんだと思いますね。 

 ですから、私は今日のテーマは、虐待の問題と、DV の

問題が切り離せないという意味では、実に全体的な家族の

暴力という視野を与える、大変いいテーマだというふうに

思います。 
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 パネルディスカッション 
 

 コーディネーター  松田 瑞穂（アジア女性基金業務部長） 

 パネリスト 信田さよ子（原宿カウンセリングセンター所長・臨床心理士） 

  吉廣紀代子（ノンフィクションライター） 

  米田 弘枝（東京都女性相談センター・臨床心理士） 

  
しとり

倭文真智子（東京都足立児童相談所臨床心理士） 

 

【松田】 はじめに、信田さんを除く 3 人の方に 10 分ず

つほど、それぞれのお立場で報告をしていただき、それか

らパネルディスカッションにしたいと思います。 

 では、吉廣紀代子さん、お願いいたします。 

  

【吉廣】 ほかの 3名の皆さんが臨床の専門家で、私だけ

ちょっと立場が違うので、違った角度から、ドメスティッ

ク・バイオレンス（以下 DV と略す）と児童虐待がどのよ

うに複合的に行われているかということを数字的にお話

させていただきたいと思います。それに加えて、私は被害

を受けた女性と、虐待を受けた子どもと、その両方にイン

タビューをしていますので、その両面からお話させていた

だきたいと思います。 

 1997 年に東京都で DVの被害者である妻の面接調査が行

われました。子どもがいるのは 45 件のケースが報告で、

その中で子どもも虐待を受けているというのが 29 件あり

ました。それは身体的な暴力と精神的な暴力の両方で、暴

力があるというのが割合からいくと 64.4％になっていま

す。 

 母親から見て子どもがそのことでどのような影響を受

けているかということについては、一番多いのが父親への

憎悪、恐れ。次に性格・情緒の歪み、不登校。そして、こ

れはおそらく年齢的にもっと低い小さい子どもだと思い

ますが、吐くとかおもらし、泣く、チック。ノイローゼ、

自殺を図る、本人が暴力を振るうようになるなど。主だっ

たものでもこれくらい影響があるとされています。 

 ほかに、東京都以外では、日本弁護士連合会（日弁連）

が 80 年代の終わりから「女性の権利 110 番」という電話

相談を始めました。90年代になって DVの問題がだんだん

増加し、相談件数の約半数が妻と同時に子どもも暴力を受

けているという状況が発表されました。 

 お隣の韓国では、既に DV 防止法が制定されています。

韓国の行政機関が調査した結果によると、妻に暴力を振る

う夫の過半数は子どもへも暴力を振るっている。それから、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力を振るわれる母親の 37％は、子どもにも暴力を振る

っているということでした。 

 私は 3 年前に被害者の妻をインタビューさせてもらっ

て、『殴る夫 逃げられない妻』という本を青木書店から

出しました。先ほどの信田さんのお話を伺いながら思った

のは、私がインタビューする人というのは、本人が自分は

被害者であるという意識をもって、しかも本に書かれると

いうことを前提として話してくれている人ですね。ですか

ら、もちろん殴られている妻にアプローチしても、インタ

ビューを断られるとか、それから本に書かないんだったら

話してもいいとか、そういう人も何人もいらっしゃるので

すが、とにかく本に紹介している人は私が提案する条件を

のんでくれた人です。4年前にインタビューしたわけです

けれども、少なくとも当初から自覚的であった。その証拠

に、当時離婚は考えるけれども、できるだけしたくないと

言っていた人が、話したことがきっかけとなって、離婚に

踏み切ったというケースもありました。 

 本に紹介しているのは全部で 10 人なんですが、子ども

のいる人は 9人いました。子どもも暴力を受けていると母

親が言った人は、3人いました。それから、目撃した子ど

もというのが 8人です。1人は殴られてもなく、目撃もし

ていないので、どうなっているのかと思うと、この母親が

主として性的暴力を受けていたわけですね。ですから、こ
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の息子というのは現実には見ていないということです。 

 それから、どういう影響があるかということを母親のほ

うから聞いたときは、母親が私に話す内容としては、もう

できるだけの力を振り絞って子どもに暴力の影響を及ぼ

さないように努めているわけですね。ところが、被害者を

取材していると、母と子の関係というのが非常に根深いも

のがあることがわかります。子どもの存在というのが、妻

が逃げる・逃げないのブレーキにもなるしアクセルにもな

る。両面に非常に強く影響を及ぼすということで、ぜひ子

どものほうからも話を聞いてみたいと思い、今年はいろい

ろと子どもにも取材をしました。 

 この場合には、今私が話した DV の影響を受けた半数の

子どもという全体の像からはまた全然別で、百パーセント

親の DV を見た、体験したという人たちばっかりです。で

すから、この子どもたちから話を聞くと、DV の内容とい

うのは妻が話すよりも、またものすごくすさまじいものが

あります。 

 それから、どのような影響を受けたかというのは追って

話しますけれども、年齢は中学 3 年生の男の子から 42 歳

の、子どもを 4人産んだ母親まで含まれて、子どもといっ

ても、関係からいけば親からは子どもですけれども、少な

くとも児童福祉法の適用を受ける 18 歳以下という子ども

ではありません。それで、三つ子の魂百までといいますか、

先ほど信田さんがおっしゃった無力感も含めて、子どもの

ときから葛藤にさらされている人たちが、大きくなっても

どのような半生を送らなければいけないかというのを、こ

れから本に明らかにしていきたいと思っております。 

 殴られ方というのは妻のほうがひどくて、本当にもう殺

される寸前まで行ったという人の話も聞けたんですが、子

どもはそこまではいっていないにせよ、親から殺されなく

ても、みずから命を絶とうとした人も何人もいました。い

まだに心の病をもっているというような人も、たくさんい

ました。 

 先ほども外国の例がちょっと出たので、外国の例で、ア

メリカやイギリスで今どのように DV と児童虐待が統合さ

れてきているかということで話しますと、アメリカとイギ

リスでは、今殴られる、殴られないの問題ではなく、目撃

すること自体で、殴られる妻と同じような深刻な影響を受

けるという統一した認識を、これはもう警察でも裁判所で

も専門家の間でも、みんなもっています。 

 

【松田】 それでは、次に東京都の女性相談センター、こ

れは現在の駆け込み寺という表現を使っていいかと思い

ますが、そこで臨床心理士をしていらっしゃる米田弘枝さ

んにお話ししていただきます。お願いいたします。 

  

【米田】 東京都女性相談センターでは、電話相談や外来

相談も行っていますが、きょう私は女性相談センターの一

時保護所、いわゆる公的シェルターを利用された方につい

て報告させていただきます。 

 はじめに、DVとは何か。その構造については、まず第 1

に、暴力を振るう男性と、それに耐える女性との人間関係

があるということ。その女性が耐える理由というのはさま

ざまです。ご本人自身が一度結婚すると離婚するのはよく

ないと考えていらっしゃる価値観であったり、帰るべき実

家がない、子どもを抱えて経済的にも困難である、などさ

まざまです。 

 第２に、男性の側ですけれども、男性のほうは絶対に女

性を別れさせないということがあります。出ていくならば

子どもを置いていけとか、逃げても必ず見つけ出すとか皆

殺しにしてやるとかいった脅迫。そのほか、そんなに離婚

したいなら書類を書いてやるということで、離婚届に判を

押してくれることもあるんですが、女性がそれを出します

と、本当に出したのかと怒って居座ったり、転居先まで入

り込むなどして、法的な離婚の手続が別れたことにならな

いということも少なくありません。つまり、男性が暴力を

振るって女性を支配しているという状況を指していると

考えられます。 

 ここでひとつつけ加えたいことなんですけれども、暴力

にはサイクルがあるという話がありますが、私どものセン

ターでは残念ながら、このサイクルについては確認できま

せん。 

 といいますのは、まず暴力を振るった後で謝るという例

が非常に少ない。5％いるかどうかということで、私ども

のところでは約95％が謝るどころか、怒らせたおまえが悪

いから、おまえが謝れということで、それこそ土下座をさ

せるなどして、二度とあなたを怒らせるようなことはしま

せんという形で謝らないとその暴力がおさまらないわけ

です。ということで、非常に人権が侵害されているという

状況です。また暴力がいつ起きるかわからない。全く予測

ができないと、皆さんおっしゃっています。 

 その中で、DV の被害者がどのような被害を受けている

かということですけれども、まず暴力に対して、初めは暴

力を振るった相手に非がある、相手がおかしいというふう
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に思っても、おまえが悪いと言われ、暴力が続くうちに、

だんだん自信を失うようになってきます。そして、逃げて

も連れ戻されるとか迷惑を人にかけてしまうということ

がありますので、先ほどからも度々出ていますが、無力感

にとらわれる。そして、だれに相談してもわかってもらえ

ないといった孤立感やうつ状態が見られます。また、暴力

がいつ起きるかわからないため、不安、不眠の緊張状態が

続いています。 

 さらに、強いストレスにさらされた後に生じる PTSD（心

的外傷後ストレス障害）の症状として、なかなか眠れない。

眠ってもすぐ目覚める。ちょっとした物音でびくっとして

しまう過覚醒、それから、突然暴力場面が思い出されたり、

悪夢にうなされるといった侵入症状、それから集中できな

いとか記憶が途切れるなどといった麻痺の症状が見られ

ます。 

 また、この一時保護の生活の中で、非常に理不尽な夫の

暴力への怒り、それから暴力は振るうほうが悪いのに、自

分が逃げなくてはいけない悔しさ、それから大切なものを

すべて置いてきてしまったことやこれからの不安などが

重なっていらいらするなど、非常に不安定な状態です。 

 同伴している子どもたちの様子については、当センター

では男の子の場合は小学生までということで、それ以上の

大きい男の子のことはわかりません。しかし、比較的年齢

の高い女の子、中学・高校生ぐらいのお子さんについては、

長い間、それだけの期間、暴力下にあったということにな

りますが、暴力を見ないように、聞かないように、息を潜

めて生活していたという結果、後になってほんのちょっと

したことでパニックになったり、自分のことをコントロー

ルできなくなって苦しむこともありますし、授業中、急に

父親のどなる声やガラスの割れる音が聞こえてきて授業

に集中できない、あるいは悪夢にうなされて息苦しくなる、

など母親の被害とよく似た症状が見られます。 

 小学校の低学年くらいまでの子どもたちは、おおむね父

親については怖い対象、母親をいじめる嫌いな人といった

認識で、お母さんと行動をともにして一時保護を利用され

ているわけですけれども、一時保護中、母親の不安定な感

情をどうもまともに受けてしまっていると思われます。母

親の扱い方が非常に乱暴だったり、必要以上に強くしかっ

たり放任しているという場面がしばしば見られています。 

 子どもは母親の顔色をうかがったりまとわりついて離

れなかったり、逆にお母さんの言うことを聞かないで非常

に困らせるということが多い。そんな子どもの行動を見て、

お母さんがその子どもが夫と同じように暴力を振るう子

どもになってしまうんではないかと不安を訴えることが

非常に多くあります。また、子ども自身も、自分がお父さ

んのようになってしまうんではないかと不安を表現する

こともあります。 

 このことについては、私たちは、お母さんが暴力から逃

れて一歩を踏み出したということが暴力を断ち切る一歩

だと考えています。お母さんが子どもをしっかり守ってい

けば大丈夫ですよと話し合っています。 

 ただ、非常に不安定で、大きな心の傷を負って、生活を

一から始めなければいけないお母さんだけに、「頑張っ

て」と言うのはとても大変なことです。それで、一方では

暴力は犯罪であるという社会の認識を高めていくことや、

夫への法的な措置なども必要であると同時に、母親と子ど

もへの温かい理解と、支える仕組みや相談体制の確立はた

いへん重要なことだと思っています。 

  

【松田】 米田さん、どうもありがとうございました。 

 続いて、児童相談所で臨床心理士をしていらっしゃる、

暴力が子どもの発達に与える影響についてお話しいただ

きます
しとり

倭文真智子さんです。よろしくお願いいたします。 

  

【倭文】 私は児童相談所で 20 年以上仕事をしておりま

す。特に、この 2～3 年というのは、メディアを通して虐

待についてのさまざまな情報を皆さんは知っておいでだ

と思うんですが、それの中心的な役割を担って、児童相談

所が現在、あちこちから非難を受けつつも、めげずに鋭意

頑張っております。 

 私は、児童相談所でゼロ歳から 18 歳未満までのお子さ

んに関わっておりますので、心の発達という視点に絞って

お話を申し上げたいと思います。 

 暴力の形態には、物理的な力を子どもに与えるという物

理的暴力があるわけです。これは主に、父親から母親にと

いう暴力が圧倒的に多いのですが、暴力の対象に子どもも

巻き添えになってしまう。妻に対する怒りが爆発した時点

で、子どもも一緒に被害を受けるということが起こります。 

 それから、英米では目撃するということも暴力であると

言われております。まさにこれは直接受ける暴力よりもは

るかに頻度も多い。痛みとして感じるだけではなくて見せ

られるわけですから、受ける恐怖心や辛さというのはたい

へん大きいと思います。 

 実際に暴力を見なくても、例えば隣の部屋でふすまを閉
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めて、あるいはドアの向こうで暴力の物音がする場合、こ

れは雰囲気を受けとめるということなので、そこに空想が

入ってくるため、余計に怖いということもあるかと思いま

す。 

 そして、いつまた暴力が始まるか予測できない、予測不

可能性ということから来る緊張感がかもし出す、子どもの

生活全般に及ぼす危険感もたいへん大きいです。 

 これは物理的な暴力の及ぼすひとつの影響だと思いま

すが、その一方で、心理的あるいは言語の暴力があると考

えていいと思います。パワーをもった父親が断定的な、あ

るいは攻撃的、決めつけ的な言い方で怖がらせる。拒否的

な言葉で孤立させ、品性を汚すような言葉。例えば、「も

うおまえみたいなやつ」というようなその子の自尊心を汚

すような表現ですとか、兄弟の中でその子だけが別な扱い

を受けるとか、そういう扱いからくる精神的な暴力がある

かと思います。 

 これらがどのように子どもの心に影響を及ぼすかと言

いますと、大きな枠組みとしては、心の発達はひとつの成

長の方向性をもったものであるという前提。理想型という

のはもちろんありませんが、ひとつのある方向に向かって

発達が流れていくというふうに考えていいかと思います。

その流れ、水は高いほうから低いほうに流れる、といった

ひとつの方向性とか公式ですけれども、そういう子どもの

心の発達の方向に混乱を生じさせると考えられます。 

 母親がその役割を行う場合が多いのではないかと思い

ますが、重要な養育者との一体感を通して子どもの心が発

達すると、その一体感の中で安全感とか安心感が育まれる。

この基盤をもとにして、次に行われることは、重要な養育

者との情緒の交流。その情緒の交流を通して子ども、ある

いは赤ちゃんは、自分の心の中で起こっている感情的な体

験を受けとめるレッスンをするのだというふうなとらえ

方ができるかと思います。それは、例えば自分の心の中に

起こっている内面の把握力や、感情をコントロールする力

とか、そういうものを土台にして対人関係の力、あるいは

モラルというものを受けとめる力、あるいは心の鋳型、こ

れは感情の入れ物というふうに考えていいと思うんです

が、そういうものが重要な養育者との関係の中で培われて

いくのです。 

 乳児期、学童期、思春期と成長していく中で、年齢が小

さければ小さいほど、その発達の流れに影響を与える暴力

の大きさというのは多大なものになると思います。 

 そういった養育者と子どもとの関係の中で、特に重要な

養育者として役割を担っている母親が暴力の被害者であ

った場合にどうなるのか。これは子どもの心の発達を促進

する鋳型、入れ物としての役割を十分に果たし得なくなっ

てくる可能性が高いということです。単に暴力から子ども

を守るという役割だけではなくて、子どもの心の発達を促

進する入れ物としての母親性（母親性というと母性の問題

になってきて、非常に微妙な言葉遣いになってくるんです

けれども）が、子どもの発達を促進する入れ物としての役

割を十分果たし得なくなってくるのではないかという心

配があります。 

 心の発達には一定の流れ方があると同様に、心の形成に

は一定の形態があると考えられます。その心の構造がばら

ばらになってしまう可能性がある。断片化といわれる、例

えば感情がばらばらになる、自我や意識がばらばらになる

ということが生じる可能性が高い。その結果、情緒的な安

定感とか自我の統合性が実現しにくくなるということが

考えられます。 

 保護者、親御さんと話をするときに、このばらばらにな

る感じというのをつかんでいただくために、よくたとえと

して申し上げることがあるんですけれども、ちょうどジグ

ゾーバズルを思い浮かべて下さい。一つの絵があるわけで

すけれども、そのジグゾーパズルがばらばらになった状態

ですね。ばらばらになっていると、都合のいいことが一つ

あるわけです。もしこれをきれいにつなげた場合に、そこ

に怖い絵がかかれている場合に、ばらばらにしておけば何

が描かれているかわからない、だからばらばらにしておく。

それは暴力的な環境に暮らさざるを得ない者が恐怖心を

抱かないためのひとつのテクニック、無意識のうちにそれ

が生じてしまうわけです。 

 そういうばらばら性を維持するということでどういう

ことが起こるかというと、例えば自己価値感が損なわれる

ということ。具体的に言えば、自尊心が傷つくとか、自己

評価が低くなってしまうとか、自分が悪いんだという自罰

感を抱いてしまう。それから、罪責感といって、何か悪い

ことが起こったのには自分に責任があるんじゃないかと

思ってしまう。そして、行き着くところ、先ほどから言わ

れている無力感につながっていくわけです。 

 そういう状態に陥ると、対人関係を結ぶ力が弱まってし

まうわけです。信頼感が育ちにくかったり、愛着心をもっ

たりすることがなかなか難しくなっていく。また、自己主

張ができにくくなり、その場で強いパワーをもった人に従

いやすくなっていきます。その状態でさらに進展していく
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と、年齢に見合った健康な行動の学習や適応行動ができに

くくなっていく可能性があります。その結果、行動の抑制

がなかなかとれなかったり、攻撃的になったり、衝動的な

行動が見られたりすることがあります。さらに、価値観や

モラルをなかなか身につけにくい状態になっていく。 

 健全な学習行動ができなかったことの中に、親との関係、

母親との関係の中で、子どものほうが保護者的な役割をと

ってしまうことがあります。そういう役割の逆転現象も、

これは健康な適応行動とは違った、ひとつの間違った適応

というふうに言えるのかなと思います。 

 こういったようなさまざまな発達上のトラブル、発達の

流れが歪んだ状態に対して、やはり心理療法が大変期待さ

れているわけですけれども、子どもたちにとっては安全な

場や安全な関係がまず確保されなければいけない。そして、

その中で次に来るのは、生活の中で、出来事の中でさまざ

まなことを再学習していく必要があるというふうに考え

ています。 

 心理療法というのは最後の最後、本人がそのニーズを感

じたときなどの大変限られた場面で有効になります。よく

被害を受けると、心のケアをしてほしいということで相談

所にお子さんを連れて来る方もおります。現実的には確か

にケアは必要ですけれども、その子どもにとってのタイミ

ングを、やはり生活の中できちんと見つけていくことが大

切だと思います。また心理療法をするときに、どの年齢で

どのような療法を使うかということもよく考慮した上で

選択すべき問題になりますね。 

  

【松田】 どうもありがとうございました。 

 児童相談所というのは子どもを引き離して、親との関係

がある意味では破綻して子どもを保護するところなんで

すね。その場合、先ほど信田さんのお話で、DV や子ども

の虐待がある場合はできるだけ早く引き離したほうがい

いというお話だったのですが、引き離された子どもへの影

響というのは、年齢によって非常に違ってくると思うんで

す。その場合に、親子関係の修復というのはどうなんでし

ょうか。早く引き離したほうが関係が修復しやすいのか、

その点について、信田さんはいかがですか。 

 

【信田】 その辺は日本では、たぶん手つかずの状況だと

思います。引き離した後でどうかということまで、今、日

本の現状ではまだ行っていないと思いますね。 

 児童虐待の場合は、お母さんは加害者です。その加害者

のお母さんをどう治療するかということまで、日本の現状

は行っていないでしょう。 

 たぶん、今おっしゃったように、子どもの治療は、いく

つかの先覚者的な方がいて進んではいますが、それだって

まだまだですよ。 

 だから、今日本の現状を、はっきり言えば、DV も虐待

も介入的段階。どうやって引き離すかというところできゅ

うきゅうとしている状況です。ですから、倭文さんのよう

な現場でやっていらっしゃるのは、実にまだ、本当に先端

的なごく一部だろうというふうに思います。 

 それで、今聞いていて思ったのですが、例えばお母さん

が殴られている。それを見ているとなったら、見させてい

るお母さんというのは加害者じゃないのでしょうか。 

  

【松田】 そういうことですよね。 

 

【信田】 ですよね。ですから、きょうのテーマは非常に

すごい。私は何度も言うように、よく仕組まれたテーマだ

というのは、被害者が加害者にならないためには即刻逃げ

てあげないと、子どもがかわいそうですよというテーマで

すよね。 

 

【松田】 それと、子どもと母親が非常に一体化している

場合には、母親が加害者であることに気づいていないとい

うことも報告されていますね。それで、母親としては子ど

ものためにと、夫に取り返されたら困ると、保護している

んだというようなことで、実際には暴力を振るっていなく

ても子どもの選択を制限したり、知らずに加害者になって

いる場合がある。 

それから、DV の子どもは父親の暴力を受けるだけでは

なくて、母親が今度は実際に暴力を振るっているケースも

あります。ここら辺について、吉廣さん、米田さん、いか

がでしょうか。 

 

【吉廣】 私が取材した中で、非常に今のテーマに合った

例を紹介しますと、彼女には男の子が 2人います。 

 殴られ始めたときから彼女は離婚したいと思っていた

から、子どもは 2人目を産む気がなかったんですけれども、

レイプのような形で妊娠して、2人子どもをもったんです

ね。上の子どもが非常に暴力的なので、その子どもを、と

にかく父親の二の舞にしないために、彼女は離婚を思いと

どまると同時に、経済的な自立を目指していろいろとやっ
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ていたんです。社会的には非常に能力の高い人で、海外の

大学まで留学しているような女性なんですが、結婚前に働

いた経験は皆無なんですね。外国で知り合ったまま結婚し

た人です。 

 私がインタビューした時点では、彼女はいずれ離婚する

ことになるけれども、そのタイミングというのはまだわか

らないと言っていたんです。その後、長男が中学生になっ

て、かなり激しい暴力を母親に向けるようになったときに、

彼女はやはり子どもを専門にしている臨床心理士のとこ

ろに相談に行った。それはやっぱりもう離れたほうが絶対

にいい、とどまればこの子どもの暴力はどんどんエスカレ

ートしていくという言葉によって、彼女はもうタイミング

を選んでいる余地なく離婚を決意して、下の子どもを連れ

て逃げるようにして家を出ました。それで、出た後、家裁

の調停から、結局は地方裁判所に行った段階で離婚が成立

して、今は下の子どもと 2人で、夫からは何百キロも離れ

た場所で暮らしています。 

 それから、子どものほうを取材すると、精神的な暴力も

かなり受けている。「あんたがいるから私が離婚できな

い」というような言葉で、自分がいないほうが母親は自由

になれたんだと思っています。これは一番の悲劇なんです

が、自分の存在を否定するような思いを重ねてきたような

子どもがいます。中には、高校生ぐらいになって親を殴り

返した、息子が父親を殴り返した、娘が母親を殴り返した

というケースもあります。その娘というのは、父親が母親

を殴り、母親が子どもを殴るという構図の中で、彼女は母

親を殴り返して、一応暴力をやめたということでした。 

 先ほどから何度か信田さんがおっしゃったように、DV

というんじゃなくて、もう本当に家庭内暴力という感じで、

1つの暴力が始まると、身体的な暴力だけじゃなくて、全

員にいろいろな影響があると。そういうことは、妻のほう

からはなかなかわからなかった部分が、子どもから話を聞

くと見えてくる。子どもというのはその親のもとに生まれ

てくる責任はまったくありませんから。妻というのは話の

中にも歯止めがかかるのは、少なくとも自分が選んだ夫だ

ということが、やはり多少は影響しているのかなというふ

うに子どもの話を聞いたとき思いました。 

加害者からも話を聞いているんですが、母親も父親も、

やはり子どもへの影響というのは、子どもが思っているほ

どには影響を認めないですね。隠すわけではないけれども、

過少に、自分がかばったから子どもは大丈夫だったに違い

ないという楽観的な希望的観測のような思いをもってい

ます。子どもにまでそれが影響していたとすれば、彼女自

身がもっとひどい自責の念にかられるから、そこでもって

かなりブレーキをかけているんじゃないかなと思いまし

た。 

 

【信田】 夫の暴力があって子どもに問題が起きて私たち

のところへ来る方というのは、実は私たちにとっては極め

て一般的なケースなんですね。最初は息子の問題、娘の問

題と言っているんですが、聞いていると、すごい暴力が結

婚当初からあったことがわかるんです。そういう場合に、

きょうのテーマの DV の被害者なんだと、この人たちはと

ても大変な人なんだというところに行き着くまでに、何度

も言っているように、非常に紆余曲折があるわけです。と

いうのは、その来た人は子どもを救いたい、夫の暴力もで

きればやめさせたい、私は我慢すればいいというスタンス

なんですよ。このスタンスを、実は DV にあまり使いたく

ない言葉なんですが、私たちは「共依存」という言葉を用

いて、自分の問題に気づいていただきたいと思うんです。

当面バッシングされるのは女性になっちゃうんですよ。 

 また、AC のグループでも、アルコール依存症のお父さ

んが飲んでいて、お母さんが殴られていて、そういうお母

さんを支えて、先ほどの発達段階なんかはめちゃくちゃな

まま、それでも頑張って生き延びてきた人はいっぱいいる

わけです。そういう人たちの話を聞いていると、やっぱり

最後に残るのはお母さんの思いということなんですね。い

わゆる共依存的支配です。そういうふうになると、DV の

被害者を救済しなきゃいけないという運動の勢いがそが

れてしまいませんかということをちょっと言いたいです

ね。 

ですから、今日のテーマは非常に複雑なテーマですよね。

本当に悪いのは男なのに、何で女が、こんなにお母さんが

指弾されなきゃいけないのという複雑な思いですが、どう

でしょうか。 
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【松田】 米田さん、そのあたりはどうですか。 

 

【米田】 緊急保護の方の面接をしていて感じるのは、比

較的年齢の高いお子さんの場合は、長い間暴力を受けてい

る姿を見ているわけですから、結果的にはそれは母親が暴

力を容認したということを見せられていることになって

しまうのでしょうか。 

 父親と息子の両方から暴力を受けて利用された母親が

いました。その男の子がなぜ怒るのかというと、お母さん

はなぜ我慢しているのかと言って、お母さんに対して怒る

んだと言うのです。でも、それに対してお母さんは行動を

起こせなかったのです。そういう意味では、母親も加害者

だと言われてしまうのかもしれません。 

 また、これは女の子に多いのかなと思いますが、小さい

お子さんを抱えていらっしゃる方の中に、お母さん自身が

子どもに頼ってしまったり、自分の辛さを相談してしまう

ことがあるんですね。そうすると、相談された子どもはま

だ年齢は小さいのにお母さんのことをとても心配する。何

か逆転しているといいますか、お母さんが子どもに甘えて、

子どものほうがお母さんを支える側に回っているという

ようなことがあったりすると、それはやっぱり健全な成長

をしていけるのかどうかというのはとても心配ですね。 

 退所する前に、「お母さんのいらいらの感情を全部あん

たにぶつけちゃってごめんね」と言ったお母さんがいたん

ですけれども、そういうお母さんが自分のいらいらをぶつ

けちゃったんだということに気づくというのはとても大

変なことだったと思うので、私たちはやっぱりその気づい

たお母さんのことをとても支持したいと思いました。しか

し、これから先、母親を支える仕組みというのがないと、

母親は被害者として理解してもらわないうちに加害者に

されてしまうことになります。 

 

【松田】 DV の家庭に育って、暴力を直接受けたり見た

り聞いたりして育った子どもたちというのが父親になり

母親になったときに、よく暴力が連鎖する、世代連鎖とい

う問題を言われるようになっています。そのあたりについ

て、倭文さん、いかがですか。 

 

【倭文】 これは虐待の問題になってくるんですけれども、

虐待を受けて育った人が、自分の育児行動の中で再び虐待

を起こすかどうかということについて。これは日本の研究

ではなくて、アメリカの複数の研究報告で、3分の 1説と

いうのがあるんですね。3分の 1の人が再び加害者になり、

3分の 2は加害者にならない。 

 よく考えますと、別にこれは説というほどのことではな

いんですね。何か出来事があったときに、独力で乗り越え

る人、だれかのサポートを受けて乗り越える人、何にもで

きなくて困る人、とやっぱり 3つに分かれるんですね。だ

から、特にとりわけ世代間伝達（連鎖）があるということ

ではなくて、すべての事象について、学校の分類でいくと

「できる・普通・もう少し頑張りましょう」があるのと全

く同じだと思いますね。信田さん、ちょっと大まかに言い

すぎでしょうか。 

 

【信田】 それは、本当にそう言わないといけないと思い

ますよ。この連鎖説というのは、あまりにもマスコミを席

巻しすぎている。虐待を受けたら絶対虐待しちゃうから子

どもを産まないとか、夫の暴力は父親から暴力を振るわれ

ていたんだと勝手に思ったりする。私はこの世代連鎖、ト

ラウマが連鎖するという説は非常に危険だと思いますね。 

 

【松田】 ほかにどなたか、この件について。 

 

【米田】 その連鎖という言葉があるために、皆さん本を

読んでいますからね。いろんなところで出てくる言葉にど

れだけ強い不安を与えられているかということについて

は、私はそちらのほうが非常に大きな問題だと思っていま

す。 

 

【松田】 マイナスの効果のほうが。 

 

【倭文】 やっぱり、マスコミの功罪というのはあります

よね。新聞でも、最近頻繁に目にします。 

 

【吉廣】 ただ、いいほうに働いている部分もあるんです

よね。 

 というのは、子どもの存在が母親にとって離婚を思いと

どまるブレーキにもなると同時に、先ほど言いましたよう

に、子どものために離婚しなければというふうなアクセル

になって働く場合もあるんですね。そのとき、大体母親が

言うのは、暴力の連鎖を断ち切らなければいけないからと

いう言葉を使うんですね。 

 特に、男の子をもっている場合には、そういう暴力をコ

ミュニケーションの手段としてインプットしてしまうの
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を恐れています。暴力を振るっている人に、どうして好き

で結婚した妻を殴るのかと聞くと、殴ろうと思ってから殴

るのではなくて、やっぱりカッとなって、自分も自覚しな

いうちに手が出ているんですね。頭が真っ白になって殴っ

ていますから、どう殴ったとかどの程度殴ったのか、何発

殴ったのかと、本人はほとんど覚えていないんですね。そ

れは嫌なことは忘れたいですから、そういう心理も後から

は働くんだとは思いますが。それにしても、状況的に妻か

ら話を聞くと、事細かにこう殴られた、あそこを殴られた、

こうだったということが言えるのに、加害者のほうから聞

くと、全くそこは忘れちゃったというほどに、殴ったこと

を覚えていないんですね。救急車を呼ばなきゃいけなくな

ったとか、そういうことは覚えているんだけれども、自分

がどう殴ったかなんていうのは全然覚えていないという

ことがあります。 

 それから、連鎖と同時に、私は今回、インタビューした

子どもから聞いたのは、わかりやすい言葉で言うと二次被

害ということです。前向きに健全に一生懸命働いて生きて

いこうという気持ちになりたいんだけれども、なれないわ

けですね。 

 ひとりの例として、大学を卒業後、大企業に就職して、

うまくいったように見えていたのです。社会人としてスタ

ートできて、経済的に自立できるので親からも独立してひ

とり暮らしも始めて、よくなっていくのかなと思われた矢

先、配転になり、職場の人間関係が変わったことによって、

だれとでもうまくやっていけないという女性ですから、そ

こでいろいろな問題が起こる。たまたままた彼女のキャッ

シュカードで母親が借金をこしらえてというようなこと

が重なったためにパニックになり、結局病欠が続いて、そ

の会社を辞めなければならなくなりました。人間関係とい

うのがうまくいかない。つまり、自分を否定せざるをえな

い環境にずっといたため、自分自身の感情をうまくコント

ロールできないんですね。 

 感情的というのはあまりよく思われないんですが、人間

というのはだれしも生まれたときから死ぬ間際まで感情

というものが消えなくて、感情を自分でどうにかコントロ

ールしながら人間関係をつくっている。感情というのは、

カッとなるけれども、カッとなったからと、すぐ人なんか

を殴る人というのはそんなにいないわけですね。 

 だれしもカッとなるときあります。でも、どうしている

のかというと、それを静めて、この人と人間関係を壊さな

いでいくためにはどうすればいいかという落ちつき場所

を考えて、感情的にならないようにして人間関係をつくっ

ているわけですよね。感情のコントロールがうまくできな

いと、何かあったとき、本当に自虐的になって着ている洋

服を破っちゃうとか、それから自分の腕を自分でかみつい

て血を出してしまうとか、そういうことを 30 歳すぎても

やっているという例があります。 

 

【信田】 それは暴力被害によるものなのかどうかと、そ

ういう直接的な因果については、やっぱり私はわからない

と思いますね。 

 ただ、暴力を受けた人とか見た人は、こんなにひどくな

るということをあまりに強調しすぎるということの問題

点も私は感じますね。 

 

【松田】 信田さんは、加害者の教育はあまり必要じゃな

くて、どちらかというと被害者教育をとおっしゃるのです

よね。 

 

【信田】 つまり、先ほどから言っているのは、加害者・

被害者と私たちは簡単に言いますけれども、加害者が加害

者になれるというのは大変なことなんですよ。つまり、自

分は加害者だと言えるのに何年かかるか。自分が被害者だ

と思えるのにかなり時間がかかるというふうに考えます

と、実はそういうふうに被害者当事者・加害者当事者に仕

立てていくのが私たちの仕事かなと思うんです。 

 それは、彼らや彼女たちは暴力、DV の被害者としてカ

ウンセリングに来ないんですよ。子どもの問題だったり、

別の問題だったりして来る。虐待だってそうです。私は虐

待していると言って来る人はいないですね。もっと別の問

題で来て、だんだん聞いていくと、実は虐待をしているん

じゃないかと思っていたり。実は、DV とか虐待というの

はそれぐらいに夫、男のアイデンティティと妻である自分

のアイデンティティを揺るがしてしまう問題なんですね。 

 ですから、私は、虐待、DV となる以前の水面下の問題

というか、そこにどういうふうにかかわっていけるか。そ

こは、私はやっぱりマスコミの功罪の「功」の面としても

うちょっとこういう教育・宣伝をしていって、これは被害

者なんだと思ってもいいんじゃないかというのが2％ぐら

い思えたら変わるかなというふうに思います。 

 それからもう一つは、さっきおっしゃったことを突き詰

めれば、暴力を目撃したことが、もしその子どもに影響が

あるなら、母親は 1 回殴られた時点で子どもを手放して、
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どこかへ預けなきゃいけないですね。そして、自分は殴ら

れ続けるというふうにしなければいけないということに

なりますよね。 

 ですから、今日のテーマは非常に難しいテーマ、おもし

ろいテーマ、だけれども非常に危険なテーマ。肝心の焦点

がずれてしまう可能性もある。本当に今日のテーマを徹底

するならば、夫に殴られた妻はすべからく子どもを手放さ

なければいけない、ということになります。 

なぜこういうことを言うかというと、例えば児童虐待防

止センターなどが虐待のケースに介入しますよね。そこで

DV があるケースというのは、実は今吉廣さんがおっしゃ

ったように、いっぱいあるわけですね。そうすると、親子

一緒を優先するか、DV の問題から引き離すのを優先する

かと。つまり、親子か夫婦かと、この問題のぎりぎりのと

ころが何ケースもあるんです。子どもを一緒にすることで、

夫に居場所がわかっちゃったりするケースもある。そうす

ると、これは親子は一緒にいなきゃいけないのかという問

題が、やっぱり DV の目撃者の虐待性を強調することで、

親子一緒にいないほうがいいんだと。そういうふうになっ

たときに、見ることが虐待だとなったら、殴られているお

母さんは、やっぱり子どもを手放さなきゃいけないことに

なる。 

 

【松田】 今まで DV と子どもの虐待というものは相互に

関係がない、別々の問題として扱われてきて、今その関係

が見直されている時期なんですけれども、倭文さん、この

問題についてはいかがでしょうか。 

 

【倭文】 今のお話を伺いながら、本当に私たちも分離す

るべきかどうか、あるいは分離した親子をいつ統合するべ

きか、どういうセッションを打ち立てて回復する、再統合

に導くのかということは、今やっとそこのところの突破口

に立っている状況です。 

 分離するときもそうなんですけれども、子どもはお父さ

んとかお母さんを怖いと言うんですよ。これは、もう当然、

すぐ直観的にわかりますよね。怖いんだけれども、好きだ

と言うんですよ。これは、常に共存するんです。お母さん

好き、お父さん好き、だけれども怖い。 

 厚生省の虐待対策事業が平成 9 年から始まっています

が、その前は殴る父親あるいは母親は当然怖いと思うから、

当然切り離して当たり前というふうに思っていた部分が

あるんですね。しかし、もう少しそこのところを子どもの

心に寄り添っていってみると、子どもは両親はこわいけれ

ども好きだと。これは逃げられない妻の心境と似ているん

だろうか似ていないんだろうか、ここのところで本当に今、

立ちすくんでいるところです。怖いんだけれども好きとい

う、この現実と子どもの心の発達とのバランスをどう処理

したらいいんだろうかといつも考えています。 

 

【信田】 AC の問題もなんですが、そういう経験を受け

て、20、30 になって社会的に問題も出さずに、発達障害

も出さずに、多くの人は生き延びるわけですね。そのとき

に、やっぱり親のことを語るときには、絶えずその裏側に

は言葉に出せない親への愛情希求というものがすごく強

烈にあるんです。それを、親が好きなのか、それは親への

愛情希求なのかと。私は、そこで愛情希求と思っちゃうと、

これは完全にお涙ちょうだい、親子物語に解消されちゃう

可能性がある。私は、やっぱりそれも PTSD（心的外傷後

ストレス障害）の一種だというふうに思っています。 

 

【松田】 信田さんにちょっとお尋ねしたいんですが、DV

が発生すると同時に親子を引き離すというのは、現実的に

今の日本では施設もないし、非常に難しいと思うんですね。 

 

【信田】 無理です。 

 

【松田】 だったら、とりあえず離婚という形において。

少なくとも、父親が母親を殴るということをなくすために

は離婚して、と考えられると思います。 

さっきの米田さんのお話で、離婚届を出しても、DV の

特徴で、後々までしつこくストーカーみたいに追ってきて、

もう離婚が成立して他人になっているのにまだ殴り続け

るということもあるんですけれども、少なくとも一応離婚

して、その DV の場から離れるということについてはどん

なふうにお考えですか。 

 

【信田】 もう、そのとおりだと思いますね。 

  

【松田】 母親と子どもが一緒になって。 

 

【信田】 それは、現実的に仕方がないです。だから、原

理論的にいえば、子どもを引き離したほうがいいわけです

が、今の日本では無理ですから、とりあえず離婚すること

ですね。 
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だから、私たちのかかわりは非常に積極的でなければい

けない。積極的というのは、洗脳的でなければいけない。

今までの価値観を変えていかなきゃいけないので、そうな

ると臨床心理士のスタンスからだんだん外れていくんで

すね。何か教祖みたいになっていく（笑）。だめですよ、

出なきゃだめですよ、出てもいいところがありますよなん

ていうことを言って、その相手の人を教唆・洗脳するとい

うことが、やっぱりこの暴力問題というのはあるんじゃな

いかと思うんです。吉廣さん、どうでしょうか。 

 

【松田】 ただ、今の日本の社会で、出てもいいですよと

言って、本当にそれが成立する社会でないということは、

たぶん児童相談所であるとか、それから女性相談センター

で相談に乗っていらっしゃるケースでいくつも出てくる

と思うんですが、そこのあたりはいかがでしょうか。出て

もいいですよ、逃げていらっしゃい、離婚しなさい、その

場合に女性が 1人で子どもを育てていけるような環境、仕

事、自立できるかどうかという実際的な問題。みんなが生

活保護というわけにはなかなかいかないでしょう。 

 

【吉廣】 ただ、現場で個別にケースを当たっていると、

今マスメディアに対する功罪というのが出ましたが、DV

が新聞・テレビ等で大々的に報道されるようになって、DV

を理由に福祉事務所に駆け込んで生活保護を受けられる

ようになるというケースも増えてきています。 

 福祉事務所の人は、どうしても量ではかるんですね。ど

のくらいの回数で暴力がありましたかと。それで、例えば

1年に 1回と言うと、以前だったら全然問題視されていな

かったんだけれども、女性センターなんかの相談で何回も

繰り返し相談している人の場合は、福祉事務所に行って、

その相談員の人に後押ししてもらって、暴力は回数ではな

いということを主張してもらって、生活保護が受けられる

ようになることもあります。 

以前に、入所したことがある女性が、母親が亡くなっ

たという電話をしてきたことがありました。急死して、暴

力的な父親と一緒に暮らしている。彼女は客観的に見ても

病気なんですね。それを父親は、おまえは半人前だという

見方しかしなくて、病気を認めないんですね。面接相談を

したときに、やっぱり父親と離れないとよくなるものもよ

くならないんじゃないかということで、彼女は家出をして

きた。その後、いろいろと経過を報告する電話をしている

んですけれども、彼女も医師の診断書があって、相談員の

支援があって、やっぱり生活保護が受けられるようになり

ました。だから、父親と分離したということで、とりあえ

ずそれで改善の方向に向かっていくというスタートに立

ったわけですね。 
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◇プログラム 

○13時30分  開会のあいさつ 

        沼津市長         斎藤  衛 

        アジア女性基金渉外部長  叶  俊寛 

○13時40分  ＤＶ啓発ビデオ上映 

○13時55分  基調報告 

 【報告者】 関野 真理子（セラピスト・ことぶき研究所所長） 

○14時30分  休 憩 

○14時40分  パネルディスカッション 

 【コーディネーター兼パネリスト】 

  吉廣 紀代子（ノンフィクションライター） 

 【パネリスト】 大石 英 二（静岡県東部児童相談所専門監） 

  関野 真理子（セラピスト・ことぶき研究所所長） 

○16時00分  参加者との質疑応答 

○16時30分  終 了 

 

◇プロフィール 

関野 真理子（せきの まりこ）  ことぶき研究所所長・セラピスト 

平成6年にことぶき研究所を開設後、DVや子どもの虐待・発達相談などのカウンセリング

を行う。市町村保健センターや保健所での乳幼児健診や母子面接にも従事。教育関係

者や大学生、大学院生へのスーパーバイザーも務める。現在の家族を考える・子どもの

育て方などのセミナーを開催。 

 

吉廣 紀代子（よしひろ きよこ）  ノンフィクションライター 

報知新聞記者を経て、1972年よりライター。「非婚時代」（三省堂、朝日文庫）をはじめ、

女性や夫婦、家族や子どもに関する著書多数。1997年に「殴る夫 逃げられない妻」（青

木書店）で、DVの実態を明らかにして以降、DVのさまざまなケースを追い、現在DVが子

どもに及ぼす影響について取材執筆活動中。 

 

大石 英二（おおいし えいじ）  静岡県東部児童相談所専門監 

1980年より、静岡県立吉原林間学園にセラピストとして5年間勤務。その後、中央・東部の

児童相談所に心理職として勤務し、1998年より現職の育成担当専門監。児童虐待相談

の第一線で活動し、近年は関連するDV関係の相談にも携わる。 
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開会あいさつ 
沼津市長 斎藤 衛 

 

 

 皆さま方、今日はよくお出でくださいました。総理府の

後援をいただき、財団法人女性のためのアジア平和国民基

金、沼津市の共催によりまして、DV 公開セミナーの開催

ということになりました。多くの方にご出席をいただきま

して、本当にありがとうございます。 

 私はカタカナ言葉にはちょっと懐疑的です。英和辞典で

は「ドメスティック」あるいは「バイオレンス」と出てお

りまして、ドメスティック・バイオレンスと言われた場合

には日本の言葉で置き換えるとどういう意味なのか、とい

う話をさきほど講師や関係者の方々にさせていただいた

ところでございます。 

 これから素晴らしいお話が展開されると思いますが、人

間社会において今まであったものがいろんな事由で表に

出ていなかった。それを新しい切り口で多くの方々に提示

されてきたという要素が多分にあるのではなかろうか。そ

ういう部分をオープンにして、多くの人たちが助け合うこ

とによって、女性や子どもたちも、そこによりよい人生を

得ていくということにつながっていく。しかもこれは決し

て日本だけの問題ではなくて、世界全域にまたがった共通

する問題であるという観点から、基金の方々も取り組みを 

 

され、また、総理府としても主要なテーマとして取り組ん

でこられたのかなと思っているわけでございます。 

 沼津市で公開セミナーが開催され、しかも多くの方にご

参集いただいたということは、沼津市民も高い関心をもっ

ている証拠ではないかと思っております。 

 私はだいぶ前に、子どもというのは、家庭の中で親たち

から暴力を受けたり、いじめを受けていても、外の人に対

してはなかなかそれを言わないものだということをうか

がったことがあります。そこに家庭、あるいは親子のつな

がりがあるからではなかろうかなと思うわけです。そうい

う諸々のしがらみを克服して、素晴らしい人生をお互いに

得られるようにしていこうということだと思っておりま

す。そのためにもお互いが、１人ではできなくとも、２人、

３人と手をつなぎ合うことによって、実現できるのではな

いでしょうか。ぜひ、沼津にも新しい流れを作っていこう

ではありませんか。 

 非常に簡単でございますけれども、開会にあたりまして

のご挨拶とさせていただきます。本日はお忙しいところ、

たいへんありがとうございました。 
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 基調報告 
関野真理子 

（セラピスト・ことぶき研究所所長） 

 

DV との関わり 

 私は 1995 年からこの伊豆半島で開業しております。私

は元々大学院で、言葉のない発達障害の子どもに対して言

葉をどのように出していくのかというプログラムを専門

に研究してきました。特に健診のような現場では、言葉の

ない、言葉が遅れている子どもたちをメインに診て、そこ

からドメスティック・バイオレンス（以下 DV と略す）や

虐待があるかを発見するのです。 

 私は 1997 年に、アメリカのサンフランシスコの裁判所

で、DV の被害者と加害者の対応について聞きました。そ

のうち、このようなケースでは、皆さん言葉をおもちでな

いということに気がつきました。DV の女性からのサイン

というのは決して、あざのある顔であるとか、髪の毛を振

り乱して走っていらっしゃるとか、無気力であるというわ

けではありません。私の相談現場にいらっしゃる場合には、

非常にきれいにお化粧したりして、まるで外出するような

格好でいらっしゃいます。 

 東京都の調査によれば、3 人に 1 人が DV の経験がある

という結果が出ています。私は、お会いするほとんどの方

が「もしかしたら暴力の被害を受けているのではないか」

というふうに考えながら相談をしています。 

 その中でわかってきたことは「神話に縛られている」と

いうことでした。例えば、子どもには父親が必要であると

か、私さえ我慢すれば暴力はなくなるといった様々な神話

がある。私だけが子どものために我慢すればと言い続けて、

何年も経った後で子どもへの影響に気づいてしまうこと

があるのです。ただし、彼女たちのほとんどが DV という

言葉を知りません。しかも暴力は犯罪であるということに

ほとんど気づいていない。どの方も、「私が悪いんです」

とおっしゃいます。 

 私は、暴力の責任はどこにあるのかを必ず女性に伝える

ようにしています。暴力は行為に責任がある、男性が悪い

と言ってしまうと、子どもに対しては父親になってしまい

ますが、暴力を振るった行為事態が非常にいけないことで

あるとお伝えするようにしています。 

 

女性への影響 

 被害を受けた女性は心も身体も病んで来られます。特に

身体的に様々な疾患に苦しんでいる場合が多く見られま

す。例えば夜眠れない、頭が痛い、偏頭痛がする、胸が苦

しい、夜になるとドキドキする、何となく気分が悪い、朝

起き上がれないといったことを訴えていますが、なかなか

病院に行かないため、本来の身体疾患も見逃されてしまう

ことがあります。だから私は必ず身体疾患をお聞きするよ

うにしています。まず普通の病院へ行かれることが、女性

にとっては第一歩ではないかと考えます。 

 心ももちろん、非常に傷ついていらっしゃいます。私が

ばかだから、私が悪いからといって暴力を受け続けている

方たちは、私さえ頑張ればと思ってしまっていますから、

「あなたのせいじゃないのよ」とお伝えするようにしてい

ます。「暴力を振るわれることはあなたの責任ではない、

たまたま暴力があっただけだ。ただしその暴力は学習され

て必ずエスカレートしてしまう。」と。最初はちょっと小

突くぐらいだったのが、そのうちに殴り倒し、蹴り倒さな

ければならないというようにエスカレートしてしまうの

が、学習の怖いところだと思います。 

 特に私が心配しているのは、先ほどのビデオにもありま

したが、なかなか逃げることができない、学習性無力感と

言われるものです。皆さんはどこかでみたことがあるかも

しれませんが、心理学の研究で、ねずみを箱の中に入れて

逃げられないようにして、絶えず不快な音を聞かせる。そ

れを何日間か続けた後、今度は枠をとり逃げられるように

して不快な音を聞かせても、このねずみは逃げない。なぜ

なら、逃げられないということを学習してしまったからで

す。彼女は意志の強弱にかかわらず、逃げられないという

ことを学習してしまっている。これは非常に深刻な状況で

す。 

 3 人に 1人の女性が、このような暴力的な環境に身を置

かれているということは、多くの子どもたちも被害を受け

ている可能性があります。 

 

乳児期のサイン 

 では子どもからはどのようなサインがあるのか。これに

は非常に関心がおありだと思います。私は大きく分けて 3

種類のお子さんがいらっしゃると考えています。私の経験

では、乳児にはひとつのサインとして、夜泣きが多い。た
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だし、これは乳児ですので、被害者である女性からの訴え

であるというところがポイントだと思います。子どもから

言葉を聞くことはできませんので、お母さまの訴えによっ

てお聞きしているとお考えいただければと思います。パタ

ーンの一つは、夜泣きが非常に多い、とてもよく泣くとい

う子どもたちのグループです。 

 もう一方で、全く泣かない、手のかからない子どもとい

う群があります。これは、臨床現場では DV の種類によっ

て変わっているのではないかと見ております。DV は身体

的な暴力、精神的な暴力、性的な暴力の 3種類があり、し

かもこれらは絶えず毎日ではなく、必ず周期があります。

とてもいい人なのに突然暴力を振るうとか、突然怒鳴り続

けるというようなことがある。どの周期で子どもが生まれ

てきているのか、どの周期で子どもがその環境にいるのか

によって、ものすごく泣く群とぜんぜん泣かない群がある

のではないかと考えられます。 

 群によってどのような違いがあるかというと、暴力が飛

び交っている家庭、身体的暴力のみというパターンの場合、

特に夜だけに暴力があるという場合は、子どもは相手にし

てもらえないため、泣いても無駄だと思ってしまい、泣き

止んでしまうケースがあったりします。ですから、大人し

くしているため問題にならない場合があります。 

 もう一方で、お父さんはお酒を飲みながら、何かトラブ

ルが起きたときに突然、怒鳴って、騒いで、暴れるという

ことになってくると、子どもは、「この間はすごくやさし

いお父さんだったのに、今日はどうしてこんなに怖いお父

さんなんだろう。お母さんもこの間はすごく優しかったの

に、どうして今日はおどおどして泣いてしまっているんだ

ろう」と思ってしまい、ギャーと泣いてしまう。しかも彼

らは言葉をもたないため泣くしか手段がないから、ひたす

ら泣き続けることもあるのです。 

 このように、家庭環境にどの発達段階でどのようなこと

があるのかによって違ってきていると思います。1歳半ぐ

らいになってくると、たいがいの子どもは話せるようにな

りますが、発達の遅れがないのに言葉がないということで、

相談に現れるお子さんがいらっしゃいます。まったく発達

の遅れがないのに、どうして話せないのでしょう。これは

家庭内でしゃべってはいけないような雰囲気や、とてつも

ない暴力が、頻繁ではあるけれども毎日は行われていない

という特徴があります。DV は毎日ではなく、半年に 1 回

ということもあるわけですが、それでも子どもにとっては

心の傷になってしまうことがあります。 

 1 歳半ぐらいになると 3種類になってきます。言葉がな

い、少し発達が遅れているのではないかと疑われるような

子どもたち。もう一方で、非常に乱暴で、お友だちを傷つ

けてしまう。女の子でも男の子でも、この子を叩いたこと

がないのに、何でこんなに乱暴なのかしらという子どもた

ち。それから、おとなしすぎる、神経質である子どもたち

という群がございます。サインと申し上げても、こんな子

どもたちはたくさんいる、ほとんどの子どもたちがあては

まると思われるかと思いますが、お話を聞くのは必ずお母

さんからです。子どもの顔をよくご覧ください。子どもに

表情があるかないかに、その家庭に何が起こっているのか

が非常に大きく出てくるのではないかと思います。 

 

学齢期のサイン 

 私が健診現場で驚くのは、どうしてこんなに表情が出て

こない、笑顔がない子どもたちがいるのだろうかというこ

とです。子どもというのは泣いたり騒いだりしながらも、

笑顔が出てくるのが普通ですが、DV や虐待を勉強するこ

とによって、笑顔のない群が、言葉のないお子さんたち、

乱暴なお子さんたち、おとなしすぎるお子さんたちのほと

んどの群にまんべんなくいるということに気がつきまし

た。笑顔がないということは、非常に深刻な問題だと思い

ます。 

 その後、学齢になると、いろんな部分で問題行動が出て

きます。問題行動が出てくる前に何とかしたいと日々考え

て援助を行っていますが、気をつけなければならないのは、

子どもは悪い環境に正常に適応しているという点です。大

人の場合には、出産してから夫が殴り始めたというふうに、

いついつから DV が始まりましたということがわかります

が、子どもにとっては生まれてからずっとその状態にあっ

たという場合がほとんどです。言葉が出てこないとか、乱

暴であるとか、おとなしすぎるといった問題行動は、何と

してもぼくたちは生き延びなければと、環境に一生懸命、

正常に適応しているのだということを理解しなければ、問

題だけがクローズアップされてしまい、子どもが責められ

る。不登校の生徒などいろんな分野でやっていると、子ど

もが責められることが多くてちょっと困ってしまいます

が、正常に適応しているからこそ、問題行動が起こってし

まうということを、もう一度皆さんにもお考えいただけれ

ばと思います。 

 言葉がない時、心が出来上がる前から DV という非常に

過酷な環境にあった子どもたちは、この過酷な環境に何と
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かして適応しようと思い、努力します。その結果が、問題

行動として出てしまう場合があるのです。学齢期に入って

問題になる「忘れ物」。もちろん忘れ物をするに決まって

います。家に帰ってお母さんに、これを用意しなければな

らない、あれを用意しなければならないと伝える事ができ

ない。お母さんも、いつも緊張してピリピリして一生懸命

なわけです。「これをしなくては」なんて考える間もなく、

また朝がやってくる。学校に行くと先生から、「何でまた

忘れてきたの」と怒られる。「ああ、やっぱり私がいけな

いんだわ」と思って、子どもたちはますます傷ついてしま

うのです。 

 学力という部分でも、いろんな意味で問題が起きる場合

があります。非常に優秀なお子さんと、非常に学力不振に

なるお子さんと比べると、極端な特徴があります。学力不

振のお子さんの場合、危険度が高いと考えられます。私が

お聞きした DVのケースでは、「夫は私（妻）を殴りません

が、物を壊します」と言うので、「その物は何ですか」と

お聞きしたところ、「例えば壁です」とおっしゃいます。

壁に 10 も穴が開いていれば、これは過酷な暴力ではない

でしょうか。「時々、夫はキレます」。「じゃあ、何を壊し

ましたか？」。「ガスレンジ」、「冷蔵庫」、「玄関」という

様々な物が壊れるというケースもありました。日常生活に

堪えられないほどの物が壊れるのでは、子どもは勉強どこ

ろではありません。お父さんは今日は暴力を振るうのかし

ら、明日かしら。今日は大丈夫そうだけれど、1カ月後は

どうなっているのかしら、という思いで、勉強どころでは

ない。ところが学校へ行けば行ったで、先生から「何で出

来ないの」と叱られてしまいますので、ますますしんどい

なあと思ってしまって、気持ちが落ち込んでしまう。いわ

ゆる抑鬱的、ブルーな気分という状況です。存在感も薄く

なってきて、誰にもわからないように紛れちゃう。 

 ところがもう一方で、非常に優秀に勉学に励むというお

子さんがいらっしゃいます。こちらは言葉の暴力のみとい

うケースが多いような感触があります。お父さんは物を投

げたり壊すことはないが、ただ、ちょっとカッとなる。こ

のちょっとカッとなるというのは非常に微妙なラインで、

例えばご飯の時に夫が席に座ったのに、「ぼくのご飯がま

だない」と言って怒鳴りつけるとか、家に帰ってきた時に

お風呂が沸いていないと言ってカッとなって怒鳴る。怒鳴

り方に決まりがあって、「お前がバカだからだ」、「お前が

悪いんだ」、「何で出来ないんだ」と妻に対して怒鳴りつけ

る。 

 興奮状態で、本人がスッキリするまで怒鳴りつけるとい

うポイントがあります。1回や 2回ではスッキリしないの

で、どうしてもワーッと言わないと気がすまない。ところ

が興奮している人間は誰でもそうですけれども、相手から

何か言われるとますます興奮して、30分も 40分も続くこ

ともある。 

 それに対して、子どもはぼくがしっかりすれば、もしか

したらお父さんは怒鳴らないかもしれない。ぼくさえいい

子になれば、ぼくが頑張れば、ぼくが勉強が出来るように

なれば、もしかしたらこの言葉の暴力が止むかもしれない

と思って、一生懸命勉強するのです。そして成績表をもっ

てきて、「お父さん、お母さん見て」というふうになりま

す。一時、お父さんがにっこり笑って、「よくやったね」

と褒めてくれると、これでもしかしたらお父さんは、次か

らは怒鳴らないかもしれないと思って、ますますいい子で

頑張る。しかし実際は過酷な状態にあって、大変なことが

起きていることが多い。 

 

思春期のサイン 

 しかし思春期になってくると、お子さんたちの頑張りは

徐々に息切れします。私はいま中学や高校にも行っており

ますが、大変なことになっているなと思うのは、中学生、

高校生同士のお付き合いで、すでに DV があるという事態

です。コミュニケーションとして DV という暴力を学習し

てしまって、それを自分のパートナーで再現してしまうと

いうことがあります。 

 この再現については、トラウマという概念からお話しし

なければなりませんが、トラウマについて話すと 35 分で

は時間が足りませんので、簡単に申し上げます。トラウマ

というのは日本語で心の傷と訳しますが、心が傷ついた状

態だけではなく、脳の中のバランスも崩れてくるというこ

とが、アメリカの研究でわかっています。普通の記憶は時

系列記憶といって、小さい頃から時間によってだんだんと

積み重なるものですが、トラウマという記憶は、この時系

列の流れに沿った記憶ではなく、キュッと瞬間冷凍した記

憶です。流れに入っていない、記憶の本来あるべき場所に

しまい込まれていない、ほかの場所にある記憶ですので、

ときどき無意識にポーンと出てきてしまうという特徴が

あります。トラウマをずっと抱えて生きてこられると、自

分ではどうしようもない時に、記憶がフッと出てきてしま

う。しかも記憶が物語のように出てくればいいのですが、

映像や感覚しかなく、言葉がないという非常に深刻な状態
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です。 

 トラウマ記憶が問題になるのは、再現化が行われるとい

うことです。同じような事態に自分を置かずにはいられな

いというのが再現化と呼ばれるものです。過酷なトラウマ

という体験をした時に、また自分が同じような体験をしな

ければならないと思ってしまう記憶、これがトラウマで、

非常に厳しい状態にあります。 

 とても心が傷ついて家に居場所がない場合、中学生の時

から、「先生、彼氏がいるんだけれど、私の携帯に 1 時間

ごとにチェックするの。愛されてる気はするんだけれど、

つらいの」と言ったりします。これが DV をますます再現

化しているのではないかと思います。 

 もう一方で、不登校になる子どもがいます。不登校には

いろんな理由がありますので、すべてが DV に原因がある

とは言えません。非行という場合もあります。DV に関係

する非行で多いのは、家にいられないための夜間徘徊、物

を買ってもらえないための万引きという二大非行に、不純

異性交遊です。 

 過剰適応という問題もある。環境に適応するために、自

分のもっている能力以上にエネルギーを削って頑張って

いる状態です。家庭がものすごく大変だから、家ではお母

さんの話を聞き、学校でも一生懸命勉強して誰かの世話を

やいている。絶えず誰かに必要とされて、一生懸命生きる

ことによって自分が存在しているんだ、生きていこう、頑

張っていこうというふうに考える子どもたちの群が、過剰

適応と呼ばれる群です。 

 

サインに気がついたら 

 DV の影響は、このように様々な形で出てきますので、

こういうのが DV を受けた子どもですと見分けるのは、非

常に難しいと思います。 

 このようなサインを受け取ったらどうすべきかという

問題がありますが、女性には病院を紹介したり、暴力には

サイクルがあるから、あなたが悪くなくても次に暴力が起

こる可能性が非常に高いということを伝えます。それから、

あなたが悪いのではないということを伝えて、シェルター

や様々な情報を提供するようにしています。 

 お母さんは DV の被害者である一方、子どもに対して加

害者になってしまったり、夫に対して殴り返すことももち

ろんあります。夫が子どもに暴力を振るっている時に、傍

観しているという、ある意味共犯者的な役目をしている非

常に深刻な状態もあります。 

 このような状態では、あなたが悪いのではないというこ

とを伝えて、事実確認をする。専門職としてはアセスメン

トと呼びますが、できるだけ正確な評価をする。いま実際

にどのような夫婦なのかを詳細にインタビューして、事実

確認をしてアセスメント評価をする。子どもにも、もちろ

んアセスメントをやります。子どもの場合は、虐待の問題

がありますので、虐待の評価をします。アメリカでは、DV

を目撃するということは、子どもへの心理的な虐待である

というのが定説になっています。ところが、日本はまだそ

こまできていません。お母さんが殴られるのを見ると、非

常につらい思いがする。ボコボコになっている壁を見ると

つらい思いがする。目撃するだけで心の傷になることがあ

りますので、その虐待の範囲を聞きます。性的な虐待が起

きているのか、DV の性的な暴力には、ポルノ雑誌を見せ

られるというのがあります。その辺にあるポルノ雑誌につ

いて子どもにコメントを求める父親がいた場合、これは子

どもにとって深刻な性的な暴力になってくると考えられ

ます。 

 もっと問題なのは、ネグレクトという育児放棄、育児遺

棄と呼ばれるもので、子どもを無視してしまうという事態

です。身体的な虐待にも重なってくる場合もありますので、

どの範囲までの虐待にさらされているのか、できるだけお

聞きするようにしています。それによって、心身への影響

がどこまであるのかもお聞きします。 

 私は先ほど、最初にお会いした子どもたちは言葉が遅い

と申し上げましたが、言葉が遅いということが、子ども本

来の力がない、発達に問題があるのか、それとも身体的に

虐待を受けているために発達が遅れてしまっているのか、

あるいは暴力を見せられる心理的な虐待によって、言葉が

出なくなっているのか。どういう事態なのかをお母さんか

らよくお聞きするようにしています。夜尿症やチック、問

題行動とよばれるさまざまなものが出てきますが、これは

正常な適応だということをまずお母さんに伝えます。すご

く問題ですよと言ってしまうと、お母さんはますますたい

へんだわ、どうしようかしらと思ってしまい、つい子ども

に暴力を振るったり、言わなくてもいいようなことを言っ

てしまったりすることがあります。子どもに対しても、あ

なたは正常な適応をしているのよと、できるだけ伝えるよ

うに努力しています。 

 子どもが乱暴になったり、物をとったりという問題行動

をする時、その問題行動は本来どんな意味があるのか、そ

の裏には何が隠れているのか、子どもが語れない、言葉を
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もたない子どもたちにとって、私たちが何という言葉をも

つのかが重要ではないかと考えます。 

 

「あなたは悪くない」 

 私は、サポートにはありとあらゆる手段を使って、セラ

ピーもカウンセリングも、ソーシャルワークも、いろんな

ことをしながら、子どもや母親に切り込んでいくわけです

が、基本はノーマライゼーション（正常化）です。つまり、

「誰が悪い」ではなく、「あなたは悪くない」ということ

です。ここで犯人探しをしてしまうと、いろんな問題が起

きてしまいますので、暴力は犯罪ですが、あなたは悪くな

いということをサポートの基本にしています。私たちサポ

ートをする側、援助者側も、何となくうまくいかない、無

力感にさいなまれてしまって、私たち援助者側が悪いんじ

ゃないかと思ってしまいがちです。皆さまも援助する側に

なればよくおわかりかと思いますが、私たちがいけないの

ではないかとつい思ってしまいます。でも、私たちがいけ

ないのではなく、暴力がいけないのですね。「誰が悪い」

ではなく、「暴力が悪い」のです。暴力は必ずエスカレー

トするので、早くこの暴力の中から子どもたちを助け出さ

れなればなりません。 

 援助者の側も、評価しないということを私は大事にして

います。「私は頑張ってきたんだから、あんたも頑張りな

さい」と言ってしまう人が、時々、援助者側にいます。私

と比較してではなく、困っていらっしゃるご本人のあなた

がどうしたいのかということを、私たちは考えなければな

りません。「私が頑張ってきたんだから、あなた大丈夫よ」

と気楽に言ってしまうことは、「あなたは駄目な人間ね」

と評価されていると思われてしまいます。これは子どもに

対してもそうで、不登校の子どもたちに対して、「頑張り

なさい。もっと頑張れば何とかなるじゃない」は非常に危

険で、過酷な状態です。そうではなくて、「あなたは悪く

ないから、少し休んでからあなたができることを、私にわ

かるように言葉で表現できるようになれるといいね」と、

私は伝えるようにしています。 

 さまざまなお母さんや子どもたち、女性たちにできるだ

け多くの資料、アジア女性基金が作っているパンフレット

等を渡して、言葉をもつようにとお伝えします。言葉がな

い状態から言葉がもてるようになってくると、援助が受け

られるということを出来るだけ伝えられるようにと思っ

ております。 
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 パネルディスカッション 
 

 コーディネーター兼パネリスト 吉廣紀代子（ノンフィクションライター） 

 パネリスト  大石 英二（静岡県東部児童相談所専門監） 

  関野真理子（セラピスト・ことぶき研究所所長） 

 

 

【吉廣】 これからパネルディスカッションに入らせてい

ただきます。ご紹介いただきましたように、私が変則的に

コーディネーターとパネリストと両方兼ねますので、質問

等をするときには、どちらかがしているという感じでご理

解いただければと思います。 

 まず大石英二さんにお話しいただき、それから私が話し

いたします。では大石さん、よろしくお願いします。 

 

【大石】 私のほうからはまず児童相談所についてご説明

したうえで、相談所に入ってくる DV 相談のことに若干触

れたいと思います。 

 児童相談所というと、最近では児童虐待で有名になって

いますので、名前は知られてきたのではないかと思います。

さすがに虐待の問題で、一躍スターになったという感じも

しますが、従前はオウム問題でかなり知られました。 

 児童相談所は県内に４つあります。大きな相談所が東、

中、西とあって、各管内には約 120 万前後の人口をもって

います。それから人口一桁の伊豆には、非常に小さな児童

相談所があります。その４つの児童相談所、実質には３つ

の児童相談所というかたちになりますが、そこではあらゆ

る相談を受けています。 

 最近は私たちが家庭訪問をしますと、うちは児童虐待は

していないとおっしゃる方もいますが、児童虐待は年間約

2000 件扱のうちの 200 件までいかない、ほんの 1 割以下

です。つまりほかの相談のほうがはるかに多いのです。 

 例えば沼津ですと教育相談センターや福祉事務所の中

にも家庭児童相談室など、さまざまな公的な相談機関があ

りますが、児童相談所は公的相談機関の最終のところに位

置づけられています。ですから私たちの相談所の後ろには

誰もいないということです。 

 そうなると児童相談所は非常におっかない権限をもっ

ています。その一番大きなことは、皆さんのお子さんたち

に何か問題があって家庭を分離しなければ危ないという

場合です。そういう場合、皆さんにお断りなしで私たちは

分離してしまいます。児童相談所長が必要と認めたときに

は分離ができるとなっているからです。これは警察などで

も一切ない非常に強大な権限です。現に本年度に入って、

4月から 7月まで連続して 1カ月に 1人、親子の分離を行

いました。そうしますと私などは「人さらい」と警察に訴

えられたりしましたが、私たちにはこういう権限がありま

すと説明して実行しています。 

 そのほか児童福祉法第 29 条では、皆さんのお宅にずか

ずかと入り込んでいって、質問をする権限をもっています。

ここのお子さんが危ないと思ったら、ドアをノックして中

に入り「お子さんは大丈夫ですか」と質問する権限です。

警察にはなく、警察は礼状がないと入れません。それが立

ち入り調査権です。 

 また、あと２つ強大な権限があります。親権に関して居

所指定権と言いますが、その子をどこに置くか。親権の一

部停止ですね。それから親権の全面剥奪を裁判所に申し立

てる権限をもっています。こちらが申し立てて、裁判所で

認められたら成立するという権限です。 

 それでは東・中・西にあるそれぞれの相談所がどんな傾

向をもっているか、ちょっと考えてみます。東部は人口約

115 万、中部、西部と大きくなり、西部は約 130 万弱とい

う数字です。その中で児童虐待の問題は東部が圧倒的に多

いのです。また、今日のテーマのような身体的な虐待も東

部は中部や西部の倍あります。それがどういう地域的な背

景によるものかについては、またゆっくりと考えていきた

いと思いますが、いずれにしてもそういう状態であるのが

東部なのです。 

 最近は非行がまた急上昇しています。従前は非行という

と東部と言われ、県下のワーストが熱海、伊東だったので

す。東部は本当にどうしようもなくて、３つの児童相談所

の中で非常にきつい児童相談所というふうになっていま

す。 

 今度は虐待の問題をみてみますと、実はこの東部管内に

は虐待について、公的機関によるネットワークが２つの市

で立ち上がっています。こういう行政が作ったネットワー

クが立ち上がっているのは、ほかに浜松市だけです。先ほ
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ど言いましたような背景があるものですから、東部の場合

は早くから自治体のほうで動き始めています。現に沼津市

の場合は、市のほうでは虐待の問題に関してはかなりいろ

いろと取り組んでいます。つまり相談所まで上げないうち

に、市のほうで解決してもらっている状況です。 

 そうした中で、本年度も上半期だけですでに10数件、私

の勤める児童相談所から上がっています。そうすると沼津

市全体では、おそらくうちに上がった倍の数、60件ぐらい

の数字が上がっているのだろうと思います。 

 ここまでみてきたように虐待が非常に多いのですが、私

のほうで感じるに、この中に実は DV が隠れています。私

たちは虐待として上がってきた場合には、DV と一緒にし

て考えていくことができるのですが、問題は DV として他

機関に上がった場合です。この場合、結果として、母子を

保護したい。ついては母親を就職活動などで生活を立て直

すまでの道のりを作るために、その間お子さんを児童相談

所で預かってくれというかたちになります。 

 私自身、約 3年間一時保護所というところに勤務してい

ました。これはそれこそオウムのお子さんたちを預かった

場所です。つまり児童相談所で一時的にお子さんを預かる

施設なのです。その間、母子で逃げてきてお母さんが就職

活動をする間子どもを預かってくれと、ほかの機関から依

頼されることがよくありました。私はその都度そこで大反

対をした経験をもっています。 

 なぜかと言いますと、確かに客観的に考えれば、お母さ

んの生活の場を安定させるためにお子さんを預かってく

れ、というのは当たり前でそのほうがいいのかもしれませ

ん。しかし分離される子どもの気持ちはどうなのか。でき

たら母子セットで何らかの方策、援助を考えてほしいから、

私たちのほうでは受けないと言う。すると大石は過激でど

うしようもないとよく言われたものです。 

 そういう経験上、私がまず最初に訴えたいことは、この

ような母子で逃げてくる DV の場合には、ぜひとも母子で

何とかできないか。現実に県内の自治体の動きを見ていき

ますと、民間のシェルターがなかったりすることがあって、

なかなか困難なようですが、母子一体で何とか援助の手を

差しのべてあげたい。そのためのシステムを各自治体等で

作っていただきたい。そのために皆さんの力をお借りした

いと思います。 

 

【吉廣】 ありがとうございました。斎藤市長のごあいさ

つにもありましたが、DV にしろ、児童虐待にしろ、古く

昔からあったのが、最近目立って表面化してきたというこ

とは、それだけ子どもや女性に対する人権意識が高まって

いるからだと思います。ですから静岡県の東部で多いとい

うことは、逆説的に言えば意識が高い地域という言い方も

できるのではないかと思います。 

 関野さんのお話にもありましたが、DV というのはやは

り短期間で解決する問題ではありません。長い人は 20年、

25 年と殴られ続けているような人がいて、それから離婚

を決意しても、簡単には協議離婚できない。私が拙著に紹

介している 10 人の中でも全員が離婚しているわけではな

く、離婚が最高裁まで争われた人もいるのです。 

 家裁から始まって、夫のほうが別れたくないと逆に夫が

原告になって控訴、上告して、最高裁まで行くというかた

ちでした。離婚をするにしてもとても期間が長引くのです。

離婚した後もまだ夫が追っかけてきて、虐待を続ける。こ

れはいまの法律でも刑事事件になるのですが、そういうこ

ともありますから、取材が終わって本ができても、その後

どうなったかという情報がさらに入ってきます。同時に詳

細にわたってレポートした本が少なかったせいか、いろい

ろな問い合わせや手紙が来るし、今はメールも入ってくる

という状態です。 

 「子ども」といっても児童福祉法で言う 18 歳以下の子

どもではなく、30歳、40歳になってもまだ親の DVの影響

を抱え込んで、いろいろと問題を抱えていたりする。大石

さんのような方がいらっしゃる児童相談所が扱う「子ど

も」でも「妻」でもない。被害者の妻はカウンセリングで

きますが、DV の家庭で育った子どもはもう行き場があり

ません。もちろん精神科でカウンセリングは受けられます

が、そういう人たちからも相談を受けるようになってみる

と、その DV に対する状況はもっと激しく妻より赤裸々な

話をするわけです。 

 関野さんは、妻は「私が悪い」と思い込みやすいとおっ

しゃいましたが、ひとつには自分がいいと思って結婚した

人が途中からおかしくなってしまうせいもあるかと思い

ます。 

 子どもはどの親に生まれてくるかという選択権はゼロ

です。本当は幸せに育っていきたかったのに、親のために

自分がひどい迷惑をした、なんていうレベルではありませ

ん。親に殺傷与奪を握られているわけですから。そこで親

権剥奪という権限が児童相談所に与えられていますが、殺

されるのではないかという思いをせざるを得ない場合も

あるわけです。 
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 DV の子どもの問題を扱う場合、母親からも殴られてい

る場合もあります。被害者の母親が子どもに対しては加害

者になっている、ならされている。加害者に追い込まれて

いる部分も扱わなければいけません。そこがすごく難しい

のですが、やらなければいけないと思って私は始めました。 

 もう少し間口を広げた話をしますと、1997 年に、東京

都が被害者の妻の面接調査を行いました。それは新聞や東

京都の広報誌などを通じて呼びかけて行われ、調査の中で

52件のケースが記録されています。 

 その 52 件中、子どものいるケースは 45 件あり、45 件

中子どもへの暴力もあるというのが 29 件です。比率では

64.4％になります。子ども全員ではないというのが 5ケー

スです。それには身体的な暴力だけでなく精神的な暴力も

含まれています。この場合の子どもは 0 歳から 18 歳まで

です。ですから東京都の面接調査によると母親と子どもが

揃って被害者にさせられているケースが過半数を超えて

いるのです。 

 もうひとつ東京都よりも前に、日本弁護士連合会（日弁

連）が全国的な規模で女性のための人権相談というのを特

定の日を決めて電話相談で行いました。これは全国どこか

らでもかけられますが、だんだん国際的に DV の取り組み

を各国がやらなければいけない方向になっていき、DV に

限って相談を受けた結果、94 年から 98 年の相談件数で、

DV に言及したものの過半数は、やはり子どもにも暴力が

及んでいるという結果が発表されました。 

 お隣の韓国は、大統領制で直接選挙により大統領を選ぶ

政治制度ですから、選挙のときに女性の活動団体などが当

選しそうなほうに公約をとりつけることができるのです。

それで今の金大中大統領になってから、女性の人権を守る

法律がどんどん制定されていて、家庭内暴力犯罪の処罰等

に関する特例法というのが 98 年 7 月から施行されていま

す。 

 その法律を新しく設けるために、国レベルで調査を行い

ましたが、それによっても妻だけではなく、過半数が子ど

もにも虐待あるいは暴力が及んでいることがわかりまし

た。また、ある大学の調査によると、被害者の母親の 37％

が子どもを殴っているという結果が表されています。韓国

は日本以上に長年封建制度が続いて、儒教の影響が長く続

いた国ですから、「女とメンタイは叩いたほうが味がよく

なる」と言われているようです。メンタイというのは明太

子ではなくて干しダラです。そういう言われ方をしてきて、

非常に暴力が激しかった。今も法律ができたからすぐ変わ

るようなことはあり得ないと思いますが、性暴力をスター

トに立ち上がった女性たちが家庭内暴力、DV の特例法を

設けたのは大きな前進です。 

 台湾でも法律ができています。日本ではいま、超党派で

議員立法として DV は犯罪であるという防止法を作ろうと

いう動きが煮詰まってきている状態です。 

 関野さんのお話の中でご紹介がありましたが、アメリカ

やイギリスでも州法と連邦法の両方に DV 防止法がありま

す。そして DV を目撃する子どもは、殴られる妻と同じよ

うな被害を受けるということが、これは学説だけではなく

て、警察や裁判所のレベルでもきちんと認識されています。

判例の中にも、例えば日本でいう面接交渉権のような離婚

後、子どもを父親に会わせる、厳しく会わせないというこ

とを法律で決定する問題に関しても、DV が理由で離婚し

た父親に対しては例外としています。例えばマサチューセ

ッツ州の最高裁判所では、DV の子どもへの影響は殴られ

たと同じように及んでいると、きちんと判例に出しており

ます。 

 それからイギリスの警察等も電話をするとすぐ駆けつ

けてくれます。子どもに対する暴力はどちらかというと親

は両方揃って隠して、ないふりをしがちなので、警察官は

子どもに暴力が及んでいるかどうか、子どもがそれを目撃

したかどうかについても現場でチェックしなければなら

ないと、警察の内部文書にきちんと明記してあります。 

 またアメリカの研究によると、暴力が始まる時期は妊娠

中や子どもができてからというケースが多いのです。中に

はもっと早く、つきあっている段階から暴力があって、2、

3日前もラジオのニュースで聞いたのですが、茨城県の鹿

島市だと思いますが、25 歳の男性が去年の 5 月からつき

あっていた 26 歳の女性を 1 時間殴り続けて、外傷性ショ

ック死させています。 

 結婚する前から殴る人もいますが、私が個別に聞き取っ

た限りは、結婚後、妊娠したり第一子が生まれてから始ま

ったというケースが結構多い。アメリカでは、妊娠中にお

なかを殴られるというケースでは、生まれてきた子どもが

低体重だったり、発育が遅れたりという弊害があるという

ことも報告されています。 

 アメリカの場合、児童虐待は 1962 年に小児科医が虐待

に関する論文で発表して、その模様を写真で出したもので

すから、それが非常にセンセーショナルな話題になって研

究が進みました。今は 70年代から支援が始まった DVと一

緒になって、DV と児童虐待は切り離せないというのが定
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説となっています。 

 ちょっと長くなりましたが、これから 3人でディスカッ

ションをしていきたいと思います。まず関野さん、何か先

ほどのお話に付け加えることがありましたらお願いしま

す。 

 

【関野】 大石さんも吉廣さんも、私の意見に補足いただ

きまして、ありがとうございます。私もいま、もちろん子

どもへの影響も強いということが気になっています。 

 殴る側の男性は、嫉妬心というか、妻は自分だけを愛し

てくれるはずだったのに、子どもができてしまったので愛

情を分けなければならない。それが非常につらいと感じて

妊娠中に殴ってしまうことがあるようです。 

 それから援助をする側の傷つきというのも、私自身のテ

ーマにしています。子どもが殴られたり、蹴られたりした

のを目撃した場合、非常に大きなショックを受けた状態に

あります。その子どもたちと面接するとき、私自身が何を

話すべきか、また私がその子を前にしてどんなことを感じ

ているのか。ノンバーバルモード（非言語コミュニケーシ

ョン）というのですが、子どもは私の言葉とともに、言葉

以外に私の考えていることなども敏感に察知して、それに

よってまた傷ついてしまうことがあります。 

 つまり私がその子の顔を見たりお話を聞いたり、もしく

は一緒に遊んでいるときに、この傷どうしたんだろうと思

ってしまったり、この子の親、ひどい親だなと思ってしま

うと、子どもたちにとっては愛する自分の両親で、親以上

のいい人なんかいるわけがないと思っていますから、私の

ようなものが親の嫌な面を考えて、僕から親を取る気では

ないかと感じてしまい、こんな人信用できないと、セッシ

ョンがうまくいかなくなるケースがあるのです。うまくい

かないから私自身も傷つき、援助者側にとっても非常にト

ラウマが大きいのです。 

 少し大きくなって 15歳、16歳になりますと、お母さん

が殴られている場面をとても詳細に話してくれますが、そ

の場面を聞く覚悟がこちら側にできていない場合、つい驚

いてしまいます。驚くと、やはりこの人も信じてくれない

のかと、話してもらえなくなったケースを何例も体験しま

した。気持ちまで驚かないというのはとても大変なことで

す。とにかく驚かない。覚悟を決めて話を聞くように努力

しています。 

 

【吉廣】 大石さん、男性も傷つくことはあるのでしょう

か。ご存知のように児童虐待防止法というのが今年議員立

法でまとまって、ストーカー禁止法も成立して、今度は絶

大な権限をもっているとおっしゃられた児童相談所がそ

れに基づいて、通報があれば直ちに介入するということに

なるのですが、児童虐待防止法が制定される以前、日本は

親子の分離について虐待が明らかであってもなかなかや

らなくて、親権を必要以上に尊重して、とにかく親を通し

て子どものケアをしていこうという方法が非常に多かっ

た。結果論としては、死んだりした場合、それが非難され

るわけです。 

 大石さんの話を聞いていると、皆さんにとっては身近な

話だから、大石さんが近所を歩いていたら、戸を閉めてし

まいたいというお気持ちになったかもしれませんね。1回

ぐらい殴った記憶のある人は皆さん多いと思いますから、

うちに入られていろいろ触れられてはたまらないと感じ

ると思いますが、実際問題として、権限を行使する側には

それなりの困難や事情があり、本当にケースバイケースだ

から、マニュアルで対応しようというのはとても難しいと

思うのです。 

 今月の初めだったと思いますが、厚生省の児童家庭局が

全国の児童相談所が扱った虐待の件数を調査してみると、

最近ウナギ登りで増えている。私も電話で厚生省はどうい

う見解をもっているのかを聞きましたら、やはり意識が高

まった影響が一番大きいとのことです。それからマスメデ

ィアがどんどん報道するようになった。いままで通報義務

があっても罰則規制がなかったので、なるべくそういうこ

とには触れたくないと聞かないふりをしていたのに、電話

してくるようになったという回答でした。その点もう少し

実態について児童相談所からもお話しいただけますか。 

 

【大石】 児童虐待の問題では、職員は、いろいろと深刻

な状況に直面するため、心身ともに本当に疲れます。 

 実際に児童虐待がこちらに上がってきた場合、通常のケ

ースとはまったく違う動きをします。まずケースが上がり

ますと、すぐに役付き職員が全員集まってその事例につい

て検討会を開きます。そしてどんな情報をどこからどうや

って得たらいいのか。極端な例を言いますと、学校の先生

にいきなり聞くと、直接本人に聞いてしまうこともありま

すから、どういう聞き方をすべきかなどを決定するのです。 

 通常のケースですと心理担当とケースワーカーの 2 人

が担当しますが、虐待の場合にはベテランのケースワーカ

ーを必ずもう 1名つけます。ですから最低 3名の体制にな
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ります。そして必要によってはそれ以上の体制を取ります。

一番大きいのは確か 6名体制で行った事例もあります。 

 さらに、関係する機関の方々、例えば保育所、学校、市

の職員、民生委員さんなどにも入ってもらったネットワー

クの会議を開きます。そして情報をみんなで出し合って、

この子に対してはどのような入り方をしようか、どういう

指導や援助をしようか。それから虐待者にはどのような接

触をしていこうかなど、役割分担をして実際に援助に入っ

ていく。つまり集まって情報を得て、役割分担をして援助

に入る。そしてまた集まってもらってという繰り返しです。 

 そういう中で虐待者である親に対するケアが重要です。

ケアをしていくことが可能な虐待者なのか、それともケア

している間にこの子が危険な状態になってしまうような

虐待者なのか、この見極めをしていきます。その中で、こ

れは危ないという判断をしたら強制的な手段に出ます。 

 そういうケアが難しい虐待者は、人格障害と言われてい

るような精神科の病院のほうでも扱ってもらえない方々

が非常に多いです。そういう方々からお子さんを引き取り

ますと、当然のことながらものすごい反撃を食らいます。 

 あるお子さんの場合、夜の 8時ぐらいに分離しましたと

ころ、虐待者が怒って来て、私と所長は翌朝 6時まで缶詰

になりました。その間ずっと喚いていました。最終的には

説得して帰したわけです。するとその方は後で、行政不服

審査という申し立てをして、今度は私が被告になってしま

いました。 

 こんなふうに職員のストレスは非常に大きくなります。

東部、中部、西部の児童相談所を比較しますと、東部は非

常につらくストレスが大きいです。ストレスが大きいもの

ですから、それに反比例してうちの相談所は一番にぎやか

で、あちこちから冗談ばかり飛んでいる。そういう雰囲気

作りをしていかないと、職員は病気で休んでしまうでしょ

う。 

 

【吉廣】 加害者についてですが、加害者はおしなべて外

では本当にいい人と思われているから、近所の人に言って

も「あの旦那さんが」となかなか信じてもらえません。ま

た職業も全然問いません。皆さんは酒に酔った勢いでテー

ブルの上をバーンとやると思いがちですが、そんなこと全

然ありません。酒を飲んでいようがいまいが関係なく暴力

をふるいます。むしろお酒を飲んでいたほうが、足下がふ

らふらしていますから逃げやすいのです。しらふのときの

ほうが怖い。飲んだときと飲まないときの両方暴力をふる

う人の被害者は、むしろ飲まないで殴られるほうが怖いと

言います。それから加害者というのは自分が殴ったという

ことに対して反省もしなければ、悪いとも思わないのです。

暴力というのは妻を自分の思い通りに支配する手段とし

て使っているわけです。 

 関野さんも先ほどから何回も繰り返していらっしゃる

ように、妻のほうに非があって暴力が発生しているという

ことはまったくありません。もちろん子どもについても同

じです。新しい問題として発生しているのは、暴力的な父

親をもつ家庭の男の子が思春期になると、いま盛んに言わ

れている性同一障害、つまり父親のような男になりたくな

いと思って、思春期に生理的な意味での男らしさを身に付

けていくことに対して必要以上に悩んでしまったり、さら

には女装が趣味になって、夜になるとスカートをはいて外

出したり、というようなことです。 

 性同一障害にも DV は大いに関連しています。学術的な

レベルで研究されているわけではありませんが、性同一障

害の人に話を聞くと、高い確率で DV の家庭で育った人た

ちがいます。これは生まれつきの部分も大きいですが、そ

ういう行動に出るか出ないかは親子環境や家庭環境が大

いに影響しています。ですから暴力をふるう父親に対して

は、小さいときには親がいないと自分は死ぬかもしれない、

自分の命にかかわる問題だと思うから、親から分離される

ことを非常に恐れますが、10 代を過ぎて、自分でいろい

ろなことができるようになると、非常に父親に対して恨み

や憎悪をもつようになります。 

 子どもは、父親を殺してやりたかったとか、完全犯罪を

考えたとか、いろいろなことを言います。中には母親があ

んなひどい目に遭って、どうして離婚しないで我慢してい

るのかと子どものほうが言う場合もあります。アメリカ等

の研究では、結婚するカップルの半分は離婚すると言われ

ており、その後の子どもの問題は非常に深刻なものもあり

ますが、専門家の話だと、DV の夫婦はやはり子どもにと

っても離婚したほうがいいという結果が出ているようで

す。離婚するかしないかは、個々の選択の問題ですから、

一概にしたほうがいいとか悪いという問題ではありませ

んが、子どもから話を聞くと、そういう意見すら出てきま

す。 

 ある男性の例です。母親は専業主婦で経済力がない。彼

は中学校から私立の学校に通って二部ですが東京の有名

な私立大学を出ているのです。私がその男性に「母親とと

もに家を出たら、例えば私立の学校にも大学にも行けなか
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っただろうと思うけれども、それでも母親が離婚して、母

親の人生を全うしてくれたほうがいいと思っているの？」

と聞いたら、「自分は夜間高校に行って働いても構わない

し、母親がそうするんだったら、母親と一緒に家を出てい

たはずだ」と言いました。 

 ただしその夫婦に関して言うと、彼の言葉で言えば、父

親は今は退職しておとなしくなって、逆に息子にときには

顔を出せよとか、しょっちゅう電話がかかってくるそうで

す。彼もそこそこには親子のつきあいはしているけれども、

これまでの道のりは決して平坦ではなかったと、言ってい

ました。 

 このように妻であり母親である女性は、夫に殴られ、悪

くすると子どもにまで殴られるという問題が生じてくる

場合もある。個々に話を聞いみても、どうすれば防止でき

るのか、結婚前にその人を見極めるのはすごく難しいので

す。ある程度舞い上がってこの人と幸せになりたいと思わ

ないと結婚なんてできませんし、冷静に考えていたらやめ

るほうに落ち着くわけですから、間違って結婚してしまっ

たら仕方がありませんが、暴力が始まったら、早期に冷静

になってどうするのかを考えないといけない。 

 皆さんおっしゃったのは、子どもができればいい父親に

なってくれるかもしれないという希望をもって子どもを

産んでしまったが、状況は子どもができてますます悪くな

る場合のほうが多い。別居や離婚をするにしても、若けれ

ば子どもが小さいというハンディはあっても、就職もでき

て経済的な自立もしやすい。しかし中年になると仕事はパ

ートの肉体労働しかない、賃金は安いと、どうしようもな

くなってしまいます。 

 ですから、メディアで正確に伝えられているかどうかは

別問題としても、DV に対する一般的な認識が高まること

は非常にいいことだと思います。これを自分だけの問題と

いうふうに隠蔽されたままであると、加害者である男性の

思うつぼだと思います。 

 親子関係は切っても切れない仲という言われ方もしま

す。生涯をもって時間をかけて修復することは可能ですが、

前向きにいろいろなことにチャレンジできる時期に、自分

はいないほうがいいのかしらと、自分自身に否定的になっ

たりする悲しい青春を目撃しなければいけないのは、やは

り問題ではないかと思います。 

 

【大石】 私のほうからおふたりにお聞きしたいと思うの

ですが、まず DV は非常に表に出にくい問題なので、私た

ちのような相談機関のところに到着するまでに時間がか

かると思います。関野さんからは、先ほど健診の場でかな

り拾えるというお話がありました。そのほかのケースもい

くつかご存知のようですので、それらのケースについて、

被害者側の相談申し込みの動機がどこから出て、どんな経

路で入ってきたのか、その辺についてお聞きしたい。 

 また受け止めたり、積極的に拾うようなシステムが、DV

の場合は対策として非常に大事だと思うのです。そういう

先進的なシステムについて吉廣さんのほうでご承知のと

ころがありましたら、ご紹介いだきたいと思います。 

 

【関野】 子どもをおもちの方はよくおわかりかと思いま

すが、私はいわゆる乳幼児健診の騒然とした会場でも、保

健婦さんたちと並んで皆様の相談をお待ちしております。 

 虐待や発達障害をおもちの方のお母さんもそうですけ

れども、ほとんどの方はできれば私とお会いするのは避け

たいと思っていらっしゃいます。ですので動機というより

は、拒否されることのほうが多いかと思います。拒否して

いる人にどう聞き込んでいくのかということもあります

が、本来皆さんよくご存知の心理のカウンセラーは、普通

病院の相談室で待っていて、「こんにちは、どうしまし

た？」なんて聞くわけですが、私はそんなことをしている

場合ではなく「こんにちは」と言ったと同時に必ず彼女が

答えられる質問をします。「今朝何を食べましたか」「ご

主人は朝何時に出かけて、何時に帰っていらっしゃいます

か」「お母さんは今朝何を食べましたか」「お子さんは何

がお好きですか」「どんな遊びをしますか」。必ず答えられ

る質問を繰り返します。 

 私はそれに対してほんの 5 分ぐらいでパッと心をつか

まないと、相談に乗れません。習ったことはありませんが、

そういう技を使ってとにかく褒めます。「お母さん、なん

てすばらしいのかしら」「本当に大変だけれども、頑張っ

ていらっしゃいますね」「きれいにしていらっしゃいます

ね」「あなたは絶対に悪くないんですよ」というメッセー

ジを伝えます。どんなお話を聞いても、私はあなたを絶対

に責めませんというメッセージをできるだけ送るように

しています。 

 そして突然聞きます。「ご主人はお酒はどれぐらい飲ま

れますか。ビールだったら何杯ぐらいかしら」「焼酎は何

杯ぐらいかしら」。突然聞くとだいたい答えるのです。「タ

バコはどうかしら」「イライラしたときにご主人、殴った

りしないかしら。ちょっとしたもの、灰皿なんか投げたり
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しないかしら。よくあるんですよね。イライラして投げる

人」なんて話をして、できるだけよくある話として、私は

聞くようにしています。 

 その中でお母さんが子どもに加害している場合ももち

ろんございますが、お母さんは自分から「私はもしかして

虐待しているかもしれない」とおっしゃる方もいらっしゃ

います。その場合も「そうです、あなたは虐待しています」

とは絶対に言いません。「あなたは悪くないんですよ。あ

なた個人がすべて悪いのではなくて、暴力はやめたほうが

いいけれども、一生懸命子どもを愛しているからこそ、守

ろうとしていろいろな行動をしてしまうかもしれません

ね」というふうにお話を聞くようにしています。 

 健診現場や私が相談する場所はいわゆるカウンセラー

の仕事とは違いまして、周りは子どもが喚いたりしている、

とても本来なら話が聞ける状態ではないところですから、

非常に深刻な話題を聞く場合もあまり深く掘り下げてい

くようなことは最初はしません。「お母さん、眠れません

か」とか、「立ち上がれないですか」とか、「つらいですか」

ということを聞くにしても深刻に声のトーンを下げるこ

とはしません。人間の声のトーンはとても大事です。私は

お母様とお話しするときは、意識して声のトーンを上げた

り下げたりします。今日はできれば聞いてほしいと思って

いますので、少し下げておりますが、普段よりも少し高め

のトーンで、「どうしましたお元気ですか、いかがですか」

とお聞きするようにしています。 

 そして必ず次につなげなければなりません。私はほとん

ど非常勤で働いている関係上、私以外の人が引き継ぐこと

が非常に多いのです。そのために誰でもあなたの話を積極

的に聞きたいと思っているという意思を言葉でそのまま

お伝えする場合ももちろんありますが、言葉以外で私の気

持ちとして、あなたの話をどうしても聞きたい、とても心

配していますということをお伝えするようにしています。 

 私の場合は乳幼児を担当しておりますので、とにかく早

期につかまないと死んでしまう恐れもありますから、子ど

ものことも視野に入れながら、できるだけ日常生活を具体

的に何から何まで初回に聞くようにしています。これ、本

当に答えられるのかしらと思うようなこともありますが、

結構皆さん、明るくお答えいただいており、大変ありがた

く思います。その人が悪いとは絶対に思わないことはとて

も重要です。何かを聞いてしまうと、「あなたが悪いんじ

ゃないの」とつい言ってしまいそうになることもあります。

そうではなくて必ず彼女は悪くないという立場で聞くよ

うにしています。 

 何年も続けていると、私自身が暴力に慣れてしまうこと

もあり、聞く側の気持ちの重要性を痛感します。私はとに

かく悪いのはだれでもない。暴力であるということを全面

に打ち出して聞くようにしています。 

 ちょっと話からズレますが、私個人の精神衛生ももちろ

んあります。私は仕事場を離れたら、感情表現をできるだ

け豊かにするようにして、日ごろのストレスをその日のう

ちに発散できるようにしています。動機がほとんどないま

ま、早期に気持ちをつかんで味方になる。黙っていてはわ

からないけれども、話してくれれば私は必ずあなたの味方

になりますと言葉以外のモードでも必ずお伝えできるよ

うに日々努力しています。 

 

【吉廣】 私が本に紹介した人の中で、自分は DV の被害

者であると誰にも言えなかった人がいました。息子から殴

られるようになった母親なのですが、2人目の息子はかな

り年が離れているのです。彼女は将来離婚するというイメ

ージがきちんとあったので、2人目はつくらないと思って

いたのですが、長男が生まれたあと、セックスレスになっ

て、家庭の中でもほとんどコミュニケーションもなく、お

互いの用をメモで伝え合う家庭内離婚のような状況でし

たが、夫がむりやりセックスをして 2番目を妊娠したので

す。そのとき彼女は中絶しようかと言ったら、夫が土下座

をして絶対に育児を手伝うから産んでほしいと言ったの

で、彼女も中絶はできるだけ避けたい気持ちもあり 2人目

を生んだのです。 

 関野さんもおっしゃっていましたが、その 2人目の子は

夜泣きが激しくて、彼女はほとんど眠れなかった。そこで

退院して 3 週間目ぐらいに、「ずっと眠れないから、申し

訳ないけれども朝 1時間だけ子どもを見てくれませんか」

と夫に言ったら、急変したのです。その夫は体も大きく腕

力もすごく強いのですが、彼女はすごくスリムで華奢な方

です。暴力と言っても殴る蹴るではなくプロレスみたいに

体ごと持ち上げてバーンと壁にぶつけるのです。だから全

身打撲のまま彼女は夫が出勤したあと電話のところまで

這っていって、タクシーを呼んで 2番目の子を出産した病

院に駆け込んだ。医者が全身打撲はどうしたのですか聞い

たので、彼女はそこで初めて夫からの暴力を医者に打ち明

けたのです。その医者は自宅には帰らないで、ここで静養

したあと、生まれたばかりの子どもはとにかく乳児院に預

けて、あなたは福祉事務所に行ったほうがいいと提案した
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のです。 

 ところが夫は社会的に高収入だと思われている職業の

人なのです。乗っている車はベンツだし、すごくいいマン

ションに住んでいる。そういう家庭なもので、福祉事務所

で相手にされませんでした。医者の言う通りしたのですが、

仕方なく家に帰ったというのです。 

 それとは全く逆のケースもあります。今の医療保険だと、

暴力行為で傷害を負った場合は保険がきかないのです。加

害者が弁償するシステムになっているから、医者によって

は夫から殴られたという理由で治療に行っても、健康保険

はきかないと言われる人もいる。暴力がひどくて救急車を

呼んだ場合でも、家族や身内の人が救急車に同乗しなくて

はいけないという規則があったりします。夫も医者に何か

言われるとまずいので、用心してさっきまで殴っていたの

に急に普通になって、「おれもついていく」と救急車に乗

ってしまう。妻が何を言うかそばで監視して、階段から落

ちたとか、廊下で転んで頭をぶつけたとか言わせるように

しているから、日本の場合、医療現場からはなかなか DV

の身体的な暴力は発見しにくいのです。 

 けがをして病院に行く人が一番多いのです。目を殴られ

て眼科に行くと眼底出血や打撲がみつかることが多い。医

者が協力すると、それこそ児童虐待と同じように発見した

り、告発できる数がすごく増えると思います。ですからア

メリカなどの取り組みとしては、それは研修した結果なの

ですが、とにかく救急車で病院に行くと、妻が殴られて来

た場合には、夫は付き添いとして来ても診療室には入れま

せん。それこそ夫婦を分離させたうえで、安心して話して

ください、どうしたんですかと聞くのです。妻が夫から殴

られたと告白した場合には、シェルターや保護機関につい

ての情報を提供します。それでもまだ彼女がすぐに家を出

る決心がつかないときは、夫に目立たないように洋服の後

ろメーカーのタグがありますね。あれに緊急の SOS が発せ

られる電話番号を書いて帰したりという方法を取ってい

ます。 

 今年マサチューセッツ州の検事などが日本に来てセミ

ナーを開いたんですが、マサチューセッツ州在住の加藤洋

子さんという日本人の女性で、自分の娘と孫を恋人にナイ

フで刺殺された人が自分と同じような不幸をほかに絶対

にさせたくないと、活動家として被害者の立場を代表する

人として立ち上がっているのです。 

 加藤さんからの情報もいただけるので、マサチューセッ

ツ州についてはいろいろと情報をもっています。タスクフ

ォースという、民間ボランティアの人、シェルターをやっ

ている人、検察官、警察官、医者、弁護士といった、職域

や分野を超えて、それぞれ自分たちが DV の被害者に対し

て、何ができるのかを話し合う機会を設けて、実際にそれ

を稼働させています。アメリカの場合には女子高校生が出

産する問題などいろいろありますが、このように警察だけ

ではなく、さまざまな分野の人たちが寄り集まって、何を

すべきか連携できるような体制を整えています。それが非

常に有効です。 

 しかしアメリカの場合、あれだけいろいろな対策を講じ

ても、DV の件数はあまり減らないのです。ただマサチュ

ーセッツ州では、殺害されて命を失う人は少なくなってき

ている。それだけ情報提供することによって、早期に被害

者の女性が家を出たりという行動がとれるからです。 

 ただ DV そのものの数は、なかなか減らない。また加害

者のほうを逮捕してカウンセリングで再教育しても、なか

なか目に見えたような効果はありません。当然加害者の対

策も、これから日本でも取り組まなければいけませんが、

そんなに簡単な方法はない。日本はこれからいろいろな試

行錯誤を積み重ねていくのではないかと思います。 

 東京都の場合、各区に電話相談窓口や女性センターがあ

ります。そういうところには同じ人が何度も電話をしてき

ますから、電話を取る人が声を覚えていて、相談に行くべ

き施設や、着のみ着のままの人も受け入れてくれる場所な

どの情報提供をします。それから福祉事務所に相談に行っ

た場合にも、暴力を受けていてシェルターに入る意思があ

れば、彼女を子どもと一緒にシェルターへ送ることができ

ます。電話相談でいろいろなところへつなげるというのが

一番多い。また各臨床心理の方や、相談所、精神科のお医

者さんなどからもだんだん上がってきています。 
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 報告１ 
高倉富美子 

 (埼玉県婦人相談センター・専門調査員) 

 

 まず婦人相談センターについて簡単にご紹介した後、私

どもで受けた相談について少しお話をして、その中で今後

についてこんなふうなかかわりなり、制度があるといいな

と感じていることについて触れられたらと思っています。 

 婦人相談センターは、そもそもは昭和 31 年に施行され

た売春防止法で都道府県に設置が義務づけられている施

設です。全国の都道府県に婦人相談所ということで置かれ

ておりまして、昭和 50 年ぐらいまでは、売春を行った女

性、あるいは放置しておくと売春を犯す恐れがある方々の

保護、更生のための相談や保護をするということで置かれ

ていたんですけれども、昭和 50年、60年あたりから、売

春の相談というのはもうほとんど影をひそめまして、今は、

女性が生活していく上で抱えている悩みについて幅広く

相談を受けようということで、変わってきています。 

 保護も扱っておりますので、現在は、県に 10 か所ある

県の福祉保健総合センターや、43 か所ある市の福祉事務

所といったところを通して、この方については保護が必要

じゃないかということで相談が入ってきます。ご本人も保

護してほしいというお気持ちが強くて、帰る家がない。あ

るいは、家にはいられないんだということで帰る家がなか

ったり、あるいは頼れる身寄りがない、当面一夜をしのぐ

ためのお金がない。そういった方についていろいろお話を

伺って、やはりこのままで家庭に帰すことは無理であろう、

保護が必要だろうということになった場合には、相談所長

が保護を決定するというシステムになっています。 

 平成 11 年度は、5,400 件あまりの相談を受けました。

毎年、大体 5,500 件前後の相談を受けているんですけれど

も、その 5割以上が夫婦間、家族間の問題ということにな

っています。夫婦の間の問題、親子、あるいはおしゅうと

めさんなり、ご自分の親との関係、そういった相談がほぼ

半分ずつで大体 5割になっています。それから、今日のテ

ーマである暴力に関する相談は、全体の約 1割で 600 件前

後になっております。そういう中で、保護の相談があって、

実際に保護が必要ということで判断をしたものが約 100

件です。そのうちの 8割が、現在は暴力被害ケースとなっ

ています。そのほかでも、離婚して家を追い出されたため

に、帰る家がないとか、内縁関係にあった人ともう縁を切

ったので家がなくなったとか、大家さんから追い出されち

ゃって家がなくなったというようなご相談もあるんです

が、そういう方についても、詳しくお話を伺っていると、

暴力とは無縁でないというのが現状です。 

 では、私どもで実際に相談を受けて保護を決定した方た

ち、並びに暴力被害ケースについての概要をお話ししたい

と思うんですが、あくまでも婦人相談センターとして受け

た暴力被害ケースということですので、世間に広くある

DV のケース一般ではないということを念頭に置いて聞い

ていただけたらと思います。私どもで相談を受けた中で保

護した方の約半分は子ども連れです。身ひとつで来られる

方が半分、子どもも一緒に逃げてくる方が半分、連れてこ

られる子どもは約半分が 1 歳から学校に上がる前の幼児、

それから小学生が大体 3割。あとが乳児であったり、中学

生であったりということになります。では、その方たちは

一体だれから暴力を受けているのかというと、7割がご主

人です。婚姻関係にある夫ということですね。残りの 2割

が内縁関係の夫、同居人ということになります。 

 女性たちはどういう様子なのかというと、先ほどビデオ

で見ましたように、私どもでご相談を受けている方も、身

体的暴力しか受けていないという方はひとりもいらっし

ゃいません。ほとんどの方が心理的な暴力を受けています

し、脅迫されていて、今度言うことをきかなかったらぶっ

殺すぞと言われている。あるいは、もし出てきちゃって自

分のことを捨てるんだったら、おれは自殺するということ

で、我が身を傷つけると脅されている方がいたり、お仕事

に出ることを制限されていたり、仕事についていてフルタ

イムで働いているのに、一銭も自分の自由になるお金はも

っていない。それから、お仕事をしていても、職場以外の

つき合いはすべて禁じられていて、お友達との交流がなか

ったりという方が多いです。 

 そういう状況の中で保護を求めてきていますので、皆さ

ん、一番たいへんなのは、恐怖心が大きいということです。

ご主人のことを思い出しただけでも体が震えてしまうと

か夜眠れない。夜になって、この先々のことを考えると、

もうどうしていいかわからない。せっかく逃げてきたけれ

ども、やっぱり見つかっちゃうんじゃないだろうか。そん

なことを考えると眠れないということで、胃の調子が悪く

なったり、中には不眠で受診をする必要があるという方も



 Ⅳセミナー（与野市） 53 

かなりの数にのぼっています。 

 それから、たいへん自信がなくて、やはり自分がもう少

しきちんと家事をしていたらよかったんじゃないかとか、

ちょっと反抗的な口をきいちゃったから殴られちゃった

んじゃないかということで、自分を責めてしまう方も多い

です。もうひとつは、黙って逃げてきてしまって、どこに

いるかわからないようにしてしまって、だんながかわいそ

うだ。やっぱり 1人じゃ何もできない人だから、今どうし

ているんだろうかと、そんなことを言う方もかなりの数に

のぼります。いざいろいろ先々を考えていくときに、やは

り自分はもう帰る気はないよときちんと会って話したほ

うがいいんじゃないかとか、あるいは、もう一度だけ話を

して、やり直せるのかどうか確かめたいとか、そんなふう

に思っていらっしゃる方も多いですし、反対にすごく無力

感が大きくて、肋骨を折っていたり、何針も縫うようなけ

がをして警察を呼んでも、警察では夫婦じゃないかと言わ

れてしまう。最近、そういう例も減ってきてはいるんです

けれども、やはり基本的には夫婦じゃないかと言われてし

まうというので、もし今度逃げて、自分たち親子だけで暮

らしていても、どこに助けを求めていいのかわからない。

やっぱり逃げ通せないんじゃないか。そうすると、私さえ

我慢していれば、経済的にはやっていけるし、子どもにと

ってはお父さんをなくすことにもならないから、やっぱり

戻ったほうがいいのかなということで、かなり揺れている

方もいます。 

 そういうことにいつも神経を使っていますから、子育て

にはまったくと言っていいほどゆとりがなくて、家庭にい

たときでも、もうだんなさんが帰ってくる時間なのに子ど

もが散らかしてしまったとか、どこかにほこりがついてい

ないかとすごく気を使ってイライラしてしまうので、怒ら

なくもいいことで子どもを怒鳴っちゃったり、はっきり言

ってたたいていたこともしょっちゅうだったというふう

に皆さん供述されます。いざ、うちで保護してもらって親

子だけでいたとしても、やっぱり先々を考えると不安なの

で、つい子どもに怒鳴ってしまう。そんなふうに皆さんお

っしゃっています。 

 彼女たちにいろいろと聞いてみると、ご自身が育つ過程

で、やはり暴力とは無縁ではない。お父さんがお母さんに

暴力を振るうのを見て育っていたり、お母さんから暴力を

受けていたり、あるいは、お父さんから性的虐待を受けて

いたという、力の暴力を受けてきた方もいるし、頼りたか

ったのに全然頼らせてもらえなくて、いつもひとりで何で

も考えてやってきたという、そういう意味での虐待を受け

ていた方も多いです。ご主人もやはり暴力の家庭で育って

いたという方もかなりの数にのぼります。ですから、実家

に相談したり、あるいはご主人のお母さん、おしゅうとめ

さんに相談してみても、私のほうがもっとひどい暴力を受

けていたと言われてしまったり、私だって 30 年我慢した

んだから、もうちょっと我慢しなさいと言われたりして、

なかなか助けてもらえない、そういうお話もたいへん多い

です。 

 いざ逃げてきて一番大きいのは、やはり本当に自分がひ

とりで生きていけるのだろうか。ひとりで子どもを育てて

いけるんだろうか。あるいは、いつかやっぱり見つかって

しまうんじゃないだろうか。そのときにはきっと殺されて

しまうかもしれない。そんなことを考えている方も多いで

すし、初めて逃げた方というのはたいへん少なくて、実家

に逃げたり、友達のうちに逃げたりというのはよくありま

すし、ひとりでアパートを借りて 2か月あるいは 2年住ん

でいたのに、やっぱり見つかって連れ戻されてしまったと

いう経験をもっている方も多くいる。2 人、3 人とパート

ナーを代えてみたのに、みんな暴力を振るう人だったとい

う方もかなりの数いらっしゃいます。そうなると、私はや

っぱりちゃんとした人と結ばれないんじゃないだろうか、

そんな不安をもっている方も多いです。 

 それから、子どもについて言えば、一緒に来ている子ど

もたち、年齢の低い場合が多いんですけれども、年齢に比

べるとお母さんとの密着度が強いというか、とても分離不

安が強い。ですから、お母さんがちょっとでも見えなくな

ってしまうと大騒ぎをしたり、お母さんの体の一部をじっ

ともっていて離さない、そんな子どもが多い。それから、

落ち着きがない。かなり多動であったり、ひとときもじっ

としていられなかったり、粗暴であったり、我慢ができな

くて、ちょっとわがままかなというように思える子どもが

多いように思います。 

 その反対にとってもいい子も多い。どっちがお母さんか

わからない。小学校低学年の女の子で、母子でのやりとり

を見ていると、どっちがお母さんなんだろう。小さなお母

さんというふうによく言っているんですけれども、お母さ

んが不安定になったときに、お母さんを気づかって、声を

かけたり、あるいは自分が何かしてほしいと思ったのに、

一瞬言葉をのんで自分の主張を最小限に抑えてしまった

り、お母さんはお父さんを悪く言うんだけれども、お父さ

んは大好きだよと言ってみたり、お父さん、どうしてるか
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なと、お母さんには言えませんから、ほかの人にちょこっ

としゃべったり、そんなことをしている子どももいます。 

 また、自分がかまってほしいけれども、うまくかまって

もらえないので、自分のことは置いておいても、小さい子

どもの世話を一所懸命して、自分のお母さんのお世話だけ

じゃなくて、ほかの子どものお母さん役をやっていて、一

所懸命居場所をつくっている子どもも多いです。あとは、

大きな声ですとか、ちょっとした険しい表情にとても敏感

で、恐怖心を抱いているなと思われる子どももいます。ち

ょっとしたケガ、すりむいただけなのに大騒ぎして、ひょ

っとしたら骨でも折ったんじゃないかと思って慌ててお

医者さんに連れていってみると何ともなくて、そうやって

周囲が相手をしてくれたら、安心しちゃったのか元気で飛

びはねちゃうというような子どももいます。そういう意味

では、子どもさんもお母さん自身もたいへん不安定で、や

はりこれから先、家族で暮らしていくのはなかなかたいへ

んかなと案じられるような方が多い。 

 私どもで相談を受けてお預かりするのはほんのひとと

きで、平均して約 30日ほどです。たったそれだけの間に、

これまでの気持ちの整理をして、これからのための準備を

して、あたふたと新しい場所に移っていかなければいけな

いということですので、そういう意味では、一番混乱して

いる時期に接しているということになります。そういう混

乱をまだ抜け切れない中で出ていかなくてはなりません

が、大体 6割の方がアパートを探して出ていきます。2割

ぐらいの方が母子生活支援施設であったり、婦人保護施設

に入ったりということで出ていきます。実家がなんとか面

倒見ようということで受ける場合が 1割ぐらい。1割弱は、

やっぱり家に戻ってもう一度やりますというケースです。

本人の意思でそれがいいと選んで帰る方もありますし、実

家などの場合いろいろと圧力がかかって、やっぱりここで

帰らないと実家もとても危なくなってしまうということ

で、やむなく元の家に帰るという方もいます。 

 では、出ていってどうやって暮らしていくのかというこ

とを考えたときに、できれば何か中間施設のようなものが

実は必要になります。母子生活支援施設だけではとても足

りない状況です。いつも職員がいて、心理的なサポートも

してもらえるし、何か法的な手続きをとるためのことにつ

いても相談できるようなスタッフがそろっている中間施

設があって、心の混乱状態をある程度おさめてから母子で

暮らせるようなそんな中間施設があれば、かなり現状はよ

くなるんではないかと思っています。 

 それから、今はまだなかなか法的な介入が難しい。警察

に保護を求めても、なかなか動いてもらえない。法務局か

ら通知が出てからずいぶんよくなっているんですけれど

も、警察が来てくれて、現行犯でご主人をとりあえずは拘

留するものの、今のところ、24 時間たつと釈放してしま

いますので、安心して暮らすことができない。万が一、自

分たちが母子で暮らしているときに、ストーカー行為のよ

うなものがあったとしても、基本的には夫婦ではないかと

言われてしまうところがとても大きいですし、傷害罪とし

て本人が出したとしても、それは認定されて、夫の罪をき

ちんと罰するまでにはかなりの時間がかかってしまいま

す。その間、安心して暮らせるような安全保障がないとい

うのが 1点。 

それから、母子で暮らしていくための経済的支援の制

度がなかなか難しい。とりあえず生活保護の制度はありま

すけれども、生活保護で暮らしていくのにもハードルが高

いですから、そういう意味で母子で暮らすのは難しい。本

なんかでもよく書いてありますけれども、住所をきちんと

移さないで住むとすると、保険にも入れませんし、正規の

職につくこともできないので、そういう意味で、経済的な

支援する制度が足りない。 

一番大きいのがやはり心理的サポートをしていくため

のシステムがありませんので、ご夫婦の関係を見直したり、

ご自分の親との関係を見直したりして、自分らしさを取り

戻すためのサポートをしていく機関がないということで

すね。それから、子どもを育てていくために、心理的な問

題もあれば、経済的な問題もありますが、そういった子育

てを支援していくためのシステムもなかなかない。いろい

ろと困難な状況にありながら、皆さん何とか暮らしていか

なくてはいけない。 

今、私のほうで相談を受けている中で、DV が及ぼす影

響としては、そんなところを感じております。 
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 報告２ 
秋山宇代 

（浦和児童相談所・児童福祉司） 

 

 初めに児童相談所のことについて、少しご説明させてい

ただきたいと思います。皆さんの資料の中に入っているパ

ンフレットをご覧いただけば、だいたい児童相談所ってど

んなことをするところかということがわかっていただけ

るかと思います。その後に、児童相談所で受けた事例につ

いて、2つほど紹介させていただきます。その中から、ど

んな影響が出てきているのかというところをお話しさせ

ていただければと思っています。 

 「児童相談所とは」と一口に言いますと、子どもに関す

るあらゆる相談を受ける公的機関です。埼玉県内には、6

カ所の児童相談所があります。相談の種類は大きく 5つに

分けられています。一番最初に出てくるのが養護相談。お

父さんやお母さんなどの保護者が子どもを養育できなく

なったときに、相談として出てくるのがこの養護相談です。

虐待相談もこの中に含まれます。次に出てくるのが心身障

害相談で、障害をもった子どものことについての相談です。

3つ目が非行相談。うそをつくとか、家出を繰り返すとか、

そういった虞犯行為をしている子どもについての相談や、

窃盗や恐喝で警察に保護されて、警察から通告を受けた子

どもについての相談を非行相談と言っています。4つ目が

育成相談。これは性格行動上の問題、例えば友達と遊べな

いとか、不登校、それから家庭内暴力などがこの中に入っ

てきます。5つ目がその他の相談ということで、乳児や乳

幼児の発達についての相談や、思春期の性の問題、保健相

談などが含まれます。 

 このように、多岐にわたる相談を児童相談所は受けてい

るんですが、どこからそういう相談が入ってくるかという

ことをお話ししますと、児童本人からの相談、それから家

族や親類、福祉事務所、学校、警察、医療機関、そのほか、

ありとあらゆるところから相談が入ってきます。それでは、

受けた相談はどういう形で処理されていくのかというと、

まず児童福祉司による調査を行います。それから、必要に

応じて心理判定員が判定をしたり、小児科や精神科の医師

による診断を受けたりします。いわゆる社会診断、それか

ら心理診断、医学的診断を行います。そのほかに、必要が

あれば、子どもを一時お預かりして行動観察をする。診断

を行い、行動観察をした上で、総合的に判定をして処遇を

決定していきます。 

 処遇の内容というのは、施設にお預かりすることとか、

里親に委託すること、場合によっては医療機関につなげる

ことなどがあります。それから、児童相談所に定期的に通

ってきていただいたり、定期的に家庭訪問したりというよ

うなことも、児童相談所では行っています。児童相談所長

にはたいへん大きな権限があって、親の親権を剥奪するこ

とを家庭裁判所に請求をすることができます。そういった

機能や権限をフルに使って、いわゆる福祉事務所や、学校、

家庭裁判所、施設、医療機関、地域にいらっしゃる民生児

童委員といった関係機関と密に連絡をとりながら、児童の

最善の福祉を守っていくといったことを行っています。 

 次に、児童相談所での事例をいくつかお話ししたいと思

います。児童相談所では、いわゆる DV ということが前面

に出てかかわることはほとんどありません。子どもについ

ての相談から入っていきます。例えば人のかかわり方が下

手だとか、顔に傷があるだとか、体にあざができているな

ど、虐待を疑われるような内容の通告から児童相談所はか

かわりが始まります。そして、そのかかわりの中から、実

の父親から、継父から、母親の内夫から、お母さんや児童

本人が暴力を振るわれているということがわかってきま

す。 

 1つ目の事例ですが、子どもは小学校の 3年生の女の子、

Ａちゃんとします。身長は 100 センチにも満たない。3年

生なのに、身長は 100 センチに満たない、体重も 12キロ、

見るからにもう本当に小さいお人形さんというような感

じの子どもでした。学校からの通告が入りまして、体にあ

ざをつくって登校してくる、それから、朝食を食べてこな

いようで、2時間目が終わるころには「おなかがすいた」

と言ってクレヨンをかじるなど、おかしな行為があるとい

うことでした。虐待されているのではということで、学校

から児童相談所に直接通報が入りました。 

 埼玉県では昨年から、こういった虐待の通報があります

と、48 時間以内に調査を開始するということになりまし

た。早速、このときにも学校へ出かけていきました。学校

の校長先生、それから担任の先生、養護の先生にお会いし

ていろいろお話を聞いたんですが、すぐに今日保護する必

要はなかろうということで、そのときには保護することは

しませんでした。2、3 週間後に、顔に縫わなければなら
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ないような傷をつくって、継父がつき添って病院を受診し

ていました。その受診先からどうも不自然な傷だというこ

とで、病院の先生から通報がありまして、その子どもだっ

たらこちらでもかかわりを少しもっている子どもという

ことで、これはほうっておくことはできないと判断して、

すぐに児童相談所の中で緊急協議を行いました。緊急協議

した結果、警察官の立ち会いも必要だろうということにな

り、警察官の立ち会いの上で、病院のほうから、児童福祉

法第 33 条による職権で保護するということができること

になっていまして、そこから子どもを私どものほうで保護

しました。警察に子どもも連れていきましたし、その継父

も連れていきましたし、すぐに実母も呼びました。そこで、

お母さんには子どもは保護するから安心してお話をして

くださいとお伝えし、いろいろお話を聞き始めました。そ

うしたら、そこで子どもが保護されたいうことで本当に安

心していただけたと思うんですが、「実は」ということで、

継父からお母さんも子どもも暴力を受けていたことを話

してくれました。 

 再々婚で 3回お母さんは結婚しているんですが、再婚し

た当時今の継父は、働いていたんですけれども、すぐに仕

事をやめてしまい、今はお母さんの稼ぎで生活しています。

お母さんはこの今の継父の前の男の人との間に、Ａちゃん

のほかに 2人子どもがいますが、夜の仕事に出るときには、

その下の 2人はまだ就学前ですので、勤めに出る前にベビ

ーホテルに預けて出かけていったんですが、そのベビーホ

テルに預けるお金がもったいないということで、この継父

はおれが面倒を見るからお前は働きに行けと言い出し、継

父が夜 3 人の面倒を見るという形にならざるを得ない状

態に追い込まれてしまいました。結果的には、このＡちゃ

んが、下の 3歳と 2歳の子どもの世話をさせられていたよ

うです。その上、お母さんに対しては、継父は「自分から

離れたら子どもたちに何をするかわからないぞ」といった

ような言葉でおどかし、ちょっとしたきっかけで暴れ出し

て、家具などを物でたたき壊したりするような暴力的な行

為をお母さんや子どもたちに見せつけて、子どもたちがそ

こから逃げ出せないような状態をつくっていたというこ

とでした。お母さんは本当に手を出せなかったんだという

訴えが、そこではっきりしてきました。 

 Ａちゃん自身は、どういう子どもなのかと言いますと、

何事にも自信がもてないようで、もう 3 年生なんですが、

日中でも尿失禁があります。早速、心理判定もいたしまし

た。その結果は、とても人なつっこいが、表情がかたい。

情緒的に枠のなさが目立つ。安定感の欠如、健全な自我が

育っておらず、外界と内界、空想と現実、自分と他人、物

と人との区別があいまいで、言動が混乱してしまうといっ

た心理判定の結果が出ています。最初に申し上げたように、

低身長だったことから、発達診断も受けました。医師に診

ていただいんたんですが、その結果は、成長ホルモンの分

泌不全で、これは虐待との関連も考えられるので、養育環

境の整備が必要だというふうに医師から診断が出ました。 

Ａちゃんの実父というのは、アルコール問題を抱えて

いる人でした。それから、そのお父さんとはＡちゃんが 1

歳になる前にお母さんは離婚しています。次にお母さんが

再婚した人は、下 2人の子どものお父さんなんですけれど

も、仕事人間で家庭を顧みない人でした。特に暴力を振る

うとか、そういうことはなかったんですが、家族 3人、本

当にほうり投げられていた。お母さんだけで子どもたちの

面倒を見なければならないような状態だった。3番目の子

が生まれて、すぐにお母さんは離婚をしました。暴力を振

るった継父というのは、先ほど申し上げたお母さんの 3番

目の夫です。こういったお母さんの育ちを聞いていきます

と、やはりこのお母さんも、幼少期からお父さんやお母さ

んから身体的暴力を受けていたし、思春期に入ると、実父

からの性虐待を受けているということが見えてきました。 

Ａちゃんは 2 カ月間、私どものほうで一時保護したん

ですが、お母さんが自立した生活ができるようになるまで

という条件つきで、児童養護施設への入所措置となってい

ます。この 2カ月間で、安心して生活する場を与えられた

ということでしょうか、身長は 98 センチだったのが 102

センチまで 2カ月の間に伸びています。それから、体重も

12 キロから 14．5 キロにふえました。精神的に少しずつ

ですが、自分の考えを自分の言葉でお話ができるようにも

なってきています。こういった継父から受けた暴力などが、

子どもの置かれる環境、身体的発達、精神的発達に大きく

影響するという事例をご紹介しました。 

 2 つ目の事例は、小 3の男の子です。これは、お母さん

のほうから、「乱暴な行為で手を焼いている。あんなに乱

暴なことをしていれば、私は虐待してしまうんじゃないか、

しまいには殺してしまうんじゃないか。不安だから、子ど

もを預かって施設に入れてほしい」という内容でした。こ

のお母さんも、3 回結婚しています。3 人目のお父さんか

らやはり暴力を受けています。とてもひどいなと思ったの

は、下 2人の子どもの実父が乱暴していたお父さんなんで

すが、離婚したときには下 2人は生まれていませんでした。
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離婚した後に、そのお父さん、継父なんですが、アルコー

ルを飲んで家に押しかけてきて、結果的には離婚した後に

下の 2人を妊娠して出産しています。その上、この子ども

たちの前でお母さんに性的な暴力をする。それから、身体

的な暴力をする。ひいては、アダルトビデオを家の中で子

どものいる前で見させるというような行為を続けてきて

いました。 

 そこに耐えられなくなって、お母さんはやっと抜け出し

て、親子で生活をし始めたところへ、子どもが問題を起こ

してきたということでした。お母さんは一難去ってまた一

難ということで、もう本当に困った状態で私どものほうへ

相談に来ました。来たところで、お母さんはかなりパニッ

ク状態だったものですから、子どもを一時保護しました。

そういった子どもで、まだその子どもについても、いろん

な問題を抱えている子どもですので、やはりお母さんの手

元に返すというわけにいかないと判断し、まだ私どものほ

うでお世話しているところです。 

 以上、2つの事例を申し上げましたけれども、子どもが

身体的な暴力をお母さんに与えているというのを見せつ

けられる、性的な暴力をしているといったところを見せつ

けられるのは、子どもにとっては精神的な、心理的な虐待

を受けていることそのものなんですね。そういったことか

ら影響されてくるのは、最初に申し上げた事例のように、

人との関係がうまくつくれなかったり、家出を繰り返して

しまったり、成績が下がってしまったり、不登校になる、

引きこもりになる、そのほか、最初のお母さんも、2人目

のお母さんもそうですが、次々に男の人を代えていく。そ

して、同じような状況に陥っていくといった問題がいろい

ろ出てくるように思います。 

 そういった子どもについて、どういうことができるかと

いうところが、これからの私たちの課題なんですが、最後

に私は福祉事務所にも勤務していたことがありまして、と

ても気になっていることがひとつあります。それは、こう

いった暴力を振るわれている子どもとお母さんが逃げる

ときに、母子で一緒に逃げ込めるような施設がなくて、結

果的には小さい子どもだったら、先ほどの高倉さんのセン

ターのほうに一緒に入ることはできるんですが、少し大き

い子どもだとか、男の子なんかだと、一緒には逃げ込むこ

とはできません。母子をばらばらにせざるを得ないことが

あります。心身ともに傷ついているときにばらばらにされ

るということは、二重に傷をつけられてしまう、痛みを与

えてしまうということがあると思います。母子の精神的な

身体的な立ち直りを支援していくためには、本当にすぐに

でも安心できる保護施設が必要だと強く感じています。 

それから、11月 20 日には児童虐待防止法が施行されま

す。これからも皆さんと一緒に児童の福祉を守っていきた

いなというふうに考えています。 
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 報告３ 
小宮純一 

（埼玉新聞記者） 

 

 私は、この 2年間、子どもの虐待ということをテーマに

キャンペーンの記事や連載を書いてきました。その立場か

ら見て、このドメスティック・バイオレンス（以下 DV と

略す）、とりわけその中に子どもが巻き込まれた場合にど

んなことが起きてくるのかというあたりを、少しお話をさ

せていただければと思っています。 

 夫婦や親子という関係の中で、DV や児童虐待が起きて

いるということを世の中全体が認知してきたのは、実はま

だまだごく最近のことです。児童虐待のほうがいくらか

DV よりは世の中全体への浸透は若干早いかなという気は

していますけれども、社会全体が、虐待ということを認知

せざるを得なくなっていったというのは、今からまだ 10

年ほど前のことだと考えています。 

 当時、虐待というものが、まだ言葉として定着せず、起

きていく事件を分析をしたり、アプローチを考えていく場

合の道具になっていなかった時期ですが、私自身が関心を

もったのは、ある少年の事件でした。成人であれば弁護人

という形で弁護士たちがつきますけれども、18 歳未満、

あるいは 20 歳未満の子どもたちの場合には、付添人とい

う形で弁護士がつきます。ある時、連続放火をやっていた

子どもが逮捕され、少年審判を受けていた。その付添人だ

った弁護士が私を呼んで、「実はこの子どもは男の子なん

ですが、父親のほうから性的な虐待を受けている」と言わ

れたんです。行動障害ということもあったんでしょうか、

次々と火をつけていると。そういうことを法廷で陳述をし

たり、弁護したときに、裁判官の印象として得になるかな

らないか、その辺、君はどう思うというふうな聞かれ方を

されたことが 10 数年前にありました。その当時は、今ほ

ど司法の分野でも、警察の中でも、虐待に対する認識は低

かった。したがって、多く語られてきた少年事件の中に、

実は家族間の暴力が潜んでいるのだということを、なかな

か法廷の中で明らかにすることが難しかった。そのことを

聞かされた裁判官たちが、そのことをどう受けとめるかと

いう点でも極めて不十分だった時期だと思います。 

 世の中が、例えば虐待であるとか、夫婦間の暴力も含め

た家族間の暴力に目を向け始めたのは、おそらく 1995 年

以降だろうと思います。なぜ 95 年かというと、1 つは、

国連での子どもの権利条約が批准された。残念ながら、私

たちが生きているこの日本というのは、ことし沖縄に集ま

ったサミット、あの主要何カ国という中では最も遅れてこ

の条約を批准をした情けない国ではありますけれども。ま

た、北京で開催された女性会議の中で、不十分ではあった

けれども、この暴力に対する宣言がなされたわけです。も

し、あの当時、今皆さんが関心をもっている親と子の関係、

あるいは夫婦や恋人との関係の中でそういうことが起き

るということを社会全体が認識していれば、もう少し違っ

た裁判なり、少年審判みたいなものが起きていたのではな

いかということがまず第 1点です。 

 2 つ目は、私は 2年間虐待の問題にかかわってきて、子

どもへの虐待というステージの場合は、一般的に子どもは

弱いということが皆さんおわかりになりますから、割とア

プローチをかけていく場合のモチベーションの持ち方と

しては持ちやすい。つまり、小さな弱い子どもがやられて

いるんだから、守らなければという点では、割と合意がつ

くりやすい。ところが、これが夫婦や恋人間ということに

なってくると、「基本的には夫婦間の問題でしょう」とい

うような感覚が、実は司法の現場にもかなり強くあって、

受け入れられないということがありました。ただ、その中

でも専門的に虐待の問題を扱ってきた分野の中でも、実は、

この DV の被害者はもう 100％間違いなく女性なわけです

けれども、登場してくる女性たちを、どちらかというと「虐

待の加害者としての母親」というようにとらえる、それが

まだまだ正直言って私は強いような気がしています。 

 そうではなくて、先ほど報告の中にもあったとおり、具

体的な子どもへの虐待の介入をしていくプロセスの中で、

暴力を再発見をしていくといった視点も一方で持ち続け

ないと、子どもだけを守ればいいのだというような単純な

行為では見えてこない部分が、この DV という問題ではな

いかと考えています。子どもへの虐待の加害者であった女

性が、実は DV の被害者である、2 層構造といいますか、

合併症のようになっているという事例が割と多いと聞い

ています。女性が自分の子どもに虐待しなければならない

ほど追い込まれており、子どもを虐待することで SOS を出

しているといったかつての被害者、あるいは今現在も被害

者の女性の姿は、子どもの虐待というステージの中だけで

はなかなか見えてこなかったのではないでしょうか。 
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 実際に、日本にはまだ少年事件も含めてですが、的確に

こういった事例を積み重ねてきて、どれぐらいの割合でそ

ういうことが起きるのかというデータは、実のところ、先

ほどビデオにあった東京都が行った調査、それから、その

直前あたりに総理府等がやったデータ等がありますけれ

ども、そういったデータの積み重ねが始まったのは、たか

だかこの数年のことです。過去の子どもにまつわる事件や

家族の中での事件についてのデータというのは、正直言っ

て、日本はもっていないというふうに基本的には考えてい

ます。 

 アメリカのボストンがもっている有名なマニュアルに

よると、子どもへの虐待が起きているケースの約30％が、

バタード・ウーマン（殴られ続けてきた女性）によるもの

だった。つまり、被害者が加害者になっているものは、約

3割だということです。虐待ということだけで見ていくと、

背後にある DV は見えてこない。実は、殴っている側の女

性自身が被害者であったというケースも見ていかなくち

ゃいけない。子どもの虐待の問題と DVの問題というのは、

両方に常に注意しながらケースを見なくてはならないと

私自身が思った動機はその辺にあります。 

 先ほどのビデオの中で、DVとは何かという定義の中の 3

番目に出てきましたけれども、男性が子どもを使って暴力

を加えていくことで、女性に心理的な暴力を与えるという

説明がありました。例えば、女性の目の前で子どもを殴る

とか、あるいは首を締めたり、性的な虐待を加えたり、お

どしてみたり、食事を与えなかったり、あるいは、離婚を

した後の親権をめぐってのやりとりの中であったり、面接

交渉権をめぐって、会わせる会わせないといったことです。

中には、拉致、誘拐をする男性の例もありますし、子ども

が見ている前で、女性に対して身体的・性的な暴力をふる

うこと。これらは、男性の立場から言いますと、要するに、

自分がふるっている暴力の責任や理由を子どもにすりか

えるわけです。子どもが悪いから、おれはお前に対してこ

うなっているんだとすり変えをしてしまう。母親としての

役割を一生懸命やろう、いいお母さんになろう、いいママ

になろう、いい妻であろう、もしくは、重層構造の家族関

係の中にあってはいい嫁であろうと考える、役割分担をか

なり強く意識する女性たちにとっては、これはたいへんな

苦痛になります。 

 と同時に、このことは、直接被害をうける女性だけでは

なくて、子どもがそれを見るという点でも、二重の被害を

家族の中で増産することになります。つまり、直接子ども

が暴力を受けなくても、暴力の現場を見ることは、先ほど

秋山さんがおっしゃいましたけれども、11 月 20 日に施行

される児童虐待防止法の中では、4つに分類されている子

どもへの心理的虐待の中に位置づけられる行為です。直接

子どもをぶつとかいろいろなことをやられていなくても

です。 

 子どもが暴力を目撃することによる影響はたいへん深

刻です。例えば母親が受ける暴力を目撃している子どもた

ちの特徴として、実際の治療や援助の現場で指摘されてい

るのは、日常的にかなり不安感を抱え、身体的な不調がス

トレスによって出てくる、あるいは聴覚障害、ものが聞こ

えなくなる子どもの例も報告されています。あるいは勉強

していく上で障害のようなものも出てきたり、小さな子ど

もであればあるほど、実は自分がいい子ではないので、う

ちのパパはママに対してああいうことをするのではない

か、ママの恋人はああいうことをするのではないかと苦し

むことになります。 

 先ほど申し上げたように、直接これが子どもに向く場合

には、子どもに対して、「おまえが悪いからこういうこと

をするんだぞ」と子どもに告げていくことになります。結

果的には、子どもの自己肯定感といいますか、自分が悪い

からこういうことが家族の中で起きるのだ。だとすれば、

自分がすべきことは、自分がいい子になることであるとい

うことを小さいころからすり込まれることになります。か

なり過剰な責任をとろうとするような行為、先ほども高倉

さんのほうから「小さいママ」というご報告がありました

けれども、過剰に責任をとろうとするようなこと。でも、

小さな子どもたちにとって、そんな責任をとるということ

は当然不可能です。したがって、できなかった自分に対し

て、自分はそういった役割を演じることができなかったと

いう形で、みずからに対しての罪悪感をは抱いてしまいま

す。結果的に、小さいうちから自分を肯定する自己肯定感

が育たずに、逆に自分を否定する自己否定感情が大きくな

るにつれて、子どもは自分がなんて無力なんだろうという

ところに追い込まれていきます。子による親殺しというふ

うなケースが、実際の事件としてはたくさん出てきます。

実の父親を凶器を持って殺そうとするというふうな行動

に出る子どもたちの例もあります。直接行動には出ないに

しても、あいつ、早く死んでくれないかなというような感

情を抱えながら生きていく。もしくは、自分にその刃が向

いた場合には、家出を繰り返すとか、自殺することを何度

も何度も試みるとか、あるいは、よく言われる非行という
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ふうな方向に走ってみたり、場合によっては、何とか自分

の中で自己バランスをとろうとするがために、薬物等に手

を出していく子どもたちという例も報告されています。 

 この 2年間やってきた子どもへの虐待の連載の前に、や

はり 2年間ぐらい続けていたのが、スピードと呼ばれる最

悪の薬物、覚醒剤が埼玉県内の女子高校生たちにかなり広

がっているというのを追いかけたルポでした。そのときの、

なぜ薬物をやろうと思ったんだいということを丁寧に聞

き取っていく中で、ある女の子の場合は、お父さんとお母

さんの間にある暴力というものの中からの逃避行動だっ

たというケースがありました。 

 海外のあるデータによれば、援助者や治療者は、男の子

の場合、子どものときに暴力行為を目撃し続けると、成人

になってから、今度は暴力の加害者になる可能性が高いと

いうことも指摘されています。したがって、DV の問題を

考えるときに、一次的に表面にあらわれている、当然まず

第一に救わなければならないのは女性であることは言う

までもないことですけれども、それを直接受けているいな

いにかかわらず、目撃をしている子どもも、その保護の対

象として視野の中に入れていくことが非常に大事なこと

だと思います。 

 その中で、子どもたちが直接・間接的に受ける被害の問

題と、直接被害者である女性たちに対する救援行動の関係

というのは、今申し上げたように、非常に複雑に絡み合う

ことがあります。もし自分が受けている暴力を子どもが見

ていて、先ほどいくつか指摘したような問題行動や、ある

いは何だこれはと思うような行動を子どもがやっている

ことを、子どもが SOS を出しているんだと認識できない被

害女性の場合には、さらに被害の影響は深刻度を増してい

くことになります。言ってみれば、子どものそういった困

った行動というのは、クライシス・コール、助けてくれと

いう救援行動なのですが、それに気がつかない状態にある

女性の場合には、かえってその子どもが引き起こすいろい

ろな問題行動が、被害者である女性をさらに窮地に追い込

んでいくということにもなります。 

 中には、そのことで子どもの養育を拒否したり、あるい

は、夫やパートナーがやるであろうと予測される暴力を、

女性の側が被害者でありながら先取りをする。つまり、女

性があえて子どものほうに手を出す。夫にやられるくらい

だったら、私がやったほうがいいのだと話す被害女性も中

にはいます。子どもへの虐待のフレームの中では、女性が、

実はやろうと思って暴力を振るうのではなくて、男がやる

側の暴力を先取りをしていたという複雑な事例も出てき

たり、中には子どもがそんなに悪い子なんだからというこ

とで、あえて暴力を加えるパートナーのもとにずっと居続

けたり、また戻ったりする。 

前の 2人の方々に比べて、直接の DVケースをもってい

るわけではありませんが、子どもの虐待ということを 2年

間ずっと見続けてきた立場から、その加害者になっている

女性が実はバタードウーマンだというのが 3 割近く内包

されている、という見方を私たち自身がもっていくことも、

実は大事ではないかと考えています。 
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 パネルディスカッション 
 

 コーディネーター 松田 瑞穂（アジア女性基金業務部長） 

 パネリスト 高倉富美子（埼玉県婦人相談センター専門調査員） 

  秋山 宇代（浦和児童相談所児童福祉司） 

  小宮 純一（埼玉新聞記者） 

 

【松田】今それぞれお話しいただきました 3人の方を交え

て、これからパネルディスカッションをしたいと思います。

先ほど最後にお話しなりました小宮さんのお話の中にあ

りました虐待をしている人という数字ですけれども、今、

全国の 174 カ所にある児童相談所で受けた相談や通報の

件数が、10 年間で 9 倍、今、全国で 1 万 1,631 件になっ

ております。皆さんのお手元にあるこの埼玉県の、先ほど

秋山さんがお話になったこの冊子のところにも、子どもの

虐待についての数字、受付の推移というのがありますこれ

もほぼ全国の数字と同じように、平成元年が 39件、10年

度が 369 件ですから、ほぼ 9 倍、10 倍近くになっている

ということがおわかりいただけると思います。この虐待を

している人という数字を調べてみますと、加害者は、実父

が 25％、実母が 58％で、合わせると 80％以上が両親によ

って起こされているということになります。 

 今まで、DVと子どもの虐待というのは、2つが全然別の

ものとしてとらえられていたんですが、先ほど皆様から、

詳しく関連がどういうところにあるかという報告が出た

と思います。この辺について、最近の動きなどを中心に、

児童相談所の秋山さんのほうから、そういう傾向が見られ

るとお考えになっているかどうか、お話を聞かせていただ

けませんか。 

 

【秋山】 私どものほうで受けている虐待相談は、全部が

全部 DV に関係していることではありませんが、いろいろ

なケースを見ていると、本当に父親が母親に対して暴力を

ふるっている。先ほど申し上げなかった事例のほかにも、

私はこの 4 月に浦和児童相談所に異動してきたんですが、

この半年の間に入ってきたケースは、やはり大体父親が暴

力的で、母親に対しても暴力的、子どもに対しても暴力的

というケースが多いです。 

 もう 1つ、前から引き継いだケースの中で、性的な問題

があります。それは、子どもは中学生ですけれども、小学

校低学年まで、母親は父親にかなり殴れていたというよう

なケース。低学年のときにある事件がありまして、父親か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら子どもに性的な暴力があった。そういうことで、お母さ

んは子どもたちを連れて逃げるんですが、結果的にまた引

き戻されて一緒に生活をするようになっています。そうい

ったことで、出たり入ったりするようなところで、ぴたっ

と暴力行為はお母さんにはなくなったんですが、引き続き、

隠れて子どもに性的な暴力があった。そういったことが、

もう本当に最初は DV だったというところから始まって、

でも、お母さんはそこから抜け出せない。 

 

【松田】 今度は虐待と DV の関係について少しお話をし

たいと思うんですが、小宮さんはいかがでしょうか。 

 

【小宮】 今秋山さんがおっしゃった抜け出せないという

あたりですけれども、取材の中で印象に残る一言を言われ

た方がいました。この女性は 30 代の方で、ご主人は国家

公務員でした。しかも子どもに対しても身体的な暴力をや

っていた。それでシェルターに逃げ込んだという方なんで

すが、戻っちゃった方なんですよね。最終的に今現在は完

璧に分離をして再出発なさっている方なので、今現在では

ないんですけれども、その戻ったときの気持ちとして彼女

は、「骨身に凍みる孤独よりも、奴隷の身のほうがいいん

だ」ということを言われたんです。つまり、直接的な暴力

を受けていた女性を引き離さなくちゃいけない、引き離し

期とか何かいろいろ言われて、2週間から 3週間はもう何

があろうとそこは死守しなくちゃいけないというふうな
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時期にちょうど言った彼女の言葉でしたけれども、その辺

はすごく難しいんだろうなという気がいたします。 

 被害者でありながら加害者にもなっているような女性

たちは、一般的には子どもを保護する能力のないだめな母

という言われ方をされる方々が多いです。私が虐待の問題

を書いたりすると、ひどい親ですねというような反応が新

聞社の内部でもあったりします。 

 ですから、先ほど秋山さんや松田さんがおっしゃったよ

うに、ばらばらではなくて、両方を同時に保護するという

ことが、実はかなり求められている。ところが、社会的な

資源の活用の仕方としては、結構縦割りになっちゃってい

るというのが現実だと思うんですよね。私は虐待の分野の

援助者です、私は DV です、というように。その辺のすり

合わせが大事じゃないかなと。 

 

【松田】 たぶん一番両方の面を見ていらっしゃると思う

んですが、高倉さん、どうでしょうか。 

 

【高倉】 私自身は児童相談所でも仕事をしていた経験が

あるんですけれども、そのときには不登校や虐待の問題で、

お母さんに会ったり、非行を繰り返す、特に性非行の女の

子たちと会っていたりしていました。性非行の女の子たち

に見られる、もう今は何も守るものがない、というあの割

り切り方は何だろうと思うことがよくあり、いろいろ聞い

ていったら、性的虐待を受けていた子どもたちだというの

が後になってわかったんです。今の仕事についてみて、特

に保護を求めてくる女性たちを見ていてびっくりしたの

は、私どもに来るのは、お金がなかったり、身寄りがない

女性なわけですが、彼女たちが精神的に本当に愛情に包ま

れて育っていないということなんですね。ですから、男性

との関係で無力感があったり、自信がなかったりという以

前のところでも、そもそも自分自身を守る、あるいは、自

尊心が育っていない方が多い。そういう方が 1人の男性と

出会って家庭をつくっていく中で、果たして男性と対等に

やっていけるのか。それからもう 1つ、母として子どもを

育てていくだけのゆとりがもてるのかというのを、今の職

場に来てすごく強く感じます。 

 そうすると、彼女たちをサポートしていくには、どうし

たらいいのかといった根底にある問題の交通整理からし

なくてはいけないし、今、子どもを虐待してしまうのもと

ても気になります。見ていて本当にお母さんは子どもを虐

待していると思うことも多いですから、果たして親子で置

いておいていいのかと。でも、子どものことを考えたら、

母子分離しないほうがいいだろうというのがもう一方に

ある中で、母子をどこまで一緒にケアしたらいいのかとい

う問題と、お母さんがやはり 1人の人間としてもう少し自

分らしくなれる力がついてから、母をやらせてあげたいな

というのと両方あって、本当にケース・バイ・ケースだと

思いますけれども、そういう柔軟な対応ができる機関とい

うのがあれば一番いいと思っています。 

 

【松田】 今のお話にもありましたし、それから小宮さん

のお話にもあったんですが、被害者である母親が加害者に

なる。母親が加害者であることに気づいていない、自分は

子どもを保護しているんだと思っているケース。例えば、

離婚の調停中に、子どもが母親と一緒にいるのを拉致する、

誘拐するというようなケースがあります。子どもを夫に奪

われないために外に出て遊ばせない、学校にも行かせない

などがあります。母親にとっては保護のつもりであっても

子どもにとって自由に友達とも遊べない状況はどうでし

ょうか。実際には自由や自立をうばっているケースという

のが、非常に多いのではないでしょうか。被害者が加害者

になるというこの点についてはいかがでしょうか。 

 

【小宮】 先ほど申し上げたのは、DV の被害者の女性が

加害者になっているというのを子どもから見たときに、と

いうことでありましたけれども、実はもう少し複雑なこと

があると思います。それは世代をもう少し前までたどって

いかないとわからないということです。さっきお二人が報

告されたときにメモをとっていたんですが、家系図みたい

なものをつくって、具体的なケースに踏み込んでいって自

分の予測を立てたり、これはどうなっているのかなという

ことを見ていく、といったことを私も取材のときに使った

りします。そのときに、世代を越えて連鎖していくことが

言われていますが、被害者が加害者になるというのは、ア

メリカのプログラムでは約 3割となっています。日本でど

の程度かというのはわかりませんけれども、ただ、私自身

が連載で書いてきた具体的な子どもへの虐待のケースと

いうのは、すべて世代間の連鎖が見られました。しかし、

活字にするまでの裏付けが取れないため、書かなかったこ

との方が多いです。 

 公開裁判の場合、私たちは傍聴することができるんです

けれども、逮捕容疑であったり、それから起訴状の中にそ

のことが全然触れられていないわけで、要するに、実際に
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は被告人ではなくて、傍聴席にいるこのお母さんが、私の

取材の中では、「私もあの子をたたいていました、私もあ

の子をやっていました」と言う。けれども、その立件・起

訴されているケースの中には、加害者としての女性として

は登場してこないということはすごくよくあって、私なん

かは複雑な気持ちのときがあるんですよね。傍聴席で隣に

座っているこのお母さんも、あの子の死亡例について、実

は加害者としてかかわっていたんだよということがあっ

たりするんです。ただ、そのお母さんに了解を得て話を聞

いていくと、実は DV の被害を受けていたり、そのお母さ

んもかつては虐待児だったことがわかってくることがあ

ります。虐待をされた子どもが大人になって、被害者にな

ったり、逆に今度は子どもへの加害者になっていく。この

問題の一番根底にあるのは、家族の中での男と女のかかわ

り方じゃないかなと思うんですけれども、そのかかわり方

の機能の仕方が、例えばこういうときにはバシッとやれば

いいんだというように、家族の中での感情処理のメカニズ

ムといいますか、手法として、それしかない家族の中で育

ってしまうと、ほかに自分の感情なり何なりを処理する仕

方がわからない。 

 虐待を受けた子どもが、大人になってパートナーを選ぶ

ときに、特に性的虐待のときには多いと言われますけれど

も、被害者同士が引き合うということはよくあったり、児

童養護施設の中に入所されている子どもたちの中で、性的

虐待の被害児同士が割と仲よくなって群れてしまうとい

うことは報告されています。 

 

【松田】 暴力は世代間で連鎖する、あるいは関係が連鎖

するといういろいろな説があると思うんですが、児童相談

所とか女性相談センターでは、世代間に連鎖するというこ

とならば救いようがないので、それを認めて対応すること

ができない。あるいは、そういう例が多いので、もうそろ

そろその対応を考えていかなくちゃだめだとお考えにな

っているのか、どちらなんでしょうか。 

 

【秋山】 連鎖をここで食いとめたいね、という言葉が相

談所の中ではよく聞かれます。やはりそういう相談が上が

ってきて、虐待を受けている子どもを目の前にして、ここ

で食いとめる。それには何が必要なんだろうということが、

今話し合われはじめて、いわゆるかかわりの整備をしなけ

ればいけないというところではあります。 

 先ほど申し上げたように、11月 20 日には児童虐待防止

法が施行されて、虐待については、通報しなければならな

いというような形で出てきていますが、それでは、そこで

保護された子どもがどうなるのか。ただ保護されれば、今

の危険なところから救い出されればいいということでは

なくて、やはり次の手立てを考えなければいけない。ただ、

さっき申し上げたように、埼玉県では 48 時間以内に虐待

の通報があったら調査を開始するということになって、保

護はできつつあります。何らかの形で力がついてきて、福

祉事務所や、警察や、家庭裁判所などの機関を巻き込んで、

子どもを親から引き離すというところまでできるように

なってきています。いろんな小宮さんの記事だとか、そう

いったことから追い風を立ててもらったりしてもいるん

ですけれども、力はついてきてはいるものの、さあ、受け

た子どもに次に何ができるのかというところで、今かなり

戸惑っているところです。本来は専門的な治療がお母さん

にも子どもたちにとっても必要なんだろうなということ

を強く感じていますが、残念ながら埼玉県には、児童専門

の精神科の機関がありません。今後、その辺りの整備が必

要だというところへ今来ています。 

 

【松田】 母親が無力感を感じているときに相談するとこ

ろがない、あるいは相談すると世間に知られちゃうという

ふうな心配から、なかなか相談に行けない。あるいは、相

談しても自立につながらないというようなケースが多い

と思うんですが、その場合、警察がなかなか介入してくれ

ないですよね。特に DV などの場合、夫婦げんかじゃない

かと。夫婦げんかではなく、DV は違うんですよというこ

とについて、婦人相談センターなどではどう思われますか。

民事不介入といって、今でこそ少しはよくなったにしても、

まだまだ対応が充分ではないという気はするんですが、い

かがですか。 

 

【高倉】 警察に関しては、連絡会があったり、昨年度は

被害者相談センターというのができたので、そういうとこ

ろを通して、DV について情報提供をしたりしています。

ただ本署から交番まではなかなか届かないということで、

警察にはなんとか情報をまわしてほしいということでお

話はしていますけれども、なかなか難しいです。警察側も

かなり敏感にはなってきてくれてはいます。ただ、いざ受

けたら、今度は警察はどこへ連れていったらいいかがわか

らなくて、様子は尋ねずに何でもかんでも婦人相談所にと

いうところがあるので、その辺がなかなか難しいですね。
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あと逃げてくる女性たちはやっぱり迷っていますね。先ほ

どの骨身にしみる孤独よりも暴力に耐えるほうがという

言葉は、本当にもう皆さんにあてはまる。やはり、育つ過

程でしっかりと自分を育ててもらえていないですから、誰

かそばにいて欲しいというのが多くて、私は一人じゃ生き

ていけないとはっきり言える方もいるけれども、そこまで

自覚できていない方が多くて、気がつくとくっついちゃっ

ているというのがある。彼女たちには、やはりなぜ彼がい

いと思ったのか、しんどいけれどももう一度整理しましょ

うとお伝えします。暴力をふるわない彼があり得るのかと

いうことと、その暴力をなぜ受けてしまっていたのかも、

もう一度見直しましょうと。そして、今そばにいる子ども

は、自分を助けてくれる部分もあるんだから、子どもたち

と助け合って生きていくためには、子どもがやはり健康に

育ってもらわなくちゃいけないし、子どもにまた暴力をふ

るう男性になったり、受ける女性になっては困るから、こ

こでやっぱり断ち切るしかありませんよねというお話を

したりして、次に少し目を向けてもらえたらと思って今や

っているところなんです。 

 

【松田】 その場合、DV は繰り返す。そして、アルコー

ルであるとか、経済的な理由であるとか、仕事がないとい

ったフラストレーションで暴力はエスカレートしていく

というふうに言われています。それならば早く別れたほう

がいいんじゃないかということで、離婚あるいは分離とい

うことが非常に多くなると思うんですけれども、この点に

ついては、いかがですか。早く別れたほうがいいと。そう

した場合に、将来、親子の和解というか、もう一度母子関

係や父子関係がつくれるということについてはいかがで

しょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高倉】 県によっては、保護している間にどんどん離婚

させるということで手続きを進めているところもあるん

ですが、私どもは離婚に関しては、とにかくもう少し置い

ておきましょうということでお話をしています。それは、

やはり勢いに乗ってやってしまっても、自分自身が踏ん切

りをつけてやったことでないと、ずっと悔いが残ってしま

うし、やはり皆さん、子どもの父親を奪うということにつ

いてはものすごく重荷に感じていらっしゃいますから、そ

れもやはりこれしかないんだと自分で決心がつくまでは

置いておいたほうがいいだろうというのと、男性の側にし

たって、突然いなくなられちゃって、その上、離婚だと言

われてわけがわからない。納得がいかないですから、なか

なか折り合いがつかないです。そういう意味でも、お互い

に時間が解決するものという考えがあるので、時が来るま

で少し置いておいて、まず今をどう生きるか考えませんか、

ということで、私どももやらせていただいています。 

 あと、男性について、今一番困っているのが、男性がそ

ういうことを相談する場がないということですね。私ども

は夫婦の調整は残念ながらできないんです。 

 

【松田】 その点は小宮さんはいかがですか。 

 

【小宮】 男の側の駆け込み寺というのはあまり聞いたこ

とがないですよね。実際には、私は子どもの虐待のことで

言うと、記事を書くと、何てひどい親だ、こんな子どもを

たたく親は何ていうひどいやつだという反応があるんだ

ということを申し上げましたけれども、個人的には、子ど

もへの虐待の場合に、加害者も、被害者になった子どもも、

どちらもが被害者だと思います。その理屈というのは、家

族の中でのいろんな行動パターンなり育ちの中で、文化と

してそういうものしかなかった中で、ほかのやり方がわか

らない人間なのだから、その人間自身もケアされ、治療さ

れて、つまり、私は虐待の加害者は病気だと思っているも

のですから、その病気を治さない限り、さっき言った親子

関係の修復であるとか、家族が分離した場合は、安易に再

統合というのはやるべきではないというふうに思ってい

ます。 

 

【松田】 アメリカなんかではカリキュラムがあって、加

害者のほうの教育というのに力を入れているわけですけ

れども、日本の場合、家父長制のあり方が、やはりアメリ

カと違うので、そのままカリキュラムをもってきても、役

に立つとは思えない。ですから、日本型の DV への対応方
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法が必要ですね。子どもの暴力に対しても、日本の場合は

非常に親権が強いですね。これはやはり欧米の国と違う点

で、一概によその国であったからそれがうまくいくという

ふうには言えないと思います。それについて、親権が強い

ということで、何か児童相談所なんかで非常に困られる点、

あるいは日本だからこの程度でしようがないというのか、

これでいいのか、このあたりはいかがでしょうか。 

 

【秋山】 親権ということで、本当につい最近までは、親

権、おれは親だ、おれの子どもに何をしても構わないんだ

ということで、施設に預かっている子どもを無理やり連れ

て帰るということがままありました。今もまったくないと

いうことではありません。かなりひどい性的虐待を父親か

ら受けた子どもとの面接の中で、その子どもがもうともか

く耐えきれなくて家出を繰り返して、連れかえされる。家

出をして連れかえされるというのを繰り返しながら、最後

にやっと保護された警察で、実はお父さんから性的虐待を

受けているということをぽろっとこぼしてくれた。そこで、

その子どもを児童相談所のほうで保護することができた

ということがありました。 

 その子どもは、お父さんは優しかった、姉妹の中で私に

だけ一番優しかった。それは強く感じていて、でも、やっ

ぱり性的な虐待をされたのは許せない。だから、お父さん

をつかまえてほしい、逮捕してほしいというふうに。優し

かったお父さんと逮捕してほしいというお父さんとを裏

腹に抱えているその子どもに、でもやっぱりお父さんを逮

捕してほしいと言わせてしまう。そういったことを私たち

が聞いて、何をしなければいけないのかというところで、

いろいろ児童相談所の中でも協議しました。その中で、や

はり本人もそういうことを望んでいるし、法律上でも許さ

れることではない。例えば、逮捕したとしても、また、母

親が離婚にすぐに踏み切らなかったものですから、結局、

逮捕がなかなかできなかったんですが、やっと逮捕できて、

できたけれども、場合によっては執行猶予ですぐに戻って

きてしまうのではないかというようなこともあったりで、

やはりそれは、そのお父さんの親権を取り上げることしか

今子どもを保護する手立てはないのかというところから、

家庭裁判所にその請求を検討させざるをえませんでした。 

 本当にあなたたちは親ですか、ということは、もう目の

当たりにして見ていますので、親の親権は本当に全部剥奪

したいなと思いますが、でも、一方には子どもは親を求め

る。そこら辺の、第三者機関として何ができるのかという

ところから、家庭裁判所にその請求を検討させざるをえま

せんでした。 

 

【高倉】 親権については私たちもたいへん困っていまし

て、離婚をしていないときは共同親権になっていますから、

お母さんが子どもを勝手に連れてきてしまうというのは、

全面親権者じゃないですね。すると、夫側からすると、子

の福祉に反することをしているじゃないかとなるんです。

あの女は子育てする資格なんかないのに、一方的に女の言

い分を聞いてかくまうとはけしからん、児童福祉法違反で

あると訴えられることもありますし、親権者としてのおれ

の立場はどうなるのかということをよく言われます。そう

いう意味で、やはり暴力をふるった加害者の側をどう見る

のか、そのあたりが今はあいまいになっています。 

 

【松田】 小宮さん、何かありますか。 

 

【小宮】 親権というと、僕もかなりしんどい思いをした

ことがあります。私は 11月 20 日に施行される児童虐待防

止法の成立過程をずっと 1年ほど追いかけて、国会に通い

詰めていたものですから、あの裏側で見ていた中で、実は

いろんな制約がたくさんあって、個人的には今度の新しい

法律ができたことの意味はとても大きいと思います。しか

し、実際の子どもの窮状なり、家族全体をケアしていく点

から見ると、私は個人的には、今度の法律の採点は、100

点満点から言うと 35点だと思っています。 

 いろいろな国会議員の方とも連携をとったりしました

が、最低限、手をつけたかったのが、民法のこの親権の部

分です。もう本当に最低限の最低限で、民法 834 条の親に

よる子の懲戒権という項目だけは、削除もしくは改正とい

うことをかなり与党側とも野党側とも連携してやったり

もしました。ところが民法に着手するというのはたいへん

なことになることらしくて、死人を出すことになるんだと

言ったあるキャリアがいたんですね。民法を変えるなんて

いうことをやったら、おれの部下は 2人過労死で死ぬとか

って。でも、せめて懲戒権だけは何とかならないのかと思

いました。一方で、子どもを虐待することはいけませんよ

という法律ができつつあるのに、それと真っ向から対立す

るのが 834 条だと思うんです。実際に見ていただけばわか

りますけれども、親には子を懲戒する権利があると書いて

あるんです。その実行行為の中身として、懲戒場に入れる

ことができると今の民法は書いてあるんです。家庭の中で
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お仕置き場というのを家の間取りの中に常備している家

なんてあるわけがないのに、懲戒場と書いてあるんです。 

 ところが、それに対して、個人的には何の恨みもありま

せんけれども、政党の組み合わせでいうと、自民党の方や、

それから自由党の方というのは、もうものすごい抵抗を示

された。家族のフレームを壊すことになるという論理立て

ですね。それから、実際の法律の実務サイドから見ると、

さっき申し上げた死人が出るぐらいたいへんなことなん

だということになるんですけれども、ほとんどの全国の新

聞が児童福祉法 28 条で申し立てた場合の保護中の子ども

に対して、親が面接したり、あるいは手紙を出せないとい

うことで事実上の一時停止が可能になったと書いていま

す。私はそれではだめだということを思っているんですけ

れども、それぐらい親権はすごく大きいというのが現状だ

と思います。 

 ただ、先ほど秋山さんも親権剥奪宣告の請求をなさると

いうことを児童相談所として検討したとおっしゃってい

ました。埼玉で出すというのはかなり久し振りだと思いま

すけれども、私自身は剥奪ということを請求する、あるい

は停止を請求するということの意味合いとしては、3つぐ

らいあるのかなと思って。直接携わる方々は多分ものすご

くつらいと思うんです。親子を引きさくことになるわけで

すから。 

 ただ、意味合いが 3つあると言った 1つは、加害者の当

事者に対して、あなたは親としては値しないのだというこ

とを明確に告知する。それは司法が告知することになるわ

けです。日本では、親権は親の権利だと思っている人とい

うのはかなり多いですよね。司法試験の場の問題なんかを

見ても、親権はあまり出てこないんですが、ただあれは、

法律家の中でもまだまだ少数派の意見ではありますけれ

ども、明確に出されているのは、親は子を安心して安全に

育ち上げるだけの環境を整える義務があるというのが親

権の中身なんだと思います。義務と責任。子には、できれ

ば生物学上の親に育ててもらう権利があるという考え方

が、なかなかまだ司法にも浸透はしませんけれども、その

立場に援助者側のほうが立ちきるかどうかです、その辺は

かなり自分の立場が問われると思うんです。ですから、1

つは、当事者に、あなたは責任と義務を履行するだけの形

には今なっていないんだということを明確に宣告すると

いうこと。 

 2 番目は、被害者に対して、あなたが悪いのではないの

だということを明確にメッセージとして送る手続きだと

思うんです。つまり、殴られた母であったり女性であった

り、あるいは虐待を受けた子どもに対してでも、君が悪い

からこの事態になったのではないのだよということをき

ちんと司法の記録として残して担保する。後々、5 年後、

10 年後ぐらいまで治療がかかるケースというのはあるか

と思いますが、そのときに君が悪くてこうなったのではな

いということを第三者からきちんと知らせる手続きとし

て、僕はこの親権の問題に関しては、援助者側のほうは腹

をくくる必要があると思うんですよね。 

 3 つ目は、その直接の加害者に対して、さっき言った家

族文化の連鎖の中から断ち切ることによって、全く別な形

で生きる場を保障する。将来への予防ということですね。

そういう点で、私なんかが言うのは簡単なんですが、実際、

現場でやるのはたいへんだろうなというところは感じま

す。 

 

【松田】 子どもは親の保護を必要とし、保護を受ける権

利があるということを明確にすること、さらに、DV、女性

や子どもに対する暴力というのは犯罪であるというこの2

点をやはり啓発していく必要があると思いました。広くこ

の点がが理解されれば、例えば虐待防止法の不備である点

も運用によって民法の改正を待つこともないという気も

します。ありがとうございました。今後ともこういう啓発

をぜひ広めていきたいと思います。 

 



 

Ⅴ 
2000 年 11 月 18 日（土）13:30－16:30 
気仙沼市地域交流センター・大ホール 

【主催】 財団法人 女性のためのアジア平和国民基金(アジア女性基金)、気仙沼市、気仙沼市教育委員会、宮城県気仙沼地方振興センター 

【後援】 総理府、仙台法務局気仙沼支局、気仙沼人権擁護委員協議会、宮城県気仙沼警察署、気仙沼地区PTA連合会、気仙沼市社会福祉協議会 



◇プログラム 

○13時30分  開会のあいさつ 

        気仙沼市長       鈴木  昇 

        アジア女性基金渉外部長 叶  俊寛 

○13時40分  ＤＶ啓発ビデオ上映 

○13時55分  基調報告 

 【報告者】 後藤   裕（精神科医） 

○14時30分  休 憩 

○14時40分  パネルディスカッション 

 【パネリスト】 後藤   裕（精神科医） 

  友田  尋子（大阪市立大学看護短期大学部助教授） 

  佐々木 宏司（宮城県婦人相談所次長） 

 【コーディネーター】 南雲  聡樹（映像プロデューサー） 

○16時00分  参加者との質疑応答 

○16時30分  終 了 

 

◇プロフィール 

後藤 裕（ごとう ゆたか）  山形市立病院済生館神経精神科医長 

宮城県精神衛生センター嘱託（酒害相談）、東北大学医学部講師を経て、平成4年より済

生館神経精神科医長。東北大学で非常勤講師を兼務。PTSD（心的外傷後ストレス障害）

の本人及び家族の支援や回復に携わっている。 
 

友田 尋子（ともだ ひろこ）  大阪市立大学看護短期大学助教授 

大阪市立小児保健センターで看護を実践し、その後教員職に就き、東京大学大学院研

究生を経て、1997年から現職。90年に発足した児童虐待防止協会で相談員を、98年に

発足した日本DV防止・情報センターの運営委員をし、子どもの発達や家族問題などの研

究および活動に携わっている。共著に「ドメスティック・バイオレンスへの視点」など。 
 

佐々木 宏司（ささき こうし）  宮城県婦人相談所次長 

これまで主に福祉全般の業務に携わる。社会福祉六法担当員、査察担当員を経て、現

在宮城県総合福祉センターに所属する婦人相談所次長。1993年より宮城県社会福祉士

会会長を務め現在に至る。社会福祉士。 
 

南雲 聡樹（なぐも としき）  映像プロデューサー 

ドメスティック・バイオレンスをはじめ、福祉や人権などに関するビデオ・テレビ番組を制作。

1996年まで東京都江戸川区役所に勤務。在職時は福祉事務所のケースワーカーをはじ

め、福祉・まちづくり政策の第一線で活躍。 
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 開会あいさつ 
気仙沼市長  鈴木 昇 

  

 

 みなさん、こんにちは。 

 本日は、女性のためのアジア平和国民基金との共催によ

りまして、このようなセミナーの開催をいたしております。

前列に講師の先生、コーディネイター、パネリストの方々

がおいででございますが、本当にようこそ気仙沼市におい

でくださいました。6万人の市民を代表いたしまして、心

から皆様方を歓迎申し上げます。本当にありがとうござい

ます。 

 アメリカの家庭内暴力は、年間 400 万件あると記録され

ております。その中の約 20％が女性に対する虐待・暴力

で、何と 6時間に 1人の割合で尊い命が失われているとい

う実態が報道されておりました。それに対してアメリカ合

衆国は、女性の人権を必死になって守ろうとしており、避

難所が全米で約 2000 か所弱あるそうです。そんなことを

聞くにつけ、まあそれは外国のことではないかという認識

を実はしておりました。しかしそうではなくて、わが日本

も相当に女性に対する暴力が進んでいるという実態が出 

てまいりました。 

 

 当市におきましても、市民相談窓口を設置しております

が、昨年度の女性への暴力に関する相談は 27 件になって

おります。私共は、これは氷山の一角ではないかという認

識を実はしております。アメリカの人口は２億５千万。日

本の人口はその約半分ですが、日本の民間シェルターはま

だ 20 か所にも満たないような非常に遅れている現状であ

る、というように聞いております。 

 私共は、男女が共に協力し合ってお互いに助け合い、明

日を見つめて希望をもって生きるような、社会の実現を目

指すべきだと、深く肝に銘じております。本日のこのセミ

ナーを契機にいたしまして「女性への暴力阻止」という宣

言をいずれかの時期にしたいと考えておりますが、皆様方

のご賛同もいただきたいと存じます。 

 本日のセミナーの成功を心から祈念申し上げ、各先生方

に御礼申し上げるとともに、皆様方に感謝申し上げまして、

ごあいさつといたします。ありがとうございました。 
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 基調報告 
後藤  裕 

（精神科医） 

 

DVとの関わり 

 今日は、ドメスティック・バイオレンス（以下 DV と略

す）についてお話しさせていただきます。その前に少し、

このような問題にかかわることになった経緯をお話しし

たいと思います。 

 そもそも私は大学病院におりまして、オーソドックスな

精神医学を勉強させてもらったのですが、ひょんなことか

らアルコール中毒の人を診ることになりました。そこで家

族内の様々な力動を勉強させてもらいました。 

 それまでは病気の人の暴力というものに遭遇すること

は結構ありましたが、アルコール中毒の人とかかわるよう

になって初めて、酒乱というもの、家の中で繰り広げられ

る暴力というようなものに接したのです。その時はまだ、

アルコール依存症という病気の為せることというような

認識にとどまっていたのです。 

 それが、山形に来てもう８年になるのですが、市立病院

が非常に受診しやすい所ということで、様々な患者さんを

診ていましたら、今日のお話の DV というような現象にか

かわらざるを得なくなってしまったのです。 

 私の所の外来には、年間 700 人から 800 人くらいの新患

の方がいらっしゃいますが、これまでざっと数えたところ、

夫から暴力を受けている、あるいは自分の両親の間で DV

のようなものがあって、その子ども自身が様々な心身の不

調を訴えて来た、というようなケースが 100 例を超えてい

ます。全体の受診者数からすると非常に少ないのですけれ

ども、おそらく病院までたどりつけた人というのは氷山の

一角だと思います。多くの人は、どこへも行く当てがなく

て独りで悶々としているような状態ではないかと思いま

す。 

 

PTSD について 

 DVで何が精神科の対象になるかといいますと、PTSDとい

う診断を下される状態です。PTSDは阪神・淡路大震災とか

オウムの地下鉄サリン事件などで少し有名になったので

すが、Post Traumatic Stress Disorder、直訳すると心的

外傷後ストレス障害となります。わかりやすくいうと、精

神的ダメージの後に長期に渡って続く心身の不調のこと

です。かなり広い概念です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 暴力をふるっている人自身がPTSDになることはないの

です。暴力をふるわれている人、あるいはその暴力が起こ

っている現場を目撃した人にPTSDというような状態が起

こってくるわけです。先ほどのビデオにありましたように、

夫から妻への暴力があったときは、妻は当然のことながら

PTSDになっているわけです。それを目撃した子どももやは

り同じ状態になっている。 

 PTSDというのは例えばどんな症状があるのかといいま

すと、まず３つの状態があります。ひとつは過覚醒といい

まして、非常に緊張が強い状態になっている。絶えず神経

が張り詰めている状態です。こういう状態では、少しの物

音にもビクビクする。背後から人が寄って来たのに対して

非常に驚く。いつもおどおどしている状態、これを過覚醒

といいます。当然のことながら、寝つけないとかイライラ

するというようなことが起こってきます。 

 それから侵入性の症状といいまして、勝手に昔のことが

よみがえってくる。例えば、どこかの場所で大声を聞くと、

とたんに自分が夫にののしられていたり、殴られていたシ

ーン、あるいはそのときの恐怖感が勝手によみがえってく

る。あるいはあたかも自分がその場所にいるかのように、

今まさに殴られているかのような状態になってしまって

立ちすくんでしまう、というようなことが起こる。 

 それから麻痺というような状態。これは感情鈍磨で、自

分自身の感情が麻痺してしまっている。だから悲しみとか
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恐れとかというようなものを感じなくなっている。ある意

味では非常に無防備に見えたりもする。 

 そういうような状態が基本的な症状なのです。これら３

つがほとんどいっしょになって現れ、精神科に、眠れない、

憂うつだ、イライラする、集中力がなくなったというよう

なことで来るわけです。そのような訴えをして来た人に家

族背景を聞くと、家の中での暴力が大体発見できたりする

わけです。 

 

なぜ逃げられないか 

 先ほどのビデオで、なぜそのような暴力を加えられもて

逃げられないのかという話をしていましたけれども、ビデ

オに付け加えると、暴力が 1回や２回ならまだ何とかなる

のです。しかし長い間繰り返し暴力を受けていると、降伏

した状態、サレンダー（surrender）の状態になるのです。

どのような状態かというと、思い起こしていただきたいの

は、新潟の女の子監禁事件です。長年の間、なぜあの子は

逃げなかったのかというように言われるのですが、あれは

とても怖くて、逃げるという意思すらもつことができなく

なった状態であり、だれでもあのような状態になり得るわ

けです。それは、そのような恐怖に見舞われないとなかな

か了解できないことなのですが、そのような状態に彼女ら

が陥っている、だから逃げられないということを加える必

要があると思います。 

 それからもうひとつ、先ほど非常にやさしいときと暴力

的なときがあるというようなことが出ていましたが、暴力

をふるう人というのは、やさしいときは非常に善良なので

す。善良なるが故にそれなりに社会でも適応しているので

す。暴力をふるってそのことを後悔している人を見捨てる

というようなことが、人間的に失格なのではないか、そん

な人を見捨てる私はだめなのではないかという罪悪感が

手伝って、その場から離れられない。そのあたりが逃げら

れない背後にある心理でもあるのです。 

 

子どもへの影響 

 子どもについてですが、皆さんが子どものときに両親が

けんかをしていた、そういう場面を思い起こしていただく

と一番わかりやすいと思います。まずおっかないです。暴

力が目の前で展開されると、小さい子どもはとても恐怖に

おびえます。そういった暴力を防げないことに対して、非

常に無力感を感じます。自分が無力であることを非常に痛

感します。それから、暴力をふるう父親に対して怒りを感

じます。父親の暴力を誘発してしまった母親、その母親に

対しても怒りを感じます。安心と安全の場を彼から奪って

しまった両親に対する怒りと、そこから逃れられないこと

に対する悲しみを感じるのです。 

 夜、夫婦げんかをしているとき、自分の部屋に行きます。

でも全身を耳にして、両親のけんかがどうなっているか探

っているのです。それで不安なまま眠るというようなこと

が子どもに起こるわけです。 

 大体親が夫婦げんかをしたとき、子どもをフォローする

ようなことはしないのです。夫婦同士のことで精一杯で、

子どもは寝てろ、と子どもに関心を向ける余裕がない。そ

の中で育っているわけです。展開されているけんかが、け

んかとはいえなくて一方的な暴力のとき、このとき子ども

はたとえお父さんがお母さんに暴力をふるわない日があ

っても、いつ始まるか、ずっと緊張しているのです。です

から、月に１度でもそのようなことがあれば、他の 29日、

30日はいつ起こるかと警戒の日々なのです。 

 結果的に、その子には危機に対して備える能力が驚くほ

ど発達するのです。有名な人ではクリントン大統領がいま

す。この人のお母さんが再婚した相手というのは酒乱で、

酔っぱらうとライフルを持ち出して、お母さんを狙い撃ち

するのです。中学生になるかならないかのクリントンは、

そのお母さんを守るべく逃げ道を手配したり、幼い弟や妹

を守るべく身を挺してがんばってきた。それが、クリント

ン大統領の子ども時代なのです。 

 彼はたまたま大統領になりましたが、そこでは何が起こ

っているかといいますと、子どもが子どもとして親から認

められていない。要するに子どもが親の役をやっている。

本来ならば関心を向けて、いたわってやらなければならな

い子どもが、子どもとして認知されていないというような

ことになっているのです。そういうのを「忘れられた子ど

も」、フォアゴトン・チャイルド（Forgotten Child）と呼

ぶこともあります。 

 その忘れられた子どもは、忘れられたくてそのようなこ

とをやっているのではなく、一生懸命この家に安全をもた

らそうと思って、平和をもたらそうと思ってがんばってい

るのです。ですから親に心配をかけることもしない。率先

して危機を回避していくというようなことをやっている

のです。でも彼の中には絶えず、自分に関心を向けてほし

い、という切なる願いが実はあるのです。それを抱えなが

ら成長していくのです。 

 そういうようなことをずっとやり遂げるというのは、相
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当意志が強くないとできません。そこまでのパワーがない

場合は、小さいうちに様々な症状を起こしてきます。幼稚

園とか小学校で落ち着きがない。チックや爪かみが出る。

夜尿が起こるとか、学校へ行けなくなるとか、不潔恐怖に

なってやたらに手を洗う。それから、心臓がドキドキして

死んでしまうという不安発作に見舞われる。これらはすべ

てそれ以外の状況でも起きますが、背後にそういった DV

があるということを疑ってかかる必要があります。 

 DV があると、このようなサインを出してきます。そこ

で見逃すと、後々たいへんなことになるわけです。そのよ

うな症状を抱えて精神科や小児科に来て、そこで DV が見

つかって、第三者が家族の中に介入できていくと、その後

の様々な問題を回避できる可能性が少し出てくるのです。

ここでも引っかからなかったときは、子どもがさらに大き

な問題を抱えて相談機関を訪れるしかなくなってくるの

です。 

 彼は、生きるのが難しいという非常に難しい問題を抱え

て相談機関を訪れます。自分は死んでも別に構わない、全

然命など惜しくない、生きるのがとってもつらいというこ

とでやって来るわけです。彼の話を聞いてみると、絶えず

危機を回避するように生きていますから、安心して自分の

欲求とか感情を親に訴えたり表現したりということをし

ていないのです。それをずっと小さいうちからやっている。

ですから彼は、現在ではなくちょっと先の未来を生きてい

るのです。ちょっと先の未来を生きているときというのは、

してはいけないこと、しなければならないことで頭がいっ

ぱいです。ですから当然のことながら、自分が何が好きで

何が嫌いかということがよくわからない、というようなこ

とが起こってくるわけです。そこから、生きるのがつらい、

生きるのが非常に困難だという話になってくるのです。 

 さらに対人関係についてはどうか。自分を信じるために

は自分が存在している意味を無条件で承認されるという

ことが必要なのですが、うちの中がそういう状態だと親が

とても関心を向けることができない。したがって承認され

るという機会を逸している可能性があるのです。承認され

ているということがあって初めて自分が信じられるし、社

会にも出ていけるのですが、彼の場合はすべて自前でやっ

てきている。まわりの人が自分をどう見ているか、ここで

どうふるまったら受け入れられるかを考えながら生きて

いるわけです。ですから、絶えず人の目を気にしながら生

きている。気にしながらというよりは、自分の目で周りを

見ることができない。100 人いたら 100 人の目を意識しな

がら生きている、というようなことが起こるわけです。 

 八方美人という言葉がありますけれども、そんな生易し

いものではなくて、非常に絶望的な対人関係を結んでいる

のです。本人自身がどれだけそれを自覚しているかはとも

かく、非常に苦しい、緊張した対人関係を結んでいるわけ

です。そのような世界観、対人関係をもって社会に出てい

ったとき、何らかのきっかけで本人自身が絶望的になった

り、もうこれでおれは生きていけないと思ったりするのは、

当たり前過ぎることなのです。 

 彼らに特徴的なのは、人の目を気にすることだといいま

したが、他の言い方でいうと、自分がないということです。

自分が好きだとか、この人と付き合いたいとか、仲良くな

りたいというのがありませんから、出会った人すべてに同

一化してしまい、一心同体になってしまうのです。彼に出

会った人は、非常に居心地がいいです。彼はこちら側のし

てほしいこと、感じていることすべてをくみ取ってくれる

からです。こんなにいっしょにいて居心地のいい人はいま

せん。でも、それは彼に自分がないということなのです。

そういうことを 100 人いたら 100 人にやるわけです。これ

にはたいへんなパワーが必要です。 

 

暴力の再生 

 そのようにして、やっと安心できる家族というものを設

けることができたとき、自分の妻を殴ってしまう人になっ

てしまう場合があるわけです。先ほどのビデオのケースで、

子どもが生まれたとたんに妻に暴力を加えるようになっ

たという商社マンの話が出ていましたが、自分は外部の人

間とは一心同体になっていて、その人にすごく尽くす。だ

から有能な人間とか善良な人とか、この人に相談すれば間

違いないというような評価が得られたりするのですが、う

ちへ帰って来ると今度は自分がそれをされたい。妻にすべ

てをわかってもらいたい。最初は恋愛などの関係の中で自

分にだけ関心が向いているような感じがしていて、そこで

何とかその感情がごまかされているのですが、子どもが生

まれる。女の人に子どもが生まれると、急に妻が母になっ

てしまうのです。そうすると関心がすべて子どもに向かい

ます。夫はとたんに自分から関心をはく奪された感じがす

るのです。そこで見捨てられた感じ、ちょうど子どものと

きに味わった感じが猛烈によみがえってくるのです。その

ときにいろいろな選択肢があるのですが、暴力を選択して

しまう人がいるのです。暴力を選択することによって相手

を支配する、相手にこちらを向かせる、無視されるよりは
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憎まれたほうがいい、関心をもたれないよりはこういう形

でコミュニケートできたほうがいい、というのが深層に隠

れている。ですから、場合によっては子どもに対して暴力

が及ぶこともあります。 

 話は殴る人の方へ移りましたが、殴られる女性のことは

バタード・ウーマン（Battered Woman）といいます。バタ

ーというのは殴るということで、殴る人のことはバタラー

(Batterer)といいます。殴る人というのはどういう人か。

一つは、先ほど挙げたような経緯をたどってきて、非常に

自尊感情が低い、つまり自分自身を愛するというようなこ

とが非常に困難な人である場合が非常に多いのです。その

ような人は人格異常だとしてしまいがちですが、人格異常

と呼んでしまえば、それはラベリングしただけで何の解決

にもなりません。 

 殴る人たちというのは、殴らない人たちとも地続きにな

っていて、その間はなだらかに連続しているということを

認識する必要があります。殴る人の典型的なタイプは、先

ほどのトライアングルにありましたように、善良さと残酷

さが交代して現れる人です。先ほど言ったように、外部の

人に対して非常に警戒して取り繕わざるを得ない、そうい

うような生き方をしてきた。だから内部の人間に対しては

同じことを要求する。すべて自分の思い通りにしてほしい

という気持ちを、内部の人間に対してもつというような人

が、殴る人に非常に多いパターンです。 

 

まずは安全の確保を 

 １回殴って、殴られた奥さんはそれでこの人とはもう終

わりだと逃げて行けば、その人は反省して殴るという選択

肢を選ばなくなるかもしれません。しかし、殴られても、

女の人はその場にとどまっていたり、あるいは 1回実家に

帰ってもまた戻って来たりする。そこで絶対殴らないとい

う約束をとりつける。大体そういうパターンになります。

何回か回数が増えると、今度は親戚を呼んだりして念書を

とったりするのですが、また殴る。今度殴ったら離婚だよ

という念書もとる。でもまた殴る。暴力が家の中で繰り広

げられる典型的なパターンの一つは、言葉が言葉として用

を成していないということです。殴ったら離婚するという

ように言葉でちゃんと伝えているのに、それが実行されな

いのです。それは、夫婦の間で言語的なコミュニケーショ

ンがもうない、といっていいわけです。 

 言葉で表現したことは必ず行動で置き換えるというよ

うなことにしない限り、そういった悪循環は止まらないの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

です。そういったことを殴られている人、殴る人に教える

ことが大事です。教えられてもなかなかできません。幸い

私の所では、生命危機的な状況まで追い詰められた人は、

今のところいないのですが、骨折などはあります。そうい

うときに精神科の医者は、やはり精神的にダメージを受け

ている妻、あるいはその子どもたちの精神的なケアをする

ことを求められるのですが、殴る人と一緒にいる限りは精

神的なケアをしようにもできないのです。 

 ですから今強く求めるべきなのは、殴られている人の安

全を確保するということです。シェルターとか保護所とか

いろいろありますが、そういった所がまだまだ世を忍んで

いたり、サービスが悪かったりと、様々な問題があります。

安全を確保できる、さらに経済的な問題を当座は何とかで

きるような支援があって初めて、精神科的な援助、心理的

な援助が可能になってくると思うのです。 

 日本はまだとてもそこまでいっていません。これまで、

おそらく離婚うんぬんの訴訟のときには必ずこの問題は

あったと思うのですが、われわれ精神科の医者がこんなに

ひどいのかということがわかったのは、つい最近のことな

のです。精神科というのは、医学界の中でも極めてマイナ

ーな科で、極めて力のないグループなので、われわれもが

んばるのは大事なのですが、それ以上に、法律や行政に明

るい人、それから市民の草の根運動的なパワーで、そうい

うようなものを確立していく必要があるのではないかと

考えています。 

 このように言うと怒られますが、暴力にあっているお母

さんは自分で選んでいる。１回目殴られたのは、それは事

故だと思います。でも２回目殴られたら、これは冷たい言

い方ですが、その人が選んでいるということだから、逃げ

るという選択肢があるというようなことを、やはり周りの

人が教えてあげる必要があるし、本人の中にそういう選択

肢を作り上げてあげる必要があります。子どもには罪がな
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いです。子どもがそういった親の暴力にさらされるのは、

極めて理不尽なことです。ですからそういった子どもたち

が自分と同じような苦痛を味わわないようにしていく努

力が必要なのかなと思っています。 

 そういう状態は、薬で治るわけではありません。われわ

れ精神科医にできることは、そういう苦しみをもって来た

人につきあっていくことなのだと思います。それ以外に、

われわれにできることはない。彼らにはものすごくたいへ

んな時期をくぐり抜けてきたパワーがあるのです。そうい

うのをナチュラル・ヒーリング・プロセス（Natural 

Healing Process）と呼んでいます。自然治癒過程という

ように訳すのでしょうか。ですから精神科の医者であって

も、そういった相談を受けた人であっても、できることは、

彼らが自然に回復していくのを邪魔しないで見ていてあ

げること、見守ってあげることしかないのかなと思ってい

ます。 
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 パネルディスカッション 
 

 コーディネーター 南雲 聡樹（映像プロデューサー） 

 パネリスト 後藤  裕（精神科医） 

  友田 尋子（大阪市立看護短期大学部助教授） 

  佐々木宏司（宮城県婦人相談所次長） 

 

【南雲】気仙沼の皆さん、土曜日の午後にもかかわらずた

くさんお集まりいただきましてありがとうございます。 

今日、このお話が終わったときに「待てよ、うちの家庭

もドメスティック・バイオレンス（以下 DVと略す）、大丈

夫かな。子どもたちは、孫たちは大丈夫かな」ということ

を皆さんに思っていただけるかどうか。２時間弱の中で、

皆さんと一緒に考えていきたいと思います。どうぞ、よろ

しくお願いいたします。 

それでは、友田尋子さん、そして佐々木宏司さんに 15

分ぐらいを目安に、それぞれの立場で、本日のテーマにつ

いて感じていること、ご意見についてお伺いしたいと思い

ます。まず友田さん、よろしくお願いいたします。 

 

【友田】はじめまして。今日は、気仙沼に来させていただ

きまして本当にありがとうございます。 

 私は以前看護婦をしていまして、その中で家族の問題に

出会いました。小児看護を専門にしてきましたので、先天

性の疾患、奇形、死を迎える子ども、慢性疾患の子どもた

ちと過ごしてきました。家族を援助する中で見えてきたこ

とのひとつが、子どもの虐待問題と家族の問題です。 

 もう 15 年ほど子どもの虐待問題や暴力問題など、家族

の問題に取り組み、気がつくと、子どもの虐待と DV に携

わっていました。 

 私のいただいたお題は、子どもの虐待を 10 年以上研究

してきた中から見えてきた DVについてです。DVと子ども

の問題がどのようにリンクしているのか、また、DV によ

る子どもへの影響はあるのかということが最近問われ始

めてきましたので、その辺りをということです。 

 つい最近まで、DV は男女の問題であって子どもの問題

ではないといわれてきました。アメリカでも、子どもの問

題と DV の問題を関係づけた研究は始まったばかりで、見

えていない部分がたくさんあります。ただ、暴力の多くは

連鎖するということは認知されています。そのため、暴力

のある映像や映画を幼い子どもたちに、テレビだったらア

メリカではチップ（V-Chip）、映画だったら年齢制限をし、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力シーンを見せないようにしています。DV の家庭にさ

らされている子どもは、映像で見るよりももっと生々しい

暴力を見ているのです。映像で見る暴力が影響があるとい

うのならば、家庭の中で生々しい血のにおいまでするよう

な暴力を見続けている子どもたちに影響がないなどとい

うことは考えられない、ともう想像がつくと思うのです。

それなのに、なぜか DV の問題は夫婦・男女の問題で、子

どもには関係ないと、今なおその事実を隠蔽しているのが

事実です。 

 フランスの思想家のルソーは『エミール』の中で、まず

は腕白小僧をつくらなければ良い人間はつくれない、と述

べています。つまり、生き生きとした子ども時代を過ごし

た者が、心ゆくまで自然の中で遊んで心身を鍛えた者が、

やがて大人になって社会や文化の担い手に成長する、と言

うのです。ポルトマンも『人間はどこまで動物か』の中で、

人間は一年早生児、と言っています。人間というのは、動

物の中で最も未熟な状態の脳で生まれて、環境と触れ合い

ながら発達していくと述べているのです。未熟なので環境

に依存する必要が私たちにはある。だからこそ複雑な情緒

とか言語が発達して、そして芸術だとか思想だとか様々な

ものが生まれたと思います。さまざまな環境に左右される

生きものであり、暴力の影響も同様なのです。 

関連性・連鎖の研究のひとつで、脳からの伝達というの

があります。アメリカのロビン・カーモースたちによって、

子どもの初期の脳の発達と、のちに起こる、衝動行動や暴
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力の繰り返しとの関連について報告されたものがありま

す。最近ではキレる子どもたちとよく言われていますが、

その関連性はまだ明確にはなっていません。ロビン・カー

モースらの研究で明らかになったことは、暴力犯罪に向か

う遺伝子というのはないということです。そのような遺伝

子を私たちはもっていないということなのです。ただ、脳

の機能は経験を媒介として発達するということが明らか

になったことによって、私たち人間としての最初の、つま

りは 2～3 歳までの発達の重要な時期に、身体や情緒など

に受けたほんの少しの損傷が影響するということがこの

研究で明らかになりました。 

 その損傷が、子どもが大人になって衝動行動を生み出す

のではないかということなのです。その損傷を及ぼす環境

の一つに、胎内にいるときにお酒や麻薬にさらされている

ことがあります。このときに遺伝子に何らかの障害を起こ

し、その影響で胎児の遺伝子組織が何らかの変化を起こし、

それがその子どもが成長したときに暴力的になってしま

うようなダメージを与えるのではないかということです。 

 損傷を及ぼす環境で妊娠している母親が暴力を受け続

けることのストレスもあります。半世紀前の医学研究で明

らかになったものがあるのですが、夫からつきまとわれて

いる母親とそのおなかの中にいる胎児の振動と呼吸の動

きを測定したところ、おなかの中にいる胎児が母親とまっ

たく同様な状態で動揺していた。つまり母親のストレスが

そのまま胎児に影響を与えているということなのです。そ

のストレスというのは、この研究では母親が夫からつきま

とわれたことの恐怖ですが、家の中でもしも妊娠中に母親

が夫から暴力を受けていた場合は、胎児にとっては同じス

トレスだと考えたらよいと思います。 

 胎内の子どもは、直接暴力は受けていなくとも、母親の

影響をそのまま受けているということです。そしてアメリ

カのロビン・カーモースらは、それが子どもの脳に損傷を

及ぼす影響のひとつなのだと述べています。つまり、胎内

で作られるホルモンが胎児の大脳側頭葉の内側にある部

分にマイナスの作用をし、その後の子どものストレス反応

に影響を及ぼすのではないか。そこまでわかってきている

のです。 

 その後、ストレスを受けた子どもとそうでない子どもと

の比較の研究をしたところ、胎内で母親のストレスを受け

続けてきた子どもは、将来犯罪を犯す人が、優位に高かっ

たということが明らかになってきました。脳の損傷という

のは、そう大きなものではなくて、微細損傷であっても、

脳の発達を阻害し、多動、衝動性、注意欠損などの神経精

神病的な障害を起こすといわれています。それらは成長す

るに従って学習に集中できなくなったり、基本的な対人関

係がとれなかったり、または不足したり、暴力の伝染病的

な広がりを見せるのではないだろうか、ということがこの

脳の研究から明らかになってきています。 

 これは胎内にいるときだけで、出生後もまた同様なこと

がいえます。夫から暴力を受けてストレスの高い状態の母

親の、暗い気持ちとか緊張した声のトーンというのは、そ

のまま子どもに受け継がれていきます。それは乳幼児であ

ればあるほどその影響は強く、測り知れません。さらにそ

の子ども自身が同様に虐待を受けたり、ネグレクト（育児

放棄）という放置されたりした場合は、それ以上の損傷を

受けたことになり、衝動の抑制、現実への対応をつかさど

る部分の損なわれ方はひどく、共感力、他人への行動や意

図を正確に解釈する能力に障害を受けやすくなるのです。 

 脳に損傷を受けて、その損傷のために暴力を繰り返して

しまうということが明らかになったと同時に、もうひとつ

明らかになったのは、社会化です。アメリカの心理学者で、

DV の研究の先駆的な役割を担ったといわれているレノ

ア・Ｅ・ウォーカーの『バタード・ウーマン（虐待される

妻たち）』という本がありますが、その中でレノア・Ｅ・

ウォーカーが述べているのは、父親の暴力を目撃したり、

または自分自身が暴力をふるわれた経験のある子どもは、

大人になったときに DV の加害者になる傾向が高いという

ことです。父親が、女性や子どもの人権を軽視するような

考えをもってそれを家族に押し付けている場合も、同じよ

うにその子どもたちは DV の加害者になる傾向が高いとい

うことを明らかにしています。 

 つまり、子どもは社会化の過程で性役割を学習すること

に関係するということです。それを学習することによって、

成人した後に暴力を加えることを良いことまたは悪いこ

とではない、と学ぶということなのです。性差別する大人

の態度から、男の子は女の子よりも強く、そして男の子に

は最上のものを与えられるべきであるということを、毎日

暴力をし続けている家庭の中で育った子どもは学んでい

くのです。 

私たち人間の社会は、次の世代に価値ある文化を伝えな

がら発展していきます。そして習慣や文化、伝統、技術な

ど、世代から世代へと受け継がれて伝承されていく。同様

に情緒の世界も、家庭というひとつの環境の中で、親を介

して子どもたちに伝達されていきます。 
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 ヒッチコックは、社会的学習という視点から、世代間で

身体的暴力は受け継がれていくのだと言っています。文化

の伝達として親から受け継がれた行動パターン等を模倣

する。つまり父親が暴力をふるう。母親が暴力を受けて何

も逆らえない状態というのを何度も何度も見続けること

によって、その行動パターンを子どもは模倣するというの

です。家族以外のの対人関係にもその方法を繰り返し、暴

力の行為を自分の中に取り込んでいく、自我へと形成して

いくわけです。子どもは暴力的な行動と人間関係を学習し、

暴力を自己の一部として形成していくということがいわ

れています。このように親自身の受けた子育て体験が子育

てに影響し、子どもに影響を与えるのです。愛着理論で有

名なボウルビーの研究では、厳しく育てられたりまたは放

置したような、突き放すような子育てをされた子どもたち

は、大人になったときに子どもを厳しくしかったりまたは

突き放したり、虐待をするような子育てをしてしまうこと

を明らかにしています。これは愛着パターンの世代間伝達

といわれ、この伝達は 3歳までの乳幼児期までに伝えられ

るとしています。 

子どもの虐待研究者の第一人者、ケンプ博士は、子ども

の虐待（Child Abuse:チャイルド・アビュース）という言

葉を医学用語として定着させた人です。1961 年に叩打さ

れる症候群（The battered child syndrome: ザ・バター

ド・チャイルド・シンドローム）に関する研究報告を全米

小児科学会で行い、その中で、虐待の連鎖（Cycle of Abuse: 

サイクル・オブ・アビュース）を医学的・疫学的所見から

明らかにしています。 

30～50％、３人に１人または２人に１人が虐待を繰り返

す、他の研究では、80％とも 90％ともいわれています。

ただ、虐待を受けた人は虐待を繰り返すということも事実

ならば、その半数の人は虐待を受けたにもかかわらず虐待

をしないことも事実です。その人の生き方に何らかの別の

影響があって、その人は虐待を繰り返さなかったのではな

いかと思うのです。 

 その人たちがどのように生き延び、そしてどのような人

生を生きてきたのかということを、その人たちから学ぶこ

とで、私たちは虐待を繰り返さないためにどうしたらいい

のかということを考えているわけです。脳が微細損傷を受

けたからといって、すべての人が暴力的な成人になるかと

いうと、そうではない。暴力の行動パターンが刷り込まれ、

社会や家庭の規範を受け継ぎもしますが、しかしそうでは

ないものも受け継がれていく。暴力的なものが伝承されて

いきながらも、とどまることもあり得るということです。 

 環境のさまざまな出来事などが複雑にからみあって、そ

の人なりとして行動が暴力的になるのではないか。つまり、

微細損傷のような内的な要因もあるのだろうが、環境の改

善が暴力の伝承を食い止めることも可能といえます。例え

ば、暴力的な家族から早期に援助されて児童相談所や里親

によって、きちんとした愛情をかけられ、暴力でない関係

づくりの行動モデルが示され、その子どもが自己の発達に

取り組んだときに、暴力的な人格を形成しないのではない

かということが考えられます。 

 暴力的なパーソナリティを形成するには、内的な問題だ

けでも環境だけでもなく、それらが複雑に絡んだときに、

暴力構造にはまっていくのです。しかし、暴力を受けた人

というのは、後藤さんが言われたように相手に合わせてい

く人ですから、似た者同士が出会ってしまうわけです。そ

してそのパートナーとの関係の中で暴力的な素地を作っ

てしまうといわれていますので、そんなに簡単に鎖は切れ

ないというのも確かなのだろうと思います。 

 他に、もうひとつ暴力の連鎖に関して、ケステインバー

グらの、ナチスのユダヤ人迫害を逃れて生き延びた人たち

の研究があります。ナチスのユダヤ人の迫害を逃れて生き

延びてきた人々の子どもたちや孫たちは、実際にはナチス

のユダヤ人迫害の経験はないわけです。経験していないは

ずの人たちが様々な心理的な障害をもっていることを明

らかにしました。 

これが葛藤の世代間・伝達です。子どものころに虐待を

体験したり、またナチスのユダヤ人迫害という危機状態を

体験し続けた家族の葛藤の中で暮らしてきた子どもの多

くは、大人になって自分の子どもにも葛藤の伝達をするの

です。自分自身が受けた心の傷や親子関係の葛藤がだれに

も理解されないまま、心に深く抑圧し続けるとき、何気な

い瞬間に思わず、無意識に子どもに伝わるのです。そして

外傷体験を受けていないはずの子どもがまるでそれを受

けたかのように、親の体験に似た無力感や怒り、絶望にさ

いなまれるのというのです 

私は、「子どもの虐待ホットライン」で電話相談を長く

してきました。その中で、自分は虐待の体験をしていない

のに無力的な状態になっていて、母親の憂うつなため息に

すごく緊張してきたと相談される方がおられます。それが

この葛藤の世代間伝達ということで語れるのかなと私は

思います。 

 DV の家庭で、暴力を次世代へ伝達する環境となるとい
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えます。いくつかの調査から、DV 家庭の 50～70％は、夫

は子どもにも暴力をしているということが明らかになっ

ています。目撃も子どもの虐待の定義に加えれば、ほとん

どの子どもが虐待されているといえます。夫のみならず、

DV 被害者である女性が子どもに虐待をするケースもまた

多いです。「子どもの虐待ホットライン」に電話するお母

さんたちの多くが、子どもに虐待をしている加害者なのだ

けれども、その人の話を聞いていくと、実は夫から暴力を

受けている被害者だったというケースが数多くあるので

す。苦しみながらも子どもに虐待をしてしまう、強いスト

レスを抱えた状態にあるということがよくわかります。 

ですから DVというのは、男女の間に起こる男女だけの

問題ではないことを強調したい。DVの問題は、広義には、

子どもの虐待の問題です。そして次世代に暴力が受け継が

れる我々の問題ではないでしょうか。 

 

【南雲】ありがとうございました。友田さんには後ほど、

またいろいろと語っていただきます。それでは佐々木さん、

よろしくお願いします。 

【佐々木】婦人相談所の佐々木宏司です。どうぞよろしく

お願いします。 

話を始める前に、皆さん、婦人相談所というのを知って

いるかどうか。県税事務所とか土木事務所とか保健所とか

福祉事務所、これはたぶん皆さんご存知ではないかと思い

ますが、婦人相談所を知っていた方、手を挙げてみてくれ

ませんか。 

はい、どうも。10 人くらいです。市長さんと助役さん

は知っておられましたので安心しました。（笑） 

 このように、婦人相談所はまだまだ名前が売れていない

というか、知られていないのです。それは実際、県の職員

の間でもまったくその通りですので、別に驚くことではな

いのです。もともと婦人相談所は、売春防止法という法律

によってできて、売春をする婦人の方々を保護・更生する

ところだったのです。それが昭和 30年代、40年代までで

しょうか。50 年代、60 年代になってから、普通の婦人の

方々の相談も引き受けるようになったということで、売春

関係は、今は大体相談件数の約 1割ほどになりました。皆

さんご存知の通り、援助交際とかテレフォンクラブ、デー

トクラブ、ソープランドといった風俗関係、性的な買売春

の問題はずっと残っていると思っています。売春の相談に

ももちろん応じているわけですけれども、それ以上に一般

の女性の方々からの相談を引き受けるようになりました。 

 ここに「相談所のしおり」をもって来ました。この中で

婦人相談所の定義としては、女性の抱える様々な相談に応

じる県の機関、ということになっています。「たとえばこ

んなとき」というところで「DV で悩んでいるとき」とい

うように、トップに DV の問題を入れております。婦人相

談所では、電話で受ける電話相談、相談所に来てもらって

面接する面接相談、それからこれが一番本命なのですが、

駆け込み寺的な一時保護機能、この３つをやっています。

このように婦人相談所は３つのことをやっているのです

が、最近はすごく件数が伸びています。これはまさに、DV

という言葉が追い風になっているという感じで、全国的な

現象です。宮城県だけではなく、全国のいわゆる公的な売

春防止法によって設置された婦人相談所は、DV を中心と

した女性の相談する場になっています。 

 宮城県における一時保護の保護件数は、平成７年は 25

件でした。平成８年は 24件。昭和 30年代からずっと一時

保護をしているわけですが、最初の年は売春防止法関係で

50 件くらいあったのですが、平成になってからは大体年

間 20 件くらいの一時保護をしていました。それが平成 9

年、ちょうどたまたま私が福祉事務所から婦人相談所に変

わった年なのですが、ここから一気に 40件、平成 10年に

は 48 件、平成 11 年には 71 件というように、一時保護件

数は平成７年から比べると大体 2.5 倍になっています。 

 一時保護所は婦人相談所の近くにあるのですが、一応シ

ェルターということで公開はしておりません。場所はここ

にありますと皆さんに教えられないのです。婦人相談所の

場所は公開しているのですが、夫のほうから追いかけて来

ることが相当あり、そういうことから守るために場所を教

えていないのです。一時保護になるケースは、DV だけで

はありません。例えば、生活に困ってどこにも行くところ

がない、アパートを出されてしまったという方々やホーム

レスのような方々、それから 50歳、60歳で子どもからの

暴力のために行くところがなくなったという方の相談も

受けています。このように一時保護の中身も多様になって

きているのですが、今日はその中のひとつの事例を皆様に

ご紹介したいと思います。 

 Ｋ子さんの事例ですが、これは実際の事例そのままでは

なくて、いろいろ脚色して特定されないように加えており

ます。ですが、基本的にはこういうケースです。Ｋ子さん

は、29歳で子どもが２人いて、夫が 32歳です。結婚した

のが結構早く、高校卒業してまもなくです。高校時代の友

達の知り合いで結婚しました。 
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 この夫は結婚した当時から暴力的なこと、例えば言葉の

暴力とか小突いたりするようなことがあったようなので

す。22歳～23歳のころからお酒も結構飲むということで、

最初から非常に不安なスタートだったわけです。それでも

妊娠して子どもが生まれれば何とかなるのではないかと

いうような期待をかけたのですが、ところが、先ほども友

田さんのお話にあったように、妊娠中におなかをけるなど、

大の大人が、自分の夫婦関係よりも子どもに対してやきも

ちを焼くというか、つまり妻を子どもに取られるという感

覚、嫉妬というのでしょうか、これは暴力をされる方はい

ろいろな形で出てくるのですが、この事例の人はそういう

ことでした。 

 長男が生まれても暴力はなおらなかったということで、

離婚を考えたそうです。そのとき親戚や親兄弟もある程度

いたのですが相談する相手もいなくて、周りの人たちが

「もう少し我慢したら」と言うので我慢したのです。後で、

そのとき離婚していればという話も少し出ました。それか

ら長女が生まれてきました。長女が生まれれば何とかまだ

良くなるのではないかと期待をかけます。それでもだめだ

ったということです。 

 この夫は、仕事を転々としてなかなか長続きしなかった。

生活はほとんどＫ子さんの収入で成り立っていたわけで

す。ただこの夫も、暴力もふるうのですがすごくやさしい

ところもあって、子どもを育てたり、買い物につきあった

りするときもあるわけです。しかし、とうとう暴力がひど

くなったということで市の保健婦さん、そして福祉事務所

の方のアドバイスによって婦人相談所に相談に来て、一時

保護をました。 

 その中で私たちにわかったことは、Ｋ子さん自身のお父

さんお母さんの仲が悪くて、お父さんはおとなしくてあま

り仕事をしなかった。そして早くに亡くなっています。お

父さんが早くに亡くなってお母さんに育てられたという

感じなのですが、お母さんにはお父さんの他に親しい男性

がいたということです。そういうことでＫ子さんとお母さ

んとの仲も当然ギクシャクしていたのです。 

 それから夫のほうは、子どものころに養子縁組で養子に

なってきたという経緯があったのです。養子になってきた

わけですから、そこのうちの実子とのいろいろ摩擦がある

し、なぜ養子になって育てられたのかということも夫にと

って問題になっていたと思うのです。それが周りからはっ

きりさせられないままに育ってきて、うまく成長できなか

ったという夫の成育歴そのものも、悲惨というかある意味

ではかわいそうなことだということです。 

 そういう問題のある２人が結ばれるというケースはす

ごく多いのです。暴力をふるう夫で成育歴に問題のあった

人、その人を好きになる女性側も同じように問題を抱えて

いる、その２人がペアになる確率が結構高いです。先ほど

友田さんの方から詳しくお話があったと思うのですが、具

体的な事例の中でも、生き方がたいへんだった人たちだと

いうことがあるのです。 

 私たちはＫ子さんといろいろ相談をして、離婚をどうす

るのかということや、その後どういうふうに生活していく

のか、ということで民間アパートを借りるための母子世帯

への貸付金を借りるのにはどうすればいいのかとか、Ｋ子

さんの働きが安定するまで生活保護をもらったらどうか

とか、そういうことをいろいろ考えて民間のアパートへ移

ってもらったのです。それでよかったなと思っていたら、

３か月すると前の夫とまた一緒に生活していたというこ

とがわかりました。これは非常にびっくりしたのですが、

残念ながらよくあることなのです。私たちとしては残念な

のですが、深い問題がＫ子さんと夫との間にあって夫と同

居した。ところが、それから２、３か月も過ぎないうちに

また同じような暴力が繰り返された。そういうことでまた、

一時保護所へ来ました。これで２回来たことになります。

そこで同じようにいろいろまた話し合って、今度こそ絶対

に夫と連絡取れない所で独立しましょうということで、宮

城県から他の県へ行って、それから５か月。向こうの県の

婦人相談所や福祉事務所の援助をもらいながら、順調に生

活をしています。 

 このＫ子さんの事例は、保健婦さんとか福祉事務所など

の関係機関、それからアパートの関係者などのいろいろな

協力があって、結果的に今のところうまくいったなと思い

ます。ただ、これで本当に自立生活しているかどうかは、

後やはり２～３年くらいは経過を見てからになるのかな

ということです。大体のケースで、また元に戻ったりする

ことがあります。 

 今のは一時保護の一つの事例なのですが、最近の事例と

しては 10 代の人から 60 代、70 代まで幅広いです。統計

的には 20代、30代の人が相談ケースも一時保護のケース

も一番多いのですが、50 代、60 代の方々もすごく多くな

っています。例えばこちら気仙沼の関係でいえば、船乗り

の方々の奥さんからの相談などもあります。やはり船乗り

の方は、結局単身赴任したような形でほとんど別居という

か、家事も子どもの育児も全然別の生活をしているわけで
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す。その中で男性の考え方もいろいろあるでしょうが、た

まに帰って来て、お酒を飲まなくてもちょっとしたことで

暴力に走るというような船乗りの方のケースも少しずつ

相談にのっています。 

今まで相談そのものをなかなかしづらかったのが、や

はり DV という言葉と共にどんどん増えてきているのでは

ないかと思っています。どうぞ皆さんも何かあれば相談所

に電話していただければと思っております。 

 

【南雲】ありがとうございました。 

ここで皆さんに私のほうから少しお尋ねをしたいので

すが、ドメスティック・バイオレンス（以下 DV と略す）

という言葉について、今日ここに来て初めて聞いた、初め

てわかったという方、正直にちょっと手を挙げていただけ

ますか。 

なるほど、ありがとうございます。 

言葉の定義だけ少し言わせてください。DV とどうして

横文字を使うのか。直訳すると「家庭内暴力」となるそう

なのです。家庭内暴力となると、例のちょっと前にはやっ

た金属バットで子どもがお母さんを殴ってしまう、お父さ

んを殴ってしまう、あの事件と連動してしまうので、日本

の場合については特にこの家庭内暴力と区別して、広い意

味では虐待という言葉と一緒の言葉になってくるのです

が、あえてこの横文字の DV という言葉を使っているとい

うことをまずご理解いただきたいのです。 

 

【友田】追加です。DV の支援のはじまりは、アメリカの

70 年代の女性運動家たちによるもので、レイプや女性が

受ける暴力被害の支援活動をする中で、DV 被害を受けた

女性たちへの救済としてのシェルター活動だといわれて

います。ドメスティックとは家庭内、親しき関係、密な関

係、内なる関係などと訳せます。そして、DV の定義は、

一般的には男性から女性への暴力とし、男性が女性に対し

て暴力を用いて権力や支配力を行使することが多く、女性

が被害者になる場合のことと定義づけられています。家族

内の暴力を、ファミリー・バイオレンス(Family Violence)

と表現し、チャイルド・アビュース(Child Abuse)や DV、

そして、老人虐待、障害者虐待も含めています。 

 

【南雲】はい、ありがとうございます。チャイルド・アビ

ュースという言葉が出てきましたが、いわゆる子どもへの

虐待、児童虐待と言われているものです。 

そこで、先ほど佐々木さんの話のＫ子さんの例で、Ｋ子

さんがまた夫のところに戻ってしまって、というところで

皆さんがうなずきました。たぶんたくさんそのようなこと

を見ていらっしゃる、また相談にのっていらっしゃるので

しょう。今日は民生委員さんや人権擁護委員さんもいらっ

しゃると思うのですが、あるあるというような言葉が聞こ

えてきそうでした。 

役所の人が DVに対して理解がなく、言葉も事例も率直

に言うとわからないため、相談に行ったときに「あんた逃

げればいいじゃない、あんた離婚すればいいじゃない」と

言われて傷ついてしまうというケースをとてもよく聞く

のですが、このことに対して、佐々木さん、一般的な役所

の人の対応のまずさについて少しお話しいただけますか。 

 

【佐々木】私は４年目なので、やっとこういう言葉に慣れ

てきて対応しているわけですが、確かにいわれてみれば、

相談されていることに対して、「それはあなたががんばっ

たらいいの」と言うことはやはりあります。よく最近聞く

のは、警察の窓口などに最初に相談に行ったときに、窓口

の方に「もう少しあなたががんばればいい」というような

ことを言われたとか、家庭裁判所の調停委員の方から言わ

れたということです。それからわれわれ行政です。福祉事

務所やケースワーカーの人が簡単に「がんばればいいの」

とか「がまんしたらいいの」と言って、暴力を受けた苦し

みや悩みをとらえなかったというのは、たぶんあちこちで

いっぱいあったのではないかと思っています。今もあるか

もしれません。ですから私たちから直していかなければな

らないというようにも感じています。 

 

【南雲】別に佐々木さんのところがそうだというのではな

いのですが、今日は役所の方も来ていらっしゃると思いま

すので、そういったところの理解がないと、もうニ度と相

談なんかに行かない、家庭の中に閉じこもってしまう、孤

立してしまうというようなことを思いました。 

そこでもう一度友田さんに伺いたいのですが、虐待と

DV、それは話の中では一緒だということになります。ただ

しよく世間で言われるのは、おれが女房を殴るのはしつけ

なのだ、ということです。それから父親あるいは母親が、

子どもに対して殴ったり手をたたいたりおしりをたたい

たりするのを、これはしつけなのだというように言います。

このことに対して、友田さんは、そうなのかそうでないの

か、どういうふうにお考えですか。 



 

 Ⅴセミナー（気仙沼市） 81 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【友田】しつけではないです。子どもの虐待の場合もよく

議論されますが、しつけなのか虐待なのかの境界線が難し

いということです。虐待でないとすれば、しつけで子ども

をたたいてはいけないのかということになるのです。そう

ではないですが、しかし、相手を思って相手に何かを注意

したいとき、たたく必要はなくなるのです。相手に社会の

ルールや危険を教えるとき、たたかなくてはいけないこと

がありますか。言葉がある、説明することができる、たた

かなくても相手に伝えることはできます。自分よりも立場

が上の人や強い人に対して、「それやっちゃいけないでし

ょっ！」とたたきますか。たたかないですね。 

それが自分が支配できると思った人に対しては、たたい

てしまう。その怒りの感情の表れ方の問題だと思うのです。

本当に危ないとき、例えば、目の前に車がやってきて「あ

ぶないっ」とつきとばしたり、たたいてしまうのとは違う

と思うのです。ミルクをこぼした、「ほらミルクがこぼれ

て汚いでしょ」と言いながら拭くことを教えることができ

ます。こぼしたことでたたく必要はないのです。しかし、

それをしつけという名目で、たたいた事実を自分の中でし

つけと納得しようとしているだけなのです。「子どもの虐

待ホットライン」の相談に、子どもが自分の顔をジーと見

た、それがすごく挑戦的に感じた、イライラしてきた、泣

いて「ごめんなさいお母さん」と言えば許したのに、言わ

なかったから許せなかった、だから、しつけとしてたたい

たという内容が赤裸々に語られています。 

ゆっくりとそのときの状況、子どもとの関係を見つめて

いくと、そこに発生した自分の感情は、ある意味で怒りの

爆発でしかなかったということに気づいていかれます。そ

れは、男の人が女の人に暴力をふるうときと似ているので

はないでしょうか。 

 

【南雲】ありがとうございます。 

先ほど、友田さんのお話に、おなかの中に子どもがいる

ときにいわゆる DV を受けると、産まれてくる乳幼児にも

影響するということがありました。そこで後藤さん、よく、

０歳、１歳、２歳の子どもはまだ言葉がわからないから、

そこで DV があっても、夫婦げんかも不安定ということで

該当するかもしれない、別に大丈夫ではないかといわれる

のですが、こういう意見に対して後藤さんはどのようにお

考えになりますか。 

 

【後藤】言葉が発達する前の子どもこそ、自分の感受性を

全開にして周囲の状況を把握しようとしているのです。例

えばおっぱいが欲しいときに泣く。そのときお母さんがす

ぐおっぱいをあげる。もしもそのお母さんが気づかないと

きには、子どものほうがタイミングをずらしてくれるとい

うか、お母さんに合わせるというか、そのようなことを子

どもはちゃんとやっているのです。自分自身の言葉がほと

んどないですから、もちろん意識もありませんけれども、

周りでどんなことが起こっているかを鋭く感じているの

です。ですからそこで怒りの感情とか恨みの感情がその空

間を占めているとき、子どもはいち早く反応する。感情と

いうのは、皆さんおわかりのように、必ず相手の共感を求

めているというか、相手を揺さぶっているのです。 

 まだ実証されていないのですが、例えば魚。魚が群れて

泳いでいるとき、そのうちの１匹が方向を変えると、たち

どころに他の魚も方向を変えます。どうしてあれができる

のか、だれもわかっていません。しかしあれと同じような

ことというのは、ごく普通にわれわれもやっているのです。

ある人が怒りを感じたときに、それが周りに伝わっていく。

それはもう動物に先天的に備わっているものです。ですか

ら子どももその場で起こっている状況、感情、雰囲気、そ

れを全身で受け止めているわけです。危機的な状況であれ

ば、鋭く子どもは反応しているし、そのときに体の中の内

分泌の変化も当然起こっていると考えられます。 

 お母さんが悲しいとか、あるいはドキドキしているとい

うときは体全体がアドレナージックになっています。要す

るにノルアドレナリンという、けんかしたり逃げたりする

ときに出てくるホルモンがあるのですが、それが体中をめ

ぐって、当然胎児にも影響を与えるわけです。胎児の脳の
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大脳辺縁系という、脳の奥のほうに感情や記憶をつかさど

る場所があるのですけれども、そこに影響を与えるのです。 

子どもというのは、大脳辺縁系の中のそういう感情を

つかさどる場所が非常に慈しまれて育てば、順調に育つ。

そうでないときはそこに相当なダメージを受けたり、ある

いは場合によっては、萎縮するというようなことがある。

出生後もそういうような状況になれば、同じようなホルモ

ンの変化が起こり、当然脳に影響を与えていくということ

です。ですから、言語が出てくる前こそ、とくに３歳とか

２歳、あるいは７歳以前というのは非常に重要な時期であ

ると考えています。 

 

【南雲】ありがとうございます。 

佐々木さん、DV で女性が殴られて婦人相談所に入って

来る。子どもがいる場合については当然、お子さんも一緒

に入って来ることもあります。そのときにお母さんが子ど

もに対して暴力をふるっている、つまりこの場合でいうと

虐待という言葉を使ったほうが適当なのかもしれません

が、こういったことが見受けられる場合というのはありま

すか。またあるのであれば、その背景などをお聞きしたい

のですが。 

 

【佐々木】子どものタイプというのはかなり複雑です。非

常に人なつこいとか、逆に機嫌をとるとか。親や大人の顔、

表情を見て、言い寄ってきたりします。それから、全然無

関心で静かにおとなしくしている子。後はうんと騒いだり

乱暴な子がいます。最近入って来た子どもも、今６歳くら

いで「てめえ、ぶっ殺すぞ」と言うのです。それは自分の

お父さんの言葉をまねて言っているのだと思います。 

お母さんが子どもの面倒を見ない人もいます。ネグレク

ト（育児放棄）です。それはもちろん虐待と思います。そ

うするとおかしなことに、他にもお母さんが入っているの

で、そのお母さんがせっせと世話をしているということが

あります。そういうことはなるべくしないようにしますが、

実際は、そういうケースも見受けられます。 

あと、パーセント的には少ないと思いますが、実際陰で

殴っているということも聞いております。もちろんわれわ

れが見ているから、していないのかもしれないです。子ど

ももわれわれがいるときはすごくまじめな顔をしていま

すが、家族だけになるといろいろ摩擦があるというケース

もたくさんあるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【南雲】先ほど冒頭で、暴力が、DV が連鎖をしてしま

うという表現がありました。友田さんには特にそのことを

中心的にお話をいただいたのですが、後藤さん、連鎖する

ということの事例などはありますか。 

 

【後藤】連鎖していくケースというのは、本当に枚挙にい

とまがないくらいです。また一方で、続いていかないとい

うような人もちゃんといます。つながっていく人の場合、

来た人は拒まないで大体診察するというようにしていま

す。それで相性が合わなければ追わないというようにして

います。 

 さっき挙げましたけれども不安発作という、心臓がドキ

ドキして呼吸がしにくい、空気が吸えない感じで死ぬので

はないか、ということで病院にやって来た青年がいました。

診察室に入る前の待合室で待っている段階で具合が悪く

なっていて、全身がしびれ、顔面蒼白になって、手が硬直

している状態。その人には何を言ってもとてもその状態を

回避できませんので、注射をするのです。点滴をするので

すが、今度は点滴が怖いと言い出すのです。ルートを取っ

ているのですが、「管から空気が入ってくるのではないか。

看護婦さん、空気が血管から入って来る。怖い怖い」と騒

いで、パニックになるのです。薬は非常によく効いて嘘の

ようによくなりましたが。 

 その彼は 20 代の男性でしたが、中学生のころからそう

いうことをたびたび起こしていました。ずっと話を聞いて

いきますと、お父さんがとにかく大酒飲みで話にならない。

おじいちゃんおばあちゃんがいるのですが、お父さんが酔

っぱらうとお母さんを何やかやと責め立てる。お母さんは

仕事をしているのですが、うちに帰りたくない。その青年

が小さいとき、何か失敗をしでかすと、とにかくお母さん

がものすごい形相でにらみつけて、あるいはぶん殴るとい

うようなことをしていた。お父さんに追い詰められたお母
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さんは家にいるのがつらくて、家の中で子どもが何か失敗

をしでかすとおじいちゃんおばあちゃんの目があってま

た居づらくなって、それで弱い子どもに自分の憂さを晴ら

すというようなことをずっとやってきたのです。 

 もう少し話を聞いていくと、実はおじいちゃんも親父さ

んに劣らず大酒飲みで、お父さんお母さんが仕事で家にい

ない昼間から飲んでいる。そしてある量を超えると、うち

においてある日本刀をもってきて、ばあちゃんを追い掛け

回すというのです。それでその子は必死でおじいちゃんと

おばあちゃんの間に立って、暴力を回避しようと努力する。

そのようなことをやっていていつもはらはらしているの

で、例えば小学校で与えられた宿題なんかをやる暇がない。

そのことをお母さんにとがめられて、怒られてぶん殴られ

る。お前なんか本当に役立たずのどうしようもないやつだ

から、黄色い救急車であそこの脳病院へ連れて行かなけれ

ばならない、と小さいころからずっと言われて育ってきた。

そういう青年だったのです。 

 ですから暴力、恐怖、そういうものが日常的にあった。

そういう青年です。おじいちゃんがそうやって暴力をふる

うというのは、お父さんも子どものころ見ている。お父さ

んは、殴りこそしないけれどもお母さんを精神的にどんど

ん追い詰めていく。しかも夫婦として子どもを育てていく

ときに、全く役に立たない。そのお父さんは、家の中では、

父親という役目を全然果たしていない。一番下のどうしよ

うもない息子の役割しかやっていない。病院へ来た彼は、

言ってみればお母さんにぶん殴られているけれども、お母

さんがそこの家でがんばっていくための戦友みたいな状

態でずっときていたのです。 

 彼は、非常にハンサムないい男でスポーツ万能なのです。

だから女の子にもてるのです。すぐ同棲をするのですが、

同棲すると大体「酒買って来い」が始まるのです。酒買っ

て来いが始まって言うことをきかないと、殴り始める。そ

して女の子が、最初は一緒にいたのだけど逃げ出す。逃げ

出すのだけど、ストーカー的に追いかけていく。ですから

女の子は、どこへ行ったかわからないようにして逃げ出す

しかなかった。それがしばらくすると、また違う女の子が

現れる。今度もまた、同じことを繰り返す。 

 その彼の場合には、何とか暴力やアルコールがおさまり、

自分の世界観、人生観をもう一回考え直して、自分がこう

いう状況になった必然性を自分でそれなりに納得しまし

た。今は、直に会って謝罪はしないですけれども、自分が

これまで迷惑をかけた人たちに対して謝罪しながら、一つ

ひとつ反省をしています。 

 しかも失ってしまった子ども時代を取り戻すために、自

分の好きなこと探しをしています。さっきも言いましたが、

子ども時代に子どもがやれなかった人というのは好きな

ものがないのです。一生懸命好きなことをやろうとする。

彼らは、寂しいということが根底にあって、寂しくてしょ

うがいないから酒を飲んだり、暴力の相手を見つけてきた

りしてしまうのです。自分の好きなこと探しをすることで、

何とか寂しさと向き合っていこうという努力を、彼は今が

んばってしているのです。 

結局、おじいさんと親父とその青年と、少なくとも３

代に渡ってつながっているというケースです。これはあま

りにたくさんあるケースの中のひとつです。 

 

【南雲】今日は、PTA にも後援をいただいています。年代

的には自分のお子さんが、小学生や中学生、高校生という

方がたくさんいると思うのですが、今社会問題化している

ひきこもり、不登校、あるいは少年犯罪、殺人、自殺など、

非常に心配なことがたくさんあるわけです。その問題とこ

の DV との関係、あるいは虐待との関係について、何かあ

ればお話しいただきたいのですが。 

 

【後藤】少年犯罪に関しては、「酒鬼薔薇（サカキバラ）」

から始まってバスジャック事件などがありますが、非常に

不可解な事件です。ずっとさかのぼれば、あの「宮崎勉事

件」もあります。あのような事件は、最初は、先天性の人

格障害か、あるいは分裂病の発病前の非常に殺人衝動が強

くなる状態か、本人を診ていないのでわからないのですが、

そのようなものかなとしか見ることができなかったので

す。 

 実際に、多重人格ではないのですが、自分の中にもうひ

とりの自分を作り上げて、そこに全部憎しみとか怒りを任

せてしまって、あたかもニ人の人物が自分の中にいるよう

に会話をしたりしていくというような現象があるのです。

それは従来のオーソドックスな精神医学の中では、ほとん

ど注目されていなかった。昔はなかったのか、あるいは注

目していなかったのか、それはわからないのですけれども、

そのような現象があるのです。 

 内側の怒りとか憎しみを託された自分というものが出

てきたとき、こちらが殺されるのではないかというくらい

に恐ろしい状態になります。普段は非常におとなしくてお

どおどしている。ところがその自分が出てくると、ものす
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ごく凶暴な暴れ方をするのです。家族は最初、その二重性

というものを認めないのですが、ついに矛先が親に向くよ

うになってやっと認めるのです。 

 そういう子の症状の軽いタイプというのは以前からあ

った。でもそこまで激しいのは、私も初めての経験でした。

それと同時に宮崎勉のルポであるとか精神鑑定書とかを

見ていくと、共通している陳述が随所に見られるのです。

ですから極めて近い心性が共有されているということで

す。 

 育てている親自身は、子どもがそういう状況になってい

るということに絶対に気づいていないのです。親はこの子

はいい子だと思って育てている。子どもも最初は自分はこ

れでいいのだと思っている。しかしそれは、さっきの感情

の共感というのと同じなのですが、言葉にしないけれども

伝わるということです。先ほどの友田さんのため息をする

ことで子どもに伝わるという話のように、自分では決して

意識はしていないのだけれども、自分の現存在、体全体に

染み付いている怒りであるとか悲しみであるとか、あるい

は子どもに向けた猛烈な思いというもの、そのようなもの

が子どもに伝わっていく。親としては全然伝えている気は

ないのです。 

 でも子どものほうは、「ああしなさい、こうしなさい」

「こうでないとお前は世間で認められないよ」とか「この

うちの子としては認められないよ」というようなメッセー

ジを、身体的交流の中で感じていくというようなことがあ

るのです。最初は、そのようなものに応えている。ところ

がどこかでそれに応えきれなくなったときに、親に対する

怒りのようなものが自分の中のもうひとりの自分という

形で作り上げられていって、それがあるときに爆発する。

それがおそらく少年犯罪にも関係ある心性なのかなと考

えています。 

 しかし、それは非常にまれです。私が 20 年近く臨床を

やってきて、そういうような人に出会ったことは初めてで

す。それ以外のひきこもりのケースはたくさんあります。

それは千差万別です。よい子の息切れのような状態や、非

常にシンプルな分離不安、お母さんから離れられないとい

うようなものから、非常に病理的なものまでなだらかに移

行しているのです。 

 ひきこもりという言葉でくくってしまっていますけれ

ども、そこの中には分離不安から何から様々なものが入っ

ています。病気も入っていますしノイローゼも入っていま

す。あと、DV が実際にあって、それに対する異議申し立

てとしてひきこもりなり不登校というようなことをやる

場合があります。でもこれは彼らが意識してやっているの

ではなく、自分が問題行動を起こすことによって家の中で

起こっているサイクルの歯止めになっているように、はた

からは見えます。自分ではそういう意識は毛頭ないのです

が、ひきこもりをやることによって、父親と母親の間に起

こっている暴力が緩和されたり、あるいは自分に関心が向

くことによって、家の中が一見停戦状態になったりという

ようなことが起こるのです。 

 DV があって、ひきこもりになっているのはどのくらい

あるのかはわかりませんが、DV がひきこもりなり不登校

なりの背景を構築したケースはたくさんあると思ってい

ます。 

DV は、強い者が弱い者に有無を言わせず従わせ、支配

と隷従という構造を暴力を使って強行していくというも

のです。支配と隷従の構造は、別に暴力を使わなくても起

こるわけで、家の中をそのような構造が支配していれば、

DV の結果起こってきた様々な障害と同じようなことが起

こりうるということです。 

 

【南雲】いろいろとお話を聞いてきたわけですが、ひきこ

もりとか不登校ということになってくると、うちの家庭は

大丈夫か、孫は大丈夫かということも含めて、そんなに遠

い存在の話ではないということになると思います。もっと

わかりやすく考えると、ちょっとこの前までのテレビドラ

マ。テレビで一番わかりやすいのは「巨人の星」です。ち

ゃぶ台をひっくり返して「飛馬よ」とやっていましたが、

星飛馬は本当に野球が好きだったのでしょうか。（笑） 

 しかしああいう形で親がお前は野球選手になるのだ、巨

人の星になるのだと言っていますが、どうして気仙沼の星

ではいけなかったのかと思うのです。親がずっと同じこと

を言い続ければ、別に暴力ではなくても、同じような場面

が少なからずあるのではないか。この間いろいろな所を取

材して、また事前に後藤さんなり友田さんなり、いろいろ

とお話を伺う中でそのようなことを思いました。 

友田さん、DV を予防する道、ここのところを気をつけ

てというようなことはありますか。 

 

【友田】また難しい問題ですね。皆さんからお聞きしたほ

うがいろいろな方法が見つかるのではないか、私はこのよ

うに回避したという 100 人の声を集めればいい方法が見

つかるのではないかと思いますが、いろいろな方法がある
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と思います。 

 予防というよりは、暴力を受けないために逃げることが

子どもの被害を回避できることも予防のひとつでしょう。

ノーという気持ちを相手にきちんと伝えることも一つで

す。それはアサーティブ・トレーニングとよばれるもので

相手に伝えるトレーニングですが、そういうトレーニング

をすることもひとつでしょう。暴力を受けたときに人に相

談するなど、具体的に何か起こったときにどうするかとい

うことを理解する、方法論を知っているということも予防

のひとつだと思います。 

 もっと広い意味で言いますと、人が生命に対して畏敬の

念を抱き、生命を尊重すれば、自分の感情の爆発で簡単に

相手に危害を加えたり、相手を支配するということに対し

て、どこかでコントロールすることができるのではないだ

ろうかと思うのです。相手に対して畏敬する気持ちが生ま

れるような関係を形成することができたならば、このよう

な構造に陥ることはないかもしれない。ひとりひとりの生

命の重さを知り、慈しむためにどうするのかということを

もう一度見直すことの必要性があると思います。 

アメリカでは、幼稚園児へも、暴力はいけないこと、

相手を尊重するにはどのようにするのか、いやだと言える

ための具体的な教育を始めています。そのような社会教育

を行っていくことから暴力の防止が始まるのかなと思い

ます。 

 

【南雲】友田さん、もっとわかりやすくしましょう。アメ

リカだと殴った男性はどういう処置をされるんでしょう

か。 

 

【友田】アメリカでは DV の法律があります。アメリカで

は、子どもの虐待も同様ですが相手に危害を加えた場合、

たった１回であっても発見された場合、または通告された

場合、または訴えられた場合は、加害者は逮捕されます。

首にちょっと傷がついただけでも発見されると逮捕され

ます。それがいいか悪いかという是非は置いておいて、彼

らは DV 専門の裁判所で、刑務所に行くか、それともメン

ズ・リソースセンターと呼ばれるところで DV トレーニン

グを受けるか選択させられます。多くの男性は刑務所に入

ると仕事を失うため、お金を支払ってそのトレーニングを

受けます。そして、１年間かけて再教育を受けるわけです。

暴力とは何か、DV とは何か、また暴力を相手に向けてし

まうときのその人の感情を振り返らせたり、そのときどの

ようなコミュニケーションが必要か、それをどう感じたか

など、一年後には自分の怒りのコントロール方法や暴力を

しない人間へ変わるためのカウンセリングを受けるので

す。 

暴力の再発生率は 50％だと言われています。50％は多

いように見えますが、逮捕者には２人の関係では暴力をし

たつもりではなくても逮捕された者から、ピストルで相手

を脅した者までさまざまです。つまり、誤って首に傷をつ

けた人は、次からはしないということなのです。規制され

た法律など無視するような人たちというのは、トレーニン

グを受けてもほとんど回復しないと言われています。アメ

リカでは、そういう成人にお金を費やすよりは子どもの教

育に費やす方が効果的だと言われています。 

 

【南雲】皆さん、どうもありがとうございました。 
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 開会あいさつ 
旭川市助役 藤澤貞二 

 

 

 皆さん、こんばんは。 

最近、新聞紙上であるとか、私どもに回ってくる文書

の中にも、いわゆる DV という省略した名称が出てきます

が、新しいオーディオ機器の一種かと思ったくらい、DV

というものについての認識が実はなかったわけでござい

ます。 

 去年の 9月だったでしょうか、男女共同参画審議会から

答申が出され、その中にも「女性に対する暴力」について

の記載がありました。男女共同参画社会の実現を阻害する

ような非常に大きな要因であるという記載があり、その中

にはいろいろな対応策といいますか、これから取り組まな

ければならない施策についても触れてありました。 

 それから、インターネットで北海道のホームページを調

べてみると、道が実施した「女性に対する暴力」の実態調

査というのが出ていました。男性に対して、叩くなどの暴

力を奥さんまたはパートナーにした経験がありますかと

いう問いがあり、「ある」と答えた人が 18.8％いました。

ですから 6人に 1人くらいの勘定になるのでしょうか、そ

ういう経験があるということです。私はそのような経験は

ありませんでしたが、この中にも何人かいらっしゃるので

はないかと思います。その中には、継続的に無視をする、

ずっと長い間無視をされるということが 1 割くらいある

という結果も出ていました。 

 本市においても、女性団体の自主的な活動で民間シェル 

ターがいち早く設置されました。昨年の 10 月には女性に

よる模擬市議会があり、その中でもこの DVに対する提言、

質問がなされるなど、民間の活動が先行して非常に活発に

行われており、心から敬意を表したいと思います。 

行政としても、先般、市内の女性団体の代表の方から

いろいろ申し入れを受けまして、それを 13 年度の予算な

り事業なりに反映をさせていこうと、13 年度の予算を編

成しました。今年は「全国のシェルターシンポジウム in

旭川 2001」が当地で開催されるというたいへん貴重な年

ですから、私どもとしても、新年度から男女共同参画を推

進する条例の制定に向けた取り組みを積極的に進めてい

きます。それから、いろいろな分野で女性の意見なり考え

方を施策に反映していくため、行政の施策や事業に対して

助言なり提言をしていただく女性の方を、市の職員とは別

な立場で置いていこうという動きを進めているところで

ございます。 

 今日はアジア女性基金の皆様方のご努力によりまして、

このようなシンポジウムを開催できますことをまず心か

らお礼を申し上げますとともに、たいへんお忙しい中、熱

心にご参加をいただきました市民の方々、そして女性団体

をはじめとする関係団体の皆様方に心からお礼を申し上

げまして、ごあいさつにかえさせていただきたいと思いま

す。ありがとうございました。 
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 基調報告 
吉永陽子 

（精神科医） 

 

精神科医になった理由 

 こんばんは。皆さん啓発ビデオはいかがだったでしょう

か？ 

 先ほどの啓発ビデオに登場した A子さんの話には、これ

から長い夜が来るのです。その A子さんが、例えば役所に

ドメスティック・バイオレンス（以下 DV と略す）相談窓

口などというものができて相談に来たとします。相談に来

た方に、「いいですか、DVは増えていますよ。あなただけ

ではない。こんなに数がすごい」と数のことをいくら力説

してもおそらくそのまま彼女はお帰りになるでしょうね。

つまり人間というものはいくら数字を並べたてても動く

ことができないのです。人間が動けるときというのはその

人の感情に訴えられたときです。その人の感情に添うこと

ができないとうまくいきません。 

 彼女が今相談にやってきたとしたら、まず私は数字のこ

とは言わないだろうと思います。あなたがどんな気持ちで

いるのかということを聞くでしょうし、それから今はとて

も安全でない状況だから、とりあえず安全な場所を確保し

たいですかと聞くかもしれません。安全になりたいという

気持ちがあるなら、そのためにはどういう方法があるのか

考えていきましょうという具合に進んでいくだろうと思

います。 

 さて、どうして私が精神科医になったのかという話をし

たいと思います。 

 ある日お腹の大きな女の子がやってきました。女の子は

妊娠していて、何となくわけありだったのです。10 代の

妊娠というのはわけありが多いのですが、最初に相談にの

ったのは福祉事務所の相談員の人でした。何となくポツン

ポツンと話すので、もしかするとこれは精神科の病気があ

るのかなと思ったのか、相談員の人は「先生、今こういう

相談がきているのだけど」と保健所の私を呼びました。生

活保護の申請を受けたいと福祉事務所に来たけれど、先生

にも話を聞いてもらった方がいいようだと呼んでくれた

のです。 

 ポツンポツンと話すその子の話を聞きながら、「ところ

で、そのお腹の赤ちゃんのお父さんに当たる人は誰？」と

聞いたのです。実はこの質問は私にとってはとても怖いも

のでした。頭の中に、もしかするとという思いがありまし

たが、それは大当たりでした。彼女は黙って私の目をじっ

と見つめながら、「殴らない？」と聞いたのです。そのと

たんに私は「ああ殴られていたのだ、この子」と思って、

「そんなことはしないよ」と言ったら、次は「信じてくれ

る？」と言うのです。「うん、あなたの言うことは信じる

よ」と言ったら、その後重い口を開いて、お腹の赤ちゃん

の父親に当たるのは自分の実の父親だと言いました。つま

り実父からレイプをされて妊娠をしてしまったのです。ど

うすることもできなくて親元から命からがら逃げてきた

子でした。 

 私はそれまで、性虐待や児童虐待など、いろいろなこと

を勉強していましたが、目の前に本当にそういう子が現れ

たということは初めてでした。どうしていいかわかりませ

んでした。すぐに頭の中に浮かんだのは、研修会の講師だ

った先生のところに頼もうということです。こういうこと

は専門家に任せるのが一番と思い、紹介状を書いて、パッ

と簡単に済めばいいと思ったのです。「でもそれはいいけ

れど、この子は今日どこに泊まるの？」と思い、頭の中に

シェルターという文字が浮かびました。 

 なぜその時点で私がシェルターを知っていたかという

と、実は私の勤めていたところは在日の外国人女性の相談

が数多くあるところで、健康保険証をもたないで病気にな

ってしまう方や、半ば売春を強要されて性病やエイズの心

配がある方の相談を受けていました。そうするとエイズの

相談だけではなく、いつの間にか逃げたいという相談にな

ってしまうのです。保健所に逃げたいという相談をされて

も、単独ではうまくいきません。そこで近くに日本のシェ

ルターがいくつかあるので、電話をかけて、「今逃げたい

と言っている人が目の前にいるのだけど」などというやり

とりをしました。そのように、シェルターとやりとりをす

ることがすでに私の仕事の中にあったのです。 

 そこで、今日この子をシェルターで泊めてもらえないか

なと思いました。もちろん児童相談所というのも頭にあり

ました。子どもの安全を保護するのは児童相談所という役

所だから、そこにもお願いに行ったのですが、とてもたい

へんなのです。下駄判を押していかなければならない。そ

うすると明日になってしまいそうなのです。役所は今晩泊

まるところを用意できないわけです。自分が役所に勤めて
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いるのに、「どうして役所はこんなに役に立たないのだろ

う」と思いながらシェルターに電話をすると、どこのシェ

ルターも「いいわよ、泊めてあげる」と言ってくれるので

す。実はシェルターはボランティアが運営していて、予算

的に厳しいことを私はよく知っています。しかし、「わけ

ありでいろいろ聞けそうにもない状態なのだけれど、何も

聞かずに泊めてくれる？」と言うと、「いいわよ」と言っ

てくれたのです。いくつものシェルターが全部「いいわよ」

と言ってくれました。紹介状を書いて専門家の意見を聞く

ことも大事ですが、今私が仕事をすべきだと気がつき、と

ても勇気がわきました。 

 それから端を発して弁護士さんと相談をし、東京都にあ

る児童虐待防止団体の専門の相談員とネットワークの会

議を開き、裁判をしました。そこで親権の剥奪ということ

をしました。つまり親子の縁を切ったのです。親戚のおじ

さんとおばさんがその子をひきとってくれることになり、

名字を変えて新しい生活をすることになりました。そうい

うことを私は経験させていただきました。 

 この仕事をしていると、今日は家庭裁判所、明日は法律

事務所という具合にあちこちに行きますから、役所のいす

が温まりません。「この仕事を一人でやるのはしんどいな、

でもやらなければ」と思いながら仕事をしていました。そ

の中で、いやというほど自分の力不足を味わいました。一

生懸命勉強をしても、まだ勉強が足りないと思いました。

それで、もう少し心の勉強しなければと思い、役所を辞め

て精神科の医者になろうと思ったのです。ですから、虐待

のことがなければ私は精神科の医者にならなかっただろ

うと、変な話ですが虐待にとても感謝しているのです。 

 

自分の中の「神話」 

 弁護士さんと一緒に仕事をすることが増えると、レイプ

を受けたという女性からの相談を受けるようになります。

レイプを暗い夜道で見知らぬ人から受けるのではなくて、

よく見知った相手からよく見知った場所で受けるのです。

例えばよく見知った男性の家に遊びに行って、部屋まであ

がり、そこで意に沿わぬ性暴力を受けるわけです。何でそ

んなところに行ったのだろうとか、そんなに嫌なセックス

の相手だったらとっとと別れてしまえばいいのにと思い

ながらも、とにかくカウンセリングの原則は聞くことだと

言われているため「うん、うん」と聞いているので、とて

も苦しいのです。 

 何か腑に落ちないまま聞いているのはすごく苦しかっ

たのですが、いよいよ勉強すると、実は私の中にいくつか

の神話がいつの間にか作り上げられていることに気がつ

く。例えばレイプは暗い夜道で見知らぬ人から受けるなど

というのは神話です。レイプの相談を受けるまでは、本当

の実態はよく見知った相手から見知ったところで受ける

のだということを勉強するまでは、「そんなことはないの

だ。暗い夜道で見知らぬ男から受けるのだ」と思い込んで

いました。いつの間にか私に神話が染み込んでいたのです。 

 実はこういうことは医学部では一つも教えてもらいま

せん。相談のたびに、自分の中にあるいつの間にかできて

しまった神話が一つずつ打ち砕かれていくような状況に

なりました。 

 そうすると自分の中に、嫌なものは嫌と言っていいのだ

という気持ちが生まれてきました。実は私は頼まれるとな

かなか断れない性格なのです。これはとても悪い性格で、

どんなに忙しくても仕事を入れてしまうのです。去年は六

十回ほど講演をしましたが、病院に 4日勤めていますから、

一体いつ休んだのだろうと思いながら今日も旭川にいる

ような状況になってしまうのです。それまでどうして自分

が嫌なものを嫌だと言えなかったのだろうということが

だんだんわかってくるようになるし、嫌なものは嫌だと言

えるようになるという自信がついてくる。そうすると自分

自身に自信がついてくるのです。 

 

女性への影響 

 いよいよ精神科医になりました。どういう方がいらっし

ゃるかというと、今子どもを虐待しているというお母さん

が来ます。夫の暴力が恒常的に続いていて、もうこれは命

が危ないと思ったので、シェルターに入り、そして母子寮

に入っています。とても怖くて仕方がないので実名は使え

ません。もちろん夫は離婚に賛成してくれません。 

 どのくらい怖いかと言えば、最初に話した子もそうでし

たが、いくら逃げても親がいつ追いかけてくるかわからな

い、怖くて街を歩けないと言うのです。だから私は自分の

名刺を渡して、「いい？あなたの父親が追いかけてきて自

分を連れ戻そうとしたら、交番に逃げ込んで、この先生が

全部言ってくれるからと私の名刺を出しなさい。あなたは

何も話さなくてもいいから、名刺をもっていて」と言いま

した。そうしたら、「うん、そうする。これなら街を歩け

そうかな」と言って、その後もずっと大事にもっていてく

れました。それくらい怖いのです。一度受けた暴力によっ

て染み付いた怖さというのは、なかなかとれないのです。 
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 子どもを虐待している女性の話に戻りますが、とても怖

いので実名で診察を受けられないと言うのです。どうしよ

うと思っていたら、近頃の役所は見上げたものです、なん

と仮名で医療券を出しました。生活保護を受けていて、と

りあえず医療を受けることに関して仮名で医療券を出し

てくれたので、仮名でカルテを作りました。 

 その方はさらに話を聞くと、彼女自身が育つ過程で竹箒

の柄でずっと小突かれたり、ずいぶんひどい虐待を受けて

育ったのですが、とても矛盾しているのです。自分が今育

てている子どもを虐待している。子どもがちょっとした粗

相をします。グラスをこぼしてテーブルを汚してしまった

りする。するとそれだけで怒りがワーッと頭にのぼって、

気絶するほど叩いてしまう状況になる。これはまずいと思

って診療に来ているのですが、自分もそれと同じことをさ

れながら、自分は虐待されていなかったと言うのです。不

思議な感じでしょう。 

 いろいろ聞いてみると話が食い違ってきます。カルテに

書くと、あれ、前回の話と違うということになります。こ

れは決して彼女がうそを言っているわけではなく、PTSD

（心的外傷後ストレス障害）という病気の典型的な症状が

出ているのです。昔の私だったら、このうそつきと思った

でしょうが、今は「うーん」と言いながら聞いています。

安全を確認しながら話を聞いていますが、安全な場合であ

れば、年数が経てば経つほど話がまとまってきます。落ち

着くのに年数がかかるのです。繰り返し、繰り返し聞いて

いくとだんだん話がまとまってくるのです。 

 話がまとまってきたところで、改めて振り返っていただ

きます。話しが食い違うのは、フラッシュ・バック（再体

験症状）が起きているからです。家にいても、またあの夫

がやってきて殴るという夢のようなものを見る。突然そう

いうイメージが頭に浮かんでくる。それから、今はお腹を

蹴られていなくても、お腹が痛いと言います。いくらＸ線

写真を撮っても、超音波でエコーを調べても何も異常はあ

りません。本当に痛みまでよみがえるというフラッシュ・

バックが起きる。 

 そして、怖いから電気を消して眠れない。母子寮の人に

怒られるのだそうですが、夫の暴力から逃れるためには常

に戦闘体制にいないといけないわけです。常に過覚醒です。

常に緊張を強いられていますから、ちょっとしたことで爆

発します。そして非常に強い不眠があって、私たちがかな

り強い精神科の薬を出しても眠れないという状況が続く

のです。 

 こういう病気を PTSD（心的外傷後ストレス障害）とい

います。とてもひどい出来事があって、心に大きな傷を背

負ったときに起きる病気です。この病気そのものは、日本

では阪神・淡路大震災やサリン事件の後にとても有名にな

りましたが、最初にこのことが言われたのはベトナム戦争

です。戦争帰りの兵士たちにこういった症状が見られまし

た。平和な、戦争のないアメリカに帰ってきたのだけども、

アメリカにいてもまるで戦場にいるような光景の中に自

分が置かれている。あの戦争中の恐怖を思い出すという症

状が起きました。自分たちに起きている症状をいろいろ話

し合っているところから、PTSD という病気の研究が進み

ました。 

 『ランボー』という映画をご存知ですか。PTSD のこと

を勉強するには『ランボー2』がいちばんいいと思います。

その冒頭の 15分を見れば PTSD は理解できます。ヘリコプ

ターがランボーの家にやってくると、その音を聞いただけ

で、ベトナムの戦場にいるかのようなフラッシュ・バック

が起き、家の中が反転してベトナムの戦場になります。

『ランボー2』が売り出されているときには、すでにアメ

リカでは PTSD について一生懸命取り組まれていたのだろ

うということがわかります。私はこれは PTSD だと診断し

ながら観ていました。 

 PTSD に限らず、心に傷を受けるような出来事、児童虐

待や DV というのは様々な病気を引き起こします。うつ病

や摂食障害、また境界性人格障害といった病気も起こしま

す。実は精神科のほとんどの病気は、心に受けた外傷体験

によると思われるほどとても多いのです。今まで自分自身

が行った精神科の臨床を思い起こしてみると、あの子もこ

の子もこの人も暴力を受けていたという状況なのです。 

 何でこんなに多いのだろうと思いつつ、はっと気がつい

て反省をするのですが、今まで私たちは聞いてこなかった

のです。医者は問診をしますが、痛いですか、どうですか

という問診の中でさえも、それを認識していなかったため、

あなたは今まで虐待を受けたことがあるかなどと聞いて

こなかったのです。それすらも取り上げてこなかったので

す。それは私たちの責任です。 

 

子どもへの影響 

 直接暴力を受けなくても、見ているだけでもとても心に

傷を負うことになります。親が DV を受けている状況の中

で、子どもがどうなるか、どんなふうに思うか。子どもは

両親は仲良くしてほしいと思います。仲良くするためには
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自分がいい子でいることが一番ではないかと、子ども心に

考えます。いい成績を取ろう、なるべく気を遣ってお母さ

んの肩をもんであげよう、お父さんの気持ちをイライラさ

せないようにいい子でいよう、早く寝よう、おもちゃのお

ねだりはやめよう。とってもいい子になるのです。そうす

ると自分自身の本当にあれをしたい、これをしたいという

気持ち、感情を出すことがなかなかできなくなるのです。 

 先ほどの虐待をしているというお母さんは、「自分の子

どもを愛するということがわからないのよ、先生」と言う

のです。愛するとはどういうことかと聞かれてしまうので

す。「今まで、シェルターなどいろいろなところで女性相

談員さんやいろいろな人に出会いましたが、出会う人すべ

てに自分のことを誉めてあげなさいと言われてきました。

でも、それがよくわからないのです。自分を誉めるという

ことがどういうことか、よくわからない」と言うのです。

なぜか。彼女は自分が誉められたことがないということに

気づきました。父が母を殴っている家だった。彼女は子ど

も心に、離婚したくても私がいるからお母さんは離婚でき

ないのだなと思っていたそうです。「二人のことで精一杯

なのだから、とても私のことなんてきっと気が回らなかっ

たのだと思うわ」と彼女は今言うのです。 

 意識してかしないでか、自分とこの母とは離れていた方

がいいなと彼女は思い、そして結婚した相手が、実は殴る

夫だった。関係性をつくっていくことにおいて、やはり人

間は学習したようにしかできません。お母さんとお父さん

との関係性、暴力という形のコミュニケーションは学んで

も、それ以外のコミュニケーションを学ぶことは結局でき

なかったので、結果として自分の夫との間は暴力というコ

ミュニケーションで結ばれたものになってしまったわけ

です。 

 自分の子どもとの間柄も、自分は母から愛されていると

いうことがよくわからなかったので、今どうやってわが子

を愛すればいいのかが分からない状況なのです。避けてい

たお母さんのところにこの間電話をしたら、お母さんは

「私はお前を愛することをしてこなかったの、ごめんね」

と言って、泣かれたそうです。それを聞いたときに彼女は

「ああ、そうだったのだ」と思った。「でも先生、これは

すごく悲しい話のはずなのだけど、泣けないのよね」と言

う。失感情症、要するに感情を感じることができない状況

です。「本当はすごくしんどい話だよね、先生」と言うの

です。「きっとそうだね」と私はただ聞いていました。 

 子どもを殴ってしまうなんて、そんなにひどいことは普

通できないとみんな思うでしょう。「何であんなにひどい

ことをするのだ。人の悲しみや痛みが分かっていれば、そ

んなことをするはずはない。なんてひどい母親だ」という

言い方をするのではないですか。しかし、彼女はそれを頭

ではわかっていても、心ではわからないのです。彼女は、

「もし悲しいという感情を自分自身が感じられるように

なったら、きっとそのあまりのひどさのために子どもに手

をあげることに歯止めがかかると思う」と言い出しました。

つまり、彼女は今悲しみを抱える強さをもち始めたのです。

そこまでの過程が長く、子どもは児童相談所に入ったり、

四苦八苦しています。その都度、児童相談所の人と電話で

やりとりをしながら治療が進んでいくのです。 

 DV があると、コミュニケーションの手段が学べないと

いう状況が起きます。また、いい子でいるように努めよう

としますから、自分自身を抑圧します。だから必要なとこ

ろで必要なだけ言うということができません。そして、虐

待の場合も DV の場合も、誰かに相談することができない

のです。自分の母が誰にも相談せずにじっと耐えている状

況を見ていますから、これは相談してはいけないことなの

だと子どもは学びます。外に相談してはいけないと思うか

ら、子ども自身も誰かに相談することができません。虐待

を受けた子ども、DV を見てきた子どもが、さらに自分の

子どもに対する行為の相談など、とてもできるはずがない。

いつまでも「密室」が続いていくのです。「悩みを相談し

ても良い」ということすら思いつかないのです。 

 また、家の恥という考え方があるので、外に漏らしては

いけないと思い込まされている。そしてこれを強く言いた

いのですが、例えば民事不介入という言葉があって、少し

前までは、あまり夫がひどく殴るので相談に行っても、

「いやあ、夫婦げんかのことには警察は口を出さないか

ら」と言われていました。どこに行っても家庭のことには

口出ししません。学校もそうでしょう。先生がこの子は虐

待を受けているのではと思っても、家庭のことにまでは入

り込めませんでした。 

 そういう習慣があっても、もうそれから目をそらしては

いけません。なぜこんなに 17 歳のことが吹き荒れたので

すか。なぜこんなことになってしまったのか。私たちが今

まで家庭のことだからといってずっと臭いものに蓋をし

ていたつけが、今出てきているのです。もう蓋をしてはい

けません。目をそらさずに、何が起きているかをまず認め

ることです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2001年３月31日発行 

発行者／財団法人女性のためのアジア平和国民基金（アジア女性基金） 

〒107-0052 東京都港区赤坂2-17-42 赤坂アネックスビル 

本報告書の無断転載はお断りします。 

 



 
財団法人  女性のためのアジア平和国民基金 

（アジア女性基金） 
 
 
 
 
    アジア女性基金は、元「慰安婦」の方々への国民の償いを行うこと、女性の名誉と尊厳に 

        関わる今日的な問題の解決に取り組むことを目的として、1995年7月に発足いたしました。 

        以来､政府と国民の協力によって、具体的な事業を実施してまいりました。 

 

          そのひとつは、元「慰安婦」の方々への国民的な償い事業です。それは、１）元「慰安婦」 

       の方々の苦悩を受け止め心からの償いを示す事業、２）国としての率直なお詫びと反省の表明、 

       ３）政府の資金による医療・福祉支援事業です。この償い事業については、一刻も早く日本の 

       道義的責任を具体的に表したいという気持ちで進めています。 

 

          同時に、ドメスティック・バイオレンス（夫や恋人からの暴力）や人身売買など、女性や 

      子どもに対する暴力や人権侵害によって苦しむ方々が、まだまだたくさんいます。アジア女性 

      基金では、今日的な女性の人権の問題にかかわることによって、過去だけでなくすべての女性 

      に対する暴力のない社会を目指して、その問題の解決のために、以下のような活動に取り組ん 

      でいます。 

 

          ■  女性が現在直面している問題についての国際会議の開催 

          ■  女性の人権問題に様々な角度から取り組んでいる女性の団体への支援活動 

          ■  女性に対する暴力、あるいは、女性に対する人権侵害についての原因と防止に関する調査・研究 

         ■  暴力や人権侵害の被害女性に対するメンタルケアの開発など 

   ■  女性に対する暴力のない社会を目指す啓発活動 

 

 

           基金の事業や活動についてのお問い合わせは、下記までご連絡ください。なお、インター 

ネットでも基金の活動はご覧になれます。 

 

 
〒107-0052  東京都港区赤坂2-17-42  赤坂アネックスビル4階 

TEL： 03-3583-9322/9346       FAX： 03-3583-9321/9347 
Home Page： http://www.awf.or.jp     e-mail :  dignity@awf.or.jp 



 

 Ⅵセミナー（旭川市） 93 

「認める」勇気 

 病気が治るきっかけは、「すべてを認めること」が大事

だと言えます。要するに、「自分には起きていない」と否

認することから脱することです。最初に話した性虐待の彼

女にしても、子どもを殴っているお母さんにしても、自分

にこんなことが起きたなんて本当に信じられないし、なか

ったと言ってしまう。裁判の最中になかったと言ったりす

る場合もあります。 

 認めるということはとてもたいへんなことです。何が起

きているのかをまず認める、見つめる、直面するというこ

とです。何が起きているかを認める勇気を私たちは持たな

ければなりません。「まさかうちの子が」「まさかうちは

違うわ」とか、それがもう少し広がると、「旭川ではそん

なことはありません」などと言い出すのです。学校に講演

会に行くと、「うちの学校はそんなことはありません」と

言われることがあります。いじめもそうでしょう。セクハ

ラもそうです。セクハラの講演会に行くと、すごくひどい

ことを言われます。「うちの会社はセクハラなどありませ

ん。だってセクハラするような年齢の女子社員はいないか

ら」。それはあなたがセクハラだと言ってあげたい。だか

ら、まず認めることがとても大事です。 

 どんなふうに回復していくのかを少しお話ししましょ

う。しんどいことを認めるまではとてもたいへんです。例

えばシェルターに行けばいいなどと言いますが、シェルタ

ーに逃げ込んでくるまで、相談の窓口にたどり着くまでが

どれだけたいへんか。だから、相談にたどり着いたとき、

そこまで背負ってきたものがどれだけ大きいかというこ

とです。そこまであったドラマの大きさをよく考えながら

話を聞かなくてはなりません。 

 

「打ち明ける」勇気 

 まず、人に何が起きているかを打ち明けるところから始

まりますが、打ち明けるということはとても怖いことです。

DV があるのは自分が悪いからではないかという罪悪感が

あるわけでしょう。殴られている妻は、自分が何か至らな

いからだと思わされてしまっている。殴られている子ども

は、自分がいけない子だからだと思ってしまう。罪悪感を

もっているため、もしかすると叱られてしまうかもしれな

いと思いながら相談に来るわけです。 

 そこから第一歩が始まるのですが、いろいろな人が突然

現れてくるから、さらに怖いと思ってしまいます。女性相

談員のところに行ったら、「シェルター」という知らない

カタカナが出てくる。そこに行くと安全だと言われてもそ

れは無理です。そこではお金がなくても暮らしていけると

突然言われても、心配して行かないのが普通だと私は思い

ます。 

 離婚だということになれば、弁護士さんも登場するかも

しれない。次から次へと今まで接したことがない人が現れ

てきますから、乗り越えていくことはとてもたいへんなの

です。「そんなにひどい夫だったら別れればいい」と言い

ますが、そんなに簡単なことではありません。世代連鎖と

いいますが、綿々と連なってきた暴力という関係性を断ち

切って、新しい人間関係をつくりあげていくということは、

すごい変化をきたすことです。人間にとって「変化」はと

てもたいへんなことなのです。 

 そのため、それはゆっくりしたペースで進むことになり

ます。ところが私たちはゆっくりしたペースに慣れていま

せん。ついつい先を急いでしまいがちになる。どうも先を

急ぐこと、合理的に物事を考えるのがいいことだという勉

強ばかりをしてきたような気がします。 

 

「受けとめる」という作業 

 さらに回復していくために、その人の心の中にどんなこ

とが起きたのかを繰り返し聞くのですが、その中で、起き

た出来事と、わいてくる感情を区別するという作業が必要

になってきます。私たちは訓練を受けてきているから、起

きた出来事をまとめることは非常によくできます。しかし、

どんな気持ち、どんな感情だったかと言われても、なかな

かまとめることができません。どんな気持ちかをまとめ、

それを自分で受けとめるという作業をしなければなりま

せん。 

 受けとめる作業というのは、悲しい、イライラする、つ

らい、もう死んでしまいたいという気持ちをすべてありの

ままに受けとめるということです。そうすると、自分がそ

の気持ちに耐える力ができます。感情耐性、感情に耐える

力をもつことは、衝動に走ることに対する予防の要因にな

ります。暴力で解決をすることは癖になります。酒で憂さ

を晴らすという話がありますが、それも癖になってしまう

のです。感情に耐えることができないと嗜癖に走りやすく

なります。だから、感情に耐える力を身につけることが暴

力をストップさせることにつながるのです。 

 

「聞く」という作業 

 感情に耐える力を身につけるには何が必要かというと、
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聞くことです。聞く作業というのは、実は、痛みをともな

う作業です。私自身の痛みもともないます。例えば、しん

どい、死んでしまいたいという言葉を聞いたときに、ああ

私も思春期に死んでしまいたいと思った、と思い出させら

れてしまうのです。でも、ふっと考えると、思春期という

のは 100 点で越えてきたものではありません。60 点で越

えてきたものです。満点で越えていれば痛みなど思い出し

ません。60 点でぎりぎり越えてきたから、そのときに越

えきれなかった部分が今痛みとなってよみがえってくる。

それをさらによく考えてみると、別に満点でなくても人間

というのは生きていけるのです。何だ、結構生きていける

じゃないかと思うようになります。心を白くして聞くこと

ができたときに初めて、回復していく相手、トラウマを受

け、傷を受け、生き抜いてきた人たちも、ああ自分は結構

生き抜いているのだなと気がつき始めます。 

 

「出会い」と回復 

 そしてさらに出会いがあります。自分は一人だと思って

いたのが、トラウマを受けて生き抜いている人たちとの出

会いがあります。その出会いが密接なものでなくてもいい

と思えるようになります。もしかすると一生に一度しか会

えないかもしれない。例えば、皆さんには一生に一度しか

会えないかもしれません。しかし、旭川でこの DV のこと

に取り組むという第一歩を踏み出した皆さんと私は、緩や

かなネットワークでつながることができると思います。私

たちの豊かな想像力を働かせて、一人ひとりの力はとても

小さいけれどもこういう緩やかなネットワークで結びつ

いていることがわかったときに、それぞれの場所でそれぞ

れが生き抜いていけるという力が自分の中にあることに

気がついたときに、回復ということが見えてきます。 

 とてもひどい状況を見ると、絶望してもう何もできない

と思うかもしれませんが、そんなことは決してありません。

私は自分の医者のポリシーとして、「現実は厳しいけれど

も、きっとよくなります」と言うことにしています。希望

がとても大事だからです。私は希望はあると思います。今

日、この寒い旭川で、こんなにもたくさんの人がこれだけ

ここに熱心に集まるということは、とても希望があると思

います。今日ここで話すことができてとてもよかったと思

っています。 
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 パネルディスカッション 
 

 コーディネーター 松田 瑞穂（アジア女性基金業務部長） 

 パネリスト 吉永 陽子（精神科医） 

  村田 恵子（ウイメンズネット旭川代表） 

  高本 美明（北海道立女性相談援助センター判定課長） 

 

【松田】 最初に村田恵子さんから、シェルターについて、

ウィメンズネットの活動などを含めてご報告いただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 

【村田】 私たちの会は 1996 年 11 月に発足ました。性に

よる差別をなくすためのあらゆる取り組みを行うという

目標を掲げており、相談業務は、その中でも女性が直面し

ている具体的な問題に向き合っていこうということで、発

足と同時に会の大きな取り組みのひとつとして始めてい

ます。会の取り組みは 5年目に入ったところです。 

 今でも非常にはっきりと記憶しているのですが、一番最

初に受けた電話が、「私、殺される」という悲鳴に似たよ

うな訴えでした。夫から包丁を突きつけられて、今ようや

く寝静まったところなので家中の刃物を全部かき集めて

隠したところだとおっしゃるのです。殴られて耳の鼓膜を

破られたとか、階段から突き落とされて肋骨が折れたこと

がある、顔にあざができて外に出られないということが何

度もあった、子どもが小さいときには子どもの手を引いて

駅で夜を明かしたこともあるなど、30 年に及ぶ結婚生活

の出来事を話されたわけです。私たちはそのときにはまだ

シェルターをもっていませんでしたので、協力いただける

場所をお伝えして、いつでもそこに飛び込むようにと話し

ました。結局ご本人と会うということにはなりませんでし

た。 

この方のように、命の危険に関わる暴力に日々さらさ

れている方々がたくさんいらっしゃるということが、日を

追うごとにはっきりしてきました。女性と子どものための

緊急避難所である駆け込みシェルターをもたないで、電話

相談は続けられない。それが、私たち電話相談にあたって

いる者の実感でした。 

 98 年の 3 月に、旭川市をはじめたくさんの方々の協力

をいただいて、駆け込みシェルターの開設にこぎつけまし

た。ドメスティック・バイオレンス（以下 DV と略す）に

関わる相談数は年々5割増の勢いで増えています。昨年の

4月から今までで約 200 件。もちろん他のいろいろな相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もきていますが、DVの相談件数は非常に増えています。 

 DV の問題は、以前だったら離婚相談の中に隠れていま

した。離婚相談を受けているときに、例えばこちらから「暴

力はありませんか」と聞くと、思い出したように「ありま

す」と答える方が多かったのです。しかしここ 1､2 年は、

私は夫から暴力をふるわれていますとか、隣の奥さんがど

うも暴力をふるわれているというように、「暴力がある」

と直接相談される方が非常に増えてきています。DV につ

いての認識がようやく広まってきたのかなと感じさせら

れています。 

 DV というのは夫の年齢、職業、社会的地位、収入とは

まったく関係なく発生しています。いわゆる問題のある家

庭とか、貧困の家庭で発生すると思われがちですが、特別

な家庭の問題ではないということです。 

 ご存知のように、1995 年に北京で第 4 回世界女性会議

が開かれ、女性に対する暴力は重大な人権侵害であるとと

もに、男女間の不対等な関係、不対等な社会構造を背景と

して起きる問題であり、解決すべき最重要課題として取り

上げられました。また、昨年ニューヨークで開かれた国連

の女性会議では、女性に対する暴力の根絶に向けて、国内

法を整備するようにということが具体的な目標として盛

り込まれています。日本での法整備は非常に遅れています

が、ようやく今年の 1月末に開かれている通常国会に、超

党派の女性議員たちの手によって、DV 防止法が上程され

るところまできています。私どもはこの法案成立の行方を
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現在見守っています。 

 先ほどの吉永さんのお話にもありましたように、女性と

子どもが暴力的な日常生活から抜け出してくるというこ

とは本当に容易なことではありません。今日のテーマは

DV が女性や子どもたちに与える影響についてですが、私

は、女性と子どもたちの再出発の場面に立ち会っていると

ころから見えてくる、女性や子どもたちが抱える困難な状

況について少し話をしたいと思います。 

 シェルター活動というのは、結局は女性や子どもたちの

再出発を難しくしている事柄や、社会的な仕組みなどを当

事者とともに一つずつクリアして、変えていくということ

に尽きるだろうと感じています。 

女性が暴力から逃れることを難しくさせている要因は

いくつもあります。先ほどのビデオでは、DV にはサイク

ルがあってハネムーン期があると説明されていましたが、

ハネムーン期の夫が本来の姿という女性の願望も含めて、

なかなか暴力の日常生活から抜け出られない。また夫は、

お前が殴らせるのだとか、お前に問題があるのだとか、お

前は何もできないというように、日々暴力をふるう理由を

女性の側の問題とし続けます。そうすると、女性は自信を

なくして無気力になっていきます。ある方は、日常生活に

も過酷といえるほどの細かい約束事を作られて、そのうち

の一つを今日はいいかと緩められたとき、なんと優しい夫

なのだろうと思ったと言うのです。そういう心理状態に追

い込まれていく話を本当によく聞きます。 

 しかし私どもが相談を受けて感じているのは、被害にあ

っている女性たちの多くは、友人や家族に相談をしたり、

家庭裁判所をはじめとする各行政相談窓口を訪れたり、実

際に別居生活に踏み出したりという形で、何らかの行動を

起こしている方がけっこう多いということです。これに対

して、先ほどの話にも出ましたが、夫は、逃げたら殺すと

いう言い方や、お前の身内や友人などもひどい目にあわせ

てやるという形で脅すことがよくあります。離婚に際して

は絶対子どもは渡さない、お金は一銭たりとも渡さないと

いうこともよく言います。お前が出ていったらおれは自殺

してしまうという形の脅しの文句も言うなど、妻をつなぎ

とめるためのあらゆる方策を講じます。家を出た際には本

当に執拗に探し回ります。 

 そういうわけで、当事者にとっては、何よりも安全な住

まいの確保と今後の経済的な見通し、離婚に関わる手続き

の問題、それから子どもの学校の問題等、解決すべき問題

が山積しているわけです。差し迫って本当に必要な情報と

手立てが十分に得られない現状にまだあるといえます。 

 私たちのサポート活動では、まず女性と子どもたちに本

当に心身ともにゆっくり休んでもらうことが第一義的な

課題です。安全性に留意しながら本人の意思を尊重しつつ、

その中で新たな生活に踏み出すための必要な情報提供を

行い、一緒にいろいろ考えながら、具体的な準備を進めて

いきます。 

ケースに応じて様々ですが、例えばけがをしたり体調

を崩されている方には、病院を紹介したり病院に同行した

りすることもあります。離婚の手続きに関しては、弁護士

さんを紹介したり、調停や裁判が始まったら家庭裁判所に

同行するようなことも行っています。例えば、夫が捜索願

いを出すなど執拗な動きをする場合は、警察との連絡、子

どもさんへの虐待の問題が出てきた場合には、児童相談所

と連絡をとるいうことも当然出てきます。生活保護をはじ

めとする各行政窓口、教育委員会等への同行もします。ま

た、シェルターを出て新しい生活を始めるにあたっての住

宅探しや引越し、場合によっては職探し等のお手伝いをす

ることもあります。 

このようにサポートの内容は非常に多岐にわたります。

そういう意味では、女性と子どもが安全に新たなスタート

を切っていくには、こういった各関係機関との非常に綿密

な連携と協力体制がなければ到底無理と言わざるを得な

いと思います。 

 女性や子どもたちは、繰り返される暴力的な日常生活の

中で自信をなくしたり、自分を大切にする自尊感情を奪わ

れたりしていることが多くまた、夫に対する恐怖感や不安

感は、私どもの想像を越えるほど強いものがあります。離

婚が成立して数年経っていても、電話で夫の声を聞くただ

けで、まだ体の震えがくるとおっしゃる方もいらっしゃい

ます。 

 母親が暴力を受けている家庭では、かなり高い確率で子

どもたちにも暴力がふるわれていることもはっきりして

います。子どもに直接向けられる暴力はもちろんですが、

母親に加えられる暴力を見聞きしている子どもへの影響

も非常に大きいと思われます。突然大きな奇声を発すると

か夜泣きをする、うなされる、体中に湿疹が出る、脱毛症

になる、言葉の発達が遅いなど、様々な身体症状が現れま

す。年齢の高い子の場合、先ほど「いい子にならなくては」

という抑圧感があるという話がありました。暴力をふるう

相手に対する怒りもないとは言えませんが、自分や自分の

母が受けた暴力に対してきちんと立ち向かえなかったと
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いう、自分に対する怒りや自責の念、無力感にとらわれる

こともよくあるようです。 

 緊張感を解きほぐし、新たに一緒に住む家族としていた

わり支え合い、関係を確かめ合っていくためには長期的な

カウンセリングが必要です。吉永さんのような方が旭川に

いらっしゃって、すぐにつながるような形になれば本当に

いいなと思います。 

 サポート活動の中で本当に痛切に感じていることは、暴

力の被害にあっている当事者がなぜ逃げて身を隠すよう

な形をとらなければならないかということです。身のまわ

りのわずかなものを携え、中には何一つ物をもたずに私た

ちの元へたどり着く方もいらっしゃいます。今までつきあ

ってきた友人や生活していた地域、日常慣れ親しんで使っ

ていた品物、そういうものすべてを捨てて生活を始めなけ

ればならない状態は、本当に不当だと思います。また、離

婚成立まで非常に時間がかかる。夫がなかなか離婚に同意

せず、いろいろ口出しをしてくることもあります。そこに

多大なエネルギーを費やさなければならないことも考慮

されるべき問題だと思います。 

 そして、何よりも暴力を受けた側が心身に受けるダメー

ジの大きさに比べて、暴力を加えた側は自分の行った行為

に対する自覚がまったくない。このギャップの大きさが

DV問題の本質を表しているのではないかと思います。 

 結局先ほど吉永さんも話されたように、DV は暴力を長

い間潜在化させて、容認してきたこの社会の問題だといえ

ます。DV 防止法の制定が近いうちに実現すると思います

が、この法律が DV の未然の防止につながり、当事者たち

の抱えている問題解決に役立つものとなるよう、現場にい

る人間として引き続き声を上げていきたいと思います。 

 

【松田】 どうもありがとうございました。 

 続きまして、北海道立女性相談援助センターの高本美明

さんにお話しいただきます。 

 

【高本】 近年、ドメスティック・バイオレンス（以下

DV と略す）や子どもの虐待の問題がずいぶん報道される

ようになり、皆さんの中にもずいぶん浸透してきたという

感じがします。これは両方とも同じ家族、家庭という器の

中で起きているものです。 

 私は元々は児童問題に携わっていて、2年前にセンター

に赴任しましたが、実は DV は児童虐待と非常に密接にリ

ンクしているのだと感じ始めました。子どもの虐待という

のは、大人から子どもへという上から下への方向性をもっ

ている。DV というのは大人同士の抗争という暴力の方向

性をもっている。それがかみ合い、三極でいろいろな問題

が起きるのです。 

 女性相談援助センターは、売春防止法に基づいた婦人相

談所と婦人保護施設を統合した建物です。売春に関わる相

談が減ってきたため、平成 7 年に北海道は条例を改正し、

広く女性の保護自立に関わる相談に応じることになりま

した。 

 昨年の相談の件数は 2700 件ほどです。この中には DVだ

けでなく、暴力団からの追及があって逃れたいという方や、

浮浪している方の相談も含まれます。DVの関係でいうと、

夫婦関係や離婚の相談という分類になりますが、平成 10

年度の数字で約 1000 件がそれにあたり、全体の 4 割程度

になります。そのうち夫、恋人からの暴力の相談は 643 件

でした。実際に家を追われて自分の身の安全を確保する場

所がないということで、センターの一時保護所に入所され

た方、利用された方は、平成 10 年で 225 人。同伴されて

いるお子さんが 170 名ほどいらっしゃいました。単純計算

で 1年間のうち、3日に 1人の割合で女性が子どもを同伴

して、うちのセンターに入所しており、今年は 1月現在で

ほぼ去年の数字を超えてしまっているという状況です。 

 職員は毎日その相談に応じています。たいへん重たい相

談ですから、職員自体も相当の疲労感があります。先ほど

吉永さんがおっしゃったように、自分の過去の体験と重な

り合ったり、過去のケースと重なり合ったりということを

ずいぶん繰り返します。 

 それでは事例をご紹介しましょう。夫の暴力を受け、警

察のアドバイスで緊急保護したという事例です。殴る、蹴

るの暴力を受け、話しかけることも許されなくて家を締め

出されたという方です。人当たりのいいご主人と一年ほど

つきあい、妊娠して結婚しました。結婚後、週に 1回くら

いの割合で殴る、蹴るの身体的暴力を受けるようになりま

した。ご本人が理由を尋ねると、気に食わない言い方をし

たからだと言われ、自分にも悪いところがあるのかとずい

ぶん悩まれたそうです。妊娠中にお腹を蹴られることもあ

りました。これはけっこう、頻繁に起きている出来事です。

ここにいらっしゃる男性は「そんなことはあるわけない」

思われるかもしれませんが、妊娠したとたんに暴力を振る

うという事例は相当あります。ここのご家庭にはお姑さん

も同居されていますが、夫の暴力が始まると黙って見てい

るか、ひどくなってしまうと自分の部屋に入ってしまうよ
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うです。この方は一度、家庭裁判所に離婚の調停の申し立

てをしています。その調停の前に、ご主人からもう二度と

暴力はふるわないので離婚しないでほしいと懇願された

そうです。その方はすでに仕事を辞めていたのでお金もな

く、子どもの将来を考えると離婚はいつでもできると思い

直して離婚調停をとり下げたそうです。離婚調停をとり下

げ、また同居を始めてからの 1、2 か月くらいは非常に優

しくて、この人は変わったのかなと感じた。しかし、それ

以降また暴力が激しくなってきた。今度は殴る、蹴るだけ

ではなくて、週に 1回、家から出て行けと怒鳴られて締め

出されるようになった。子どもを抱いて朝まで公園や空き

地で過ごしたそうです。通りがかりの人は非常に不審な目

で見ていた。センターに入所する前夜に顔面を相当連打さ

れ、子どもを抱えたまま家から逃げ出した。近所の人が警

察に通報し、警察が身柄の保護をしようと話をしてくれて、

センターにつながったのです。「ご主人を訴えるのであれ

ば事件化します。事件として取り上げてご主人を処分する

ことができます」と、警察の方はそこまで言ってくださっ

たのですが、ご本人はもう気が動転していて、警察に訴え

ると夫に何をされるかわからないのでできなかったとお

っしゃっていました。 

 道警は昨年以降、ずいぶん素早く対応して、センターに

紹介してくださり、それで入所される方がずいぶん増えて

います。以前の警察の対応とは違って、親身になって話を

聞いてくれたり、身の安全を確保したりすることは、北海

道においては浸透してきたのではないかと感じています。 

 ご本人の体調や精神状態、これから先の心配や不安など

を伺うことも私の仕事の一つです。先ほどの方は、入所前

は子どもと一緒に生活していくことに不安があったが、今

はやっていけそうだと思っている。離婚調停を申し立てて

いるけれども、待ち伏せされるのではないかという不安が

ある。他の人には理解されないかもしれないが、夫に友人

がいるので外出しても不安で落ち着けない。体調の面では

慢性的な腹痛や頭痛があって健康に自信がもてない。ドア

が開くと夫が来るわけではないのに恐怖感がわく。吉永さ

んが言われていた過覚醒という状態です。これらが実際、

女性の身に起きるのです。 

 子どもさんがいる家庭で虐待が一番激しく起きるサイ

クルが、レノア・ウォーカーが書いた『バタード・ウーマ

ン（虐待される妻たち）』の中に出ています。初期は女性

が妊娠している時期で、身体的虐待が増加するといわれて

います。二番目は幼児や小さな子どもが家にいる時期。子

どもの世話に追われる女性への嫉妬が引き金になるらし

いとも言っています。三番目は子どもが思春期を迎えた時

期。普通の家庭でも暴力的家庭と同様にストレスが高まる

と言っています。子どもは思春期になると、中立を守らな

いで母親を守ろうとするか、虐待者と一緒になって母親を

殴り始めると言っています。ずっと沈黙を守ってきた子ど

もの、どうしてこの状況を変えられないのかという最後の

叫びが暴力行為になるか、それともお母さんを守る立場に

なって、「お母さん、ここからもう離れよう」と言うよう

になるか、思春期が境目になるようです。 

 私はお子さん同伴の面接もするので、その事例も紹介し

ます。お母さんの話によると、言うことを聞かないで母親

を脅す、怒られると危険な行為に出るという小学校一年生

です。お母さんは夫の暴力を逃れて子どもを連れて一時保

護を求めたという経緯があります。夫は子どもに対して、

最初は甘やかすだけ甘やかして、その後スパルタになった

ようです。お尻やももにあざができることもあったという

状態です。 

 子どもに心配なことは何かと聞くと、施設に行きたくな

いと言うのです。お母さんは以前、首都圏の婦人相談所に

入り、児童相談所に子どもを一時預けたことがある。分離

に対する不安が非常に強い。「お父さんに叩かれたことが

ある？」と私が尋ねると、「うん、嫌だった、痛かった」

と言う。「お父さんはどんな人？」と聞くと、「怖い、嫌い。

前は怒られても好きと言っていたけれど、本当は嫌いだっ

た。嫌いと言うと怒られるから言わなかった」。「嫌なこと

は何かあるかな」と聞くと、「叩かれたり、迷子になった

りすること。お母さんが逃げて、追いかけていくと迷子に

なってしまう。一番嫌なことは施設に入れられたりするこ

と」と言うのです。 

 このお子さんの状態を見ると、知能的には正常な発達を

していますが、お母さんに対する注意引きの行動、お母さ

んを引きとめようとする行動、また、頑固さや場当たり的

なうそ、言い訳などが多く見られました。母子分離の不安

が大きく、父親への嫌悪感、恐怖感を強く表現します。 

 このお子さんに絵を書いてもらいました。実がなってい

て、サルがやってきて食べてしまった。ウキウキ。でもそ

の下にハチがいて、お尻に手が伸びてつかまってしまった。

グサッと刺している。カニがいて、鉄砲があって撃ったら

二人とも吹っ飛んでしまったという話です。ウキウキして

いるサルというのは自分です。それが捕まってお尻にグサ

ッとハチに刺されるのです。カニが何を表しているのかは
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よく分かりませんが、撃ったら二人とも吹っ飛んでしまっ

たというのは、自分も一緒に吹き飛ばされたということで

す。 

 お子さんの絵を見ながら話を聞いていると、鉄砲や大砲、

怖い動物がよく出てきます。ヘビやライオン、毛虫、ハチ

という生き物が非常に多く登場することが特徴だと思い

ます。爆発している様子を描く子どももたくさんいます。

反対にあまり表現ができなくて絵も描けない子どももい

ます。 

 最近いろいろな心理テストが一般的に知られるように

なってきましたが、バウムテストというものをやると、真

っ黒く塗りつぶしてしまう子どもがいたり、細かい葉っぱ

をちょうど樹冠の部分にいっぱい描いたりする子どもが

います。これは自分を包み隠していると一般的に言われま

す。自分の感情を覆い隠してやり過ごそうという状態が見

られるのです。 

 これらの事例から、DV は確実に子どもに強い影響を与

えていることがわかります。それがどの程度かを科学的に

証明しなくてはいけないと、北海道の環境生活部女性室が、

DV の問題とあわせて子どもへの影響の調査をしたと新聞

に出ていました。子どもへの強い影響があるということで

す。 

 北海道の調査は、アンケート調査と被害体験者の面接調

査、関係機関の調査の 3本立てです。アンケート調査では、

子どもへの影響性について聴取しています。暴力行為を子

どもが見ていたことがあるというのが 31.1％、子どもが

心配したり、おびえたりするようになったというのが約

16％。その他子どもに悪い影響があったと思うというのが

11％です。また、この面接調査で、子どもがいる 26 家族

のうち 23家族、つまりほぼ 90％に父から子どもへの暴力

が認められ、このうちの 16家族、つまり 70％に身体的暴

力があります。 

 吉永さんのお話にもあったように、非常にリンクしてい

るのです。子どもたちが成長するときに、自分の感情を押

し殺し、なおかつ人との関わりややりとりを学習する場が

ないという状態が非常に大きな影響を与えます。どんな影

響が現れるかも、この調査では聴取しています。 

 まず、身体的暴力と精神的暴力が複合しているケースで

は、就寝が遅いとまだ寝ていないのかと蹴飛ばされる、言

葉が話せなくなり、自律神経を病み通院したという事例。

診断書には小さいころからの家庭環境の影響と書かれて

います。また、幼児期より食事中に頭を殴られ、ささいな

ことでうそをつくと殴られ続けたこともある、心身症的で

神経質、胃腸が弱い、父に対する恐怖心がある、小学校低

学年のころから暴力が始まる、母親への暴力を止めに入っ

て壁に突き飛ばされたことがある、小学校高学年から言葉

が出ない、チック症状や登校拒否があったという事例。ま

た、母への暴力を目撃しており、小学校時には身体的暴力

を受けていたという子どもは「お母さん、二人でお父さん

を殺そう」と言った。数年後、なぜお父さんと別れないの

だと荒れだしたという事例があります。 

 暴力を見ているだけというのはどうかというと、母や年

上の兄弟が暴力を受けているところを小さいころから目

撃しており、父が帰宅すると足音を聞いただけで逃げる、

布団に潜って目だけこちらを凝視している、人間関係を結

ぶのがつらい、ものが食べられなかったり、吐いたりする

ことがあるという例があります。母への継続的な暴力を日

常的に目撃した例では、母をかばうが登校拒否や人と話せ

なくなるなどの影響があった、思春期に素手あるいは物で

殴る、蹴るが始まって、このままだと子どもが父親を殺し

てしまうと思って離婚した例があります。 

 これが、北海道が実施した調査結果のまとめです。非常

に大きな影響を子どもに及ぼしていることがわかると思

います。 

 虐待の研究では、世代間連鎖が確かに高い確率であると

ずいぶん言われていましたが、それがだんだん実証されて

きたと感じています。吉永さんがおっしゃったように、こ

ういう問題があるのだということを認識して、少しずつ周

りのみんなと関係性を結んでいく。援助の和を広げていく

ことが何よりも大事なのだろうと感じています。今日いら

っしゃった皆さんは関心のある方なので、今後のわれわれ

の力になるということも感じています。 

 実は今日ＪＲで札幌から向かってきましたが、ＪＲの広

報誌に、北海道の作家で北海道新聞の元記者の小桧山博さ

んが、「失われたもの」という文章を書いていました。 

 北海道では今、酪農の後継ぎの問題があり、フィリピン

からの女性と結婚するということがあります。その取材の

ためフィリピンに行ったときの話です。路上生活者がフィ

リピンにはたくさんいる。通りかかると、路上生活者がご

飯を差し出して食べろと言ってくれる。子どもを抱えた女

性でもそういうことを言ってくれて、非常にびっくりして

考え込んだと書いています。それで、8歳のころ近所のお

ばさんのところに行くと、「おめえ、まんま食ったか」と

よく言われたことを思い出した。人にものを分け与えたり、
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人の気持ちを考えて言葉をかける。これがこの 60 年の間

に日本の中で失われてしまったことだというのです。 

 非常に心に残っていて、物質が豊かになった反面、人の

ことを考えたり、相手の立場を考えて声をかけたりすると

いう、ちょっとしたことことが忘れられているのだろうと

思っています。 

 

【松田】 DV の子どもへの影響は、先ほど高本さんがおっ

しゃっていたように家庭の中で起こっていて外から見え

にくい。力の強いものから弱いものに暴力がふるわれてい

るのです。子どもの虐待の調査をみてみると、実父からの

暴力が 25％、そして実母からの暴力は 58％、あわせると

80％以上が自分の親からとなっています。暴力を受けてい

る母親が子どもへ暴力をふるうというケースもあるわけ

で、子どもが思春期になると、今度は親に対して暴力をふ

るうような形で出てくる問題も報告されています。 

 そして、暴力は親から子へ、子からその次の世代へと連

鎖していく調査結果が少しずつ出てきています。ただしこ

れは本人あるいは周りの人が自覚して対応することによ

って断ち切れる性質のものということもわかってきてい

ます。本日は見えない問題、少しずつわかってきた問題、

将来調査結果によって対応しなければならない問題など、

DV の女性と子どもへの影響について、さまざまな面から

お話しいただきました。皆さん、どうもありがとうござい

ました。 

 

 




